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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

58
（−4）

25
（±0）

18
（＋4）

2
（±0）

103
（±0）

交通事故死者数（人）

6月30日現在 8月3日現在

1,357
（−61）

1,562
（−105）

全国の死亡
事故件数

1,334
（−52）

令和２年６月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

▼全ト協会員専用ホームページのパスワード▼
8/15〜9/14

4829
7/15〜8/14

1302

年　月 スタンド ローリー カード

令和２年  4月 84.14 70.91 81.79
令和２年  5月 79.04 66.60 76.50
令和２年  6月 84.53 73.65 83.60 

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
管
理

・
運
営
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
は
、
現
在
、
全
国
に
26
か

所
あ
り
、
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
安
全
運
行
の
確
保
、

労
働
環
境
の
改
善
等
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、﹁
生
活（
く

ら
し
）
と
経
済
﹂
を
支
え
続
け

る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様

の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ご
活
用
い

た
だ
け
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い

ま
す
。

全国のトラックステーションをご活用ください。
　

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
の
令
和

元
年
度
の
利
用
実
績
は
︑
年
間
で
約
２
０
３

万
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
︑
ま
た
利
用
者
数
で
は

約
１
１
１
万
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
︒
Ｔ
Ｓ

に
は
︑長
距
離
運
行
の
疲
れ
を
癒
す
浴
室
（
シ

ャ
ワ
ー
）︑
休
憩
ス
ペ
ー
ス
や
宿
泊
・
仮
眠
施

設
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒
敷
地
内
に

は
大
型
車
が
駐
車
で
き
る
広
い
駐
車
場
も
完

備
さ
れ
て
お
り
︑
24
時
間
利
用
可
能
な
ト
イ

レ
や
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
も
用
意
さ
れ
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
が
安
心
し
て
休
憩
で

き
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
一
部
の

Ｔ
Ｓ
に
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
給
油
所

も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

最
近
の
傾
向
で
は
︑
女
性
用
の
シ
ャ
ワ
ー

を
整
備
し
て
︑
最
近
増
え
つ
つ
あ
る
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
・
ト
ラ
ガ
ー
ル
へ
の
配
慮
も
進
ん
で

い
ま
す
︒

　

過
労
運
転
を
防
ぐ
た
め
に
は
︑
Ｔ
Ｓ
で
休

息
を
適
切
・
十
分
に
取
り
︑
疲
労
や
眠
気
の

な
い
状
態
で
安
全
運
行
に
努
め
て
い
た
だ
く

こ
と
が
有
効
で
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
様
の
Ｔ
Ｓ
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒

 

（
11
面
に
続
く
）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
は
７
月
22

日
︑
同
21
日
付
人
事
異
動
で

就
任
し
た
国
土
交
通
省
お
よ

び
警
察
庁
の
新
任
幹
部
を
表

敬
訪
問
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
坂
本
会
長

は
ま
ず
赤
羽
一
嘉
国
土
交
通

大
臣
を
訪
問
し
︑
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
経
営
的
に
厳
し
い
状

況
に
直
面
し
て
い
る
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
現
状
を
説

明
︒赤
羽
国
交
大
臣
か
ら
は
︑

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
社
会
で
必
要
不
可
欠
な
労

働
者
）
と
し
て
奮
闘
を
続
け

て
い
る
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
︑
感
謝

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
︒

　

続
い
て
︑
同
21
日
付
で
就

任
し
た
栗
田
卓
也
国
土
交
通

事
務
次
官
（
前
国
土
交
通
審

議
官
）︑
秡
川
直
也
自
動
車

局
長（
前
大
臣
官
房
審
議
官
）

を
訪
問
し
︑
業
界
に

対
す
る
支
援
を
要
請

し
た
︒
な
お
︑
秡
川

自
動
車
局
長
へ
の
訪

問
の
際
に
は
︑
伊
地

知
英
己
自
動
車
局
貨

物
課
長
︑
石
田
勝
利

同
安
全
政
策
課
長
︑
早
船
文

久
同
旅
客
課
長
も
同
席
し
た
︒

　

ま
た
︑
警
察
庁
で
は
︑
高

木
勇
人
交
通
局
長
（
前
政
策

立
案
総
括
審
議
官
）を
訪
問
︒

業
界
の
安
全
性
向
上
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
た
︒

　

な
お
︑
同
訪
問
は
︑
坂
本

会
長
の
主
導
に
よ
り
実
現
し

た
も
の
で
︑
当
日
は
︑
三
澤

憲
一
日
本
バ
ス
協
会
会
長
と

川
鍋
一
朗
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・

タ
ク
シ
ー
連
合
会
会
長
も
坂

本
会
長
の
呼
び
か
け
に
応
じ

て
同
席
し
た
︒

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

坂本 克己 全ト協会長

ポケットサイズの
TSガイドブック

▷ TS施設の場所や内容等
を分かりやすく紹介した
ガイドブックも、各TSに
ご用意していますので、こ
ちらもご活用ください。

坂
本
会
長
コ
メ
ン
ト

向かって左から、川鍋会長、赤羽国交大臣、坂本会長、三澤会長

向かって左から、川鍋会長、坂本会長、栗田事務次官、三澤会長

向かって左から、早船旅客課長、川鍋会長、坂本会長、秡川局長、三澤会長、伊地知
貨物課長、石田安全政策課長

向かって左から、川鍋会長、高木交通局長、坂本会長、三澤会長

坂
本
会
長
が
国
交
省
・
警
察
庁
の
新
任
幹
部
を
訪
問

坂
本
会
長
が
国
交
省
・
警
察
庁
の
新
任
幹
部
を
訪
問

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
奮
闘
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
謝
辞
を
受
け
る

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
奮
闘
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
謝
辞
を
受
け
る

トラックドライバーの
安全運行確保へ
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

最
近
は
︑﹁
こ
ん
な
に
長
い
時

間
会
社
に
い
る
よ
う
な
こ
と
は
︑

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
﹂
と
い
っ
た
声

を
多
く
の
経
営
者
か
ら
聞
く
︒
コ

ロ
ナ
禍
で
取
引
先
に
行
く
際
に
も

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
ま

し
て
︑
都
道
府
県
境
を
越
え
た
出

張
な
ど
は
︑﹁
家
族
か
ら
反
対
さ

れ
た
の
で
日
帰
り
に
し
た
﹂
と
い

う
人
も
少
な
く
な
い
︒
こ
の
よ
う

に
︑
経
営
者
を
は
じ
め
管
理
職
の

人
た
ち
も
︑
全
体
的
に
会
社
に
い

る
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
︒
肝
心
な
の
は
︑
そ
の
時
間
を

ど
の
よ
う
に
活
か
す
か
で
あ
る
︒

　

都
内
の
あ
る
事
業
者
は
︑﹁
コ
ロ

ナ
禍
を
機
に
社
内
を
変
え
た
い
﹂

と
い
う
︒抜
本
的
な
改
革
を
考
え
︑

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
へ
の
取
り
組
み
な

ど
も
検
討
中
だ
︒
Ｄ
Ｘ
は
︑
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
の
変
化
に
対
応
し
︑
デ

ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
て
サ
ー
ビ
ス

や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

変
革
す
る
と
と
も
に
︑

社
内
的
に
は
業
務
や
組

織
な
ど
も
変
え
て
競
争

優
位
性
を
確
立
す
る
も

の
︒﹁
コ
ロ
ナ
禍
の
い
ま

こ
そ
取
り
組
み
に
着
手

す
る
絶
好
の
機
会
﹂
で

あ
る
︒

　

ま
た
︑
同
じ
社
内
体
制
の
見

直
し
で
も
︑
中
部
地
方
の
あ
る

事
業
者
は
︑
就
業
規
則
や
安
全

管
理
の
見
直
し
な
ど
を
進
め
て

い
る
︒﹁
コ
ロ
ナ
以
前
は
慢
性
的

な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
で
︑
管
理

職
も
現
場
に
入

っ
て
ト
ラ
ッ
ク
に

乗
務
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状

態
だ
っ
た
﹂︒
こ

の
よ
う
な
不
正

常
な
形
が
常
態

化
し
て
い
た
︒

だ
が
︑
コ
ロ
ナ

禍
で
遊
休
車
両

も
出
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
︒

﹁
管
理
職
が
現

場
の
応
援
に
入

る
必
要
が
な
く

な
り
︑
担
当
し

て
い
る
本
来
の

管
理
業
務
に
費

や
す
時
間
も
余
る
よ
う
に
な
っ

た
﹂︒
そ
こ
で
︑
こ
れ
ま
で
当
た

り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
安

全
管
理
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
検

討
し
た
り
︑
就
業
規
則
の
見
直

し
な
ど
も
進
め
て
い
る
︒
コ
ロ

ナ
禍
を
機
に
社
内
体
制
を
よ
り

強
化
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
︒

　

一
方
︑関
西
の
あ
る
事
業
者
は
︑

正
社
員
と
契
約
社
員
の
比
率
の
見

直
し
を
進
め
て
い
る
︒
同
社
の
メ

イ
ン
の
仕
事
は
︑
１
回
転
目
と
２

回
転
目
の
仕
事
の
間
隔
が
長
い
︒

そ
の
た
め
︑
50
％
強
い
る
契
約
社

員
と
正
社
員
の
勤
務
を
調
整
し
な

が
ら
勤
務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

む
こ
と
で
︑
労
働
時
間
の
短
縮
な

ど
を
進
め
て
き
た
︒
だ
が
︑﹁
荷

主
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
物
流
効

率
化
を
一
層
求
め
て
く
る
は
ず
︒

事
業
者
は
︑
生
産
性
を
向
上
さ
せ

て
収
益
性
の
高
い
経
営
構
造
に
し

な
い
と
勝
ち
残
れ
な
い
﹂︒

　

そ
こ
で
︑
ベ
ー
ス
カ
ー
ゴ
に
積

合
せ
す
る
２
種
類
の
取
引
先
の
開

拓
を
進
め
て
い
る
︒
１
つ
は
︑
ベ

ー
ス
カ
ー
ゴ
の
積
載
率
が
低
い
車

両
へ
の
積
合
せ
可
能
な
荷
物
の
開

拓
︒
も
う
１
つ
は
︑
車
両
の
１
回

転
目
と
２
回
転
目
の
合
間
の
時
間

帯
に
組
み
込
め
る
荷
物
の
開
拓
で

あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
積
載
率
や

回
転
率
を
高
め
て
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
に
は
︑
契
約
社
員
で
は
限

界
が
あ
る
と
い
う
︒

　

コ
ロ
ナ
禍
で
︑
経
営
者
や
管
理

者
の
時
間
の
使
い
方
が
変
わ
っ
て

き
た
︒
経
営
を
根
本
的
に
見
直
す

好
機
で
も
あ
る
︒

第
260
回

ウィズコロナ下で社内を見直す

～速度編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  道路標識等により速度が指定されていない一般道路における大型貨物自
動車の法定最高速度は時速60キロである。（ ○・× ）

❷  高速自動車国道の本線車道で、道路標識等により指定されていないとこ
ろでは、時速50キロに達しない速度で通行してはならない。（ ○・× ）

❸  道路標識等により速度が指定されていない高速自動車国道における中型
貨物自動車の法定最高速度は時速100キロである。（ ○・× ）

❹  道路標識等により速度が指定されていない自動車専用道路における大型
貨物自動車の法定最高速度は時速80キロである。（ ○・× ）

❺  故障車をロープでけん引する場合において、車両総重量が2トン以下の自
動車を、その3倍以上の車両総重量の自動車でけん引する場合の法定最高
速度は時速50キロである。（ ○・× ）

（解答は11面）

　あなたは、午後（２時頃）の高速道路を走行しています。前方
左側の路肩には故障車があり、そばの非常電話で電話をしている
人がいます。この場面にはどのような危険がありますか。また、
危険を避けるにはどのような運転をすればよいでしょうか、考え
てみましょう。

状 

況

〔第 125回〕「故障車が停車している高速道路」

（解説・４面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

７
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
︑

地
方
貨
物
自
動
車
運
送
適
正

化
事
業
実
施
機
関
（
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）
を
通

じ
て
︑
２
０
２
０
年
度
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
﹂（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）
の
申
請
を
受
け
付
け
︑

申
請
資
格
要
件
等
を
ク
リ
ア

し
た
９
４
９
１
事
業
所
の
申

請
を
受
理
し
た
︒

　

今
回
の
申
請
で
は
︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
︑
郵
送

に
よ
る
受
付
を
実
施
︒
こ
の

う
ち
︑
新
規
申
請
は
１
６
６

９
事
業
所
（
前
年
度
比
プ
ラ

ス
91
事
業
所
）
と
︑
２
年
連

続
で
増
加
︒
ま
た
︑
更
新
申

請
は
７
８
２
２
事
業
所
（
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
49
事
業

中
旬
に
２
０
２
０
年
度
安
全

性
優
良
事
業
所
を
認
定
・
公

表
す
る
予
定
︒

令
和
２
年
７
月
豪
雨

被
災
事
業
所
に
特
例
措
置

　

全
ト
協
で
は
︑
申
請
受
付

期
間
中
に
発
生
し
た
﹁
令
和

２
年
７
月
豪
雨
﹂
の
被
災
事

業
所
に
対
し
︑
特
例
措
置
を

設
け
る
︒
災
害
救
助
法
適
用

地
域
に
所
在
す
る
被
災
事
業

所
︑
そ
の
他
特
例
措
置
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
事
業
所
に
つ
い
て
︑
９

月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
再
度

申
請
受
付
を
行
う
と
と
も

に
︑
帳
票
類
の
滅
失
に
よ
り

評
価
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
更
新
対
象
事
業
所
に
つ
い

て
は
︑
有
効
期
間
を
１
年
間

伸
長
す
る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
︒

「
標
準
的
な
運
賃
」
普
及

セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
で
開
催

第
50
回
物
流
政
策
委
員
会

　

７
月
17
日
︑
第
50
回
物
流

政
策
委
員
会
（
馬
渡
雅
敏
委

員
長
）
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
標
準
的
な

運
賃
の
告
示
に
係
る
解
説
書

（
案
）︑②﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

普
及
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
︱
︱

に
つ
い
て
審
議
︒

　

①
で
は
︑
国
土
交
通
省
自

動
車
局
の
伊
地
知
英
己
貨
物

課
長
と
日
本
Ｐ
Ｍ
Ｉ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
の
小
坂
真
弘

代
表
取
締
役
が
︑
現
在
制
作

中
の
冊
子
﹃
一
般
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
に
係
る
標
準
的

な
運
賃
の
届
出
に
向
け
て

（
仮
）﹄
の
内
容
に
つ
い
て
解

説
︒
委
員
か
ら
は
同
冊
子
の

内
容
に
対
す
る
意
見
・
要
望

が
挙
げ
ら
れ
た
︒

　

②
で
は
︑
８
月
４
日
・
北

海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
の
開

催
を
皮
切
り
に
︑
全
国
で
開

催
さ
れ
る
同
セ
ミ
ナ
ー
に
つ

い
て
説
明
︒
現
在
32
の
道
県

お
よ
び
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
事
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
が
決
定
し
て
い
る
ほ
か
︑

８
月
19
日
に
は
都
道
府
県
ト

協
の
事
務
局
職
員
を
対
象
と

し
た
説
明
会
を
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
総
合
会
館
で
開
催
す

る
こ
と
と
し
た
︒

　

引
き
続
き
︑
報
告
事
項
と

し
て
︑
荷
主
に
関
す
る
情
報

統
一
広
報
事
業
な
ど
に
つ
い

て
報
告
︒
令
和
２
年
度
﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
日
﹂
ポ
ス
タ
ー
を

選
定
し
た
ほ
か
︑
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
﹁
も
し
も
ト
ラ
ッ
ク
が

止
ま
っ
た
ら
﹂
の
改
編
や
﹁
リ

サ
ー
チ
＆
リ
リ
ー
ス
﹂
の
実

施
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
等
に

つ
い
て
協
議
・
承
認
し
た
︒

　

ま
た
︑
令
和
２
年
度
﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
日
﹂
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
︑
多
く
の
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
で
開
催
の
中
止
・

見
合
わ
せ
が
報
告
さ
れ
て
お

り
︑
例
年
広
報
委
員
会
で
行

っ
て
い
る
同
イ
ベ
ン
ト
の
視
察

に
つ
い
て
は
︑
今
年
度
の
実

所
）
で
︑
合
計
は
９
４
９
１

事
業
所
（
前
年
度
比
プ
ラ
ス

42
事
業
所
）
と
︑
過
去
最
多

の
申
請
件
数
と
な
っ
た
︒
な

お
︑
更
新
申
請
の
内
訳
は
︑

初
回
更
新
申
請
（
２
０
１
８

年
度
新
規
申
請
で
認
定
さ
れ

た
事
業
所
に
係
る
更
新
申

請
）
が
１
４
３
２
事
業
所
︑

２
回
目
更
新
申
請
（
２
０
１

７
年
度
初
回
更
新
申
請
で
認

定
さ
れ
た
事
業
所
に
係
る
更

新
申
請
）
が
１
８
６
４
事
業

所
︑
３
回
目
更
新
申
請
（
２

０
１
６
年
度
２
回
目
更
新
申

請
で
認
定
さ
れ
た
事
業
所
に

係
る
更
新
申
請
）
が
１
９
６

０
事
業
所
︑
４
回
目
更
新
申

請
（
２
０
１
６
年
度
３
回
目

更
新
申
請
で
認
定
さ
れ
た
事

業
所
に
係
る
更
新
申
請
）
が

１
１
５
５
事
業
所
︑
そ
し
て 

５
回
目
更
新
申
請
（
２
０
１

６
年
度
４
回
目
更
新
申
請
で

認
定
さ
れ
た
事
業
所
に
係
る

更
新
申
請
）
が
１
４
１
１
事

業
所
と
な
っ
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
今
後
︑
評
価

基
準
に
基
づ
き
申
請
書
類
の

厳
正
な
審
査
を
行
い
︑
12
月

施
を
見
送
る
こ
と
と
し
た
︒

公
募
を
12
月
30
日
ま
で
延
長

中
央
近
代
化
基
金
﹁
激
甚

災
害
融
資
（
運
転
資
金
）﹂

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
影
響
を
受
け

た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

経
営
安
定
確
保
に
資
す
る
た

め
︑
激
甚
災
害
融
資
推
薦
事

業
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
融
資
は
︑
公
募
期
限
を

７
月
末
ま
で
と
し
て
い
た
が
︑

同
期
限
を
12
月
30
日
ま
で
延

長
す
る
（
公
募
期
間
の
延
長

以
外
の
条
件
・
内
容
に
は
変

更
な
し
）︒

　

公
募
要
綱
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

収
集
調
査
の
実
施
︑
運
転
者

職
場
環
境
良
好
度
認
証
制

度
︑﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
推
進

運
動
﹂
の
取
り
組
み
状
況
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
︱
︱
に
つ
い
て
事
務
局
が

報
告
︒

　

荷
主
に
関
す
る
情
報
収
集

調
査
に
つ
い
て
は
︑
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
確
保
に
影
響
し
う

る
輸
送
に
関
す
る
荷
主
情
報

の
収
集
を
行
う
た
め
︑
全
国

10
か
所
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
で
実
施
を

予
定
︒
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
防
止
に
配

慮
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
形
式
を

と
り
︑
実
施
時
期
に
も
配
慮

し
た
上
で
︑
７
月
（
14
~
16

日
︑
東
神
・
大
宮
Ｔ
Ｓ
︹
実

施
済
み
︺）
か
ら
今
秋
に
か

け
て
︑
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
︒

令
和
２
年
度
「
ト
ラ
ッ
ク

の
日
」
ポ
ス
タ
ー
を
選
定

第
68
回
広
報
委
員
会

　

７
月
29
日
︑
第
68
回
広
報

委
員
会（
小
林
和
男
委
員
長
）

が
開
催
さ
れ
た
︒

　

会
議
冒
頭
に
行
わ
れ
た
副

委
員
長
の
選
任
で
は
︑
佐
次

田
朗
沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
を
新
副
委
員
長
に
選
任

し
た
︒
議
事
で
は
︑
令
和
２

年
度
広
報
事
業
の
進
捗
状
況

や
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
全
国

︻
お
こ
と
わ
り
︼
次
号
の
﹃
広
報
と
ら

っ
く
﹄
は
︑
９
月
１
日
号
で
す
︒

 

広
報
室

高
２
生
対
象
に
「
物
流
に

関
す
る
授
業
」
実
施

大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
辻
卓
史
会
長
）
は
７
月
17

日
︑
学
校
法
人
早
稲
田
大
阪

学
園
向
陽
台
高
等
学
校
（
茨

木
市
︑和
泉
秀
雄
校
長
）で
︑

﹁
物
流
に
関
す
る
授
業
﹂
を

行
っ
た
（
写
真
）︒

　

同
授
業
は
︑
同
校
の
２
年

生
60
人
を
対
象
に
行
わ
れ
た

も
の
︒
ま
ず
︑
緑
ナ
ン
バ
ー

や
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
装
置
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い

人
吉
・
球
磨
地
域
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
ご
み
搬

出
作
業熊

本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
住
永
豊
武
会
長
）
は
７
月

23
日
︑
令
和
２
年
７
月
豪
雨

に
お
い
て
︑
大
き
な
被
害
の

あ
っ
た
人
吉
市
お
よ
び
球
磨

村
で
︑
災
害
ご
み
等
の
搬
出

・
輸
送
に
係
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
た
︒
こ
の
活

動
は
︑
住
永
会
長
が
会
員
事

業
所
に
協
力
を
呼
び
か
け
て

実
現
し
た
も
の
で
︑
県
下
12

う
仕
事
の
や
り
が
い
な
ど
︑

物
流
業
界
に
関
す
る
レ
ク
チ

ャ
ー
が
行
わ
れ
た
あ
と
︑
京

都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
荒
木

律
也
会
長
）
制
作
の
人
材
確

保
対
策
Ｄ
Ｖ
Ｄ
﹃
想
い
を
運

ぶ
ト
ラ
ッ
ク
~
ト
ラ
ッ
ク
に

乗
ろ
う 
そ
し
て 

届
け
よ
う

支
部
か
ら
事
業
者
の
代
表
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
等
約
１
６
０
人

が
協
力
し
︑
車
両
43
台
︑
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
１
台
も
参
加

し
た
︒　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
開
始

に
あ
た
っ
て
は
︑
主
催
者
を

代
表
し
て
住
永
会
長
が
あ
い

さ
つ
し
た
あ
と
︑
溝
口
幸
治

県
議
会
議
員
︑
松
岡
隼
人
人

吉
市
長
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
す
る
お
礼
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
た
︒

　

作
業
内
容
か
ら
２
つ
の
地

区
に
分
か
れ
︑人
吉
市
で
は
︑

浄
水
苑
前
に
集
積
さ
れ
た
災

害
ゴ
ミ
の
積
み
込
み
や
搬
送

を
︑
ま
た
︑
球
磨
村
総
合
運

動
公
園
で
は
︑
熊
本
工
業
高

等
学
校
の
生
徒
３
０
０
人
と

と
も
に
側
溝
の
泥
上
げ
・
運

搬
作
業
を
行
っ
た
︒

想
い
を
!!
~
﹄を
視
聴
し
た
︒

　

続
い
て
︑
運
送
会
社
の
人

事
担
当
者
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
内
容
等
に

つ
い
て
︑
ク
イ
ズ
な
ど
も
交

え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
説

明
︒受
講
し
た
生
徒
た
ち
は
︑

メ
モ
を
取
る
な
ど
真
剣
に
耳

を
傾
け
た
︒

　

大
阪
府
ト
協
で
は
︑
大
阪

府
と
連
携
し
︑
今
後
も
高
校

等
か
ら
の
依
頼
を
受
け
た
場

合
に
は
︑
同
授
業
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
校
で
は
令
和
３

年
度
か
ら
︑
同
授
業
を
単
位

必
須
科
目
と
し
て
導
入
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
︒

第50回物流政策委員会（7月17日、全ト協）

第68回広報委員会（７月29日、全ト協）

熊本工業高校の生徒とともにボランティア活動
（7月23日、人吉・球磨地域）

過
去
最
多
９
４
９
１
事
業
所
の

　
　
　
　
　
　
　
申
請
を
受
理

２
０
２
０
年
度
「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

安
全
性
評
価
事
業
」
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
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︻
解
説
︼
ご
質
問
の
身
元
保
証
制
度

に
関
し
て
は
︑
今
年
４
月
か
ら
の
民
法

（
債
権
法
）
改
正
（
第
４
６
５
条
の
２
）

に
よ
り
︑
今
後
は
使
用
者
と
保
証
人
と

の
間
で
交
わ
す
身
元
保
証
契
約
書
に
︑

損
害
賠
償
の
限
度
額
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒
民
法

上
は
極
度
額
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑

こ
れ
が
な
い
と
身
元
保
証
契
約
自
体
が

無
効
と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
︒

　

同
制
度
に
つ
い
て
は
︑
も
と
も
と
労

働
者
は
使
用
者
と
の
雇
用
契
約
に
よ
り

誠
実
服
務
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
が
︑
我
が
国
で
は
多
く
の
場
合
︑

　

最
近
、
労
働
者
の
身
元
保
証
制

度
に
つ
い
て
の
取
扱
い
が
変
わ
っ
た

と
聞
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

変
更
が
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

お
教
え
く
だ
さ
い
。  第208回 

労働者の身元保証制度
が変更されたというが

使
用
者
は
採
用
に
際
し
︑
改
め
て
労

働
者
に
身
元
保
証
人
を
立
て
さ
せ
︑

身
元
保
証
契
約
書
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
が
慣
行
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
こ
の

身
元
保
証
契
約
は
雇
用
す
る
使
用
者

と
身
元
保
証
人
と
の
間
で
︑
万
一
︑
労

働
者
本
人
の
行
為
に
よ
り
使
用
者
が

損
害
を
被
っ
た
場
合
︑
保
証
人
が
本

人
と
連
帯
し
て
賠
償
す
る
こ
と
を
約

す
る
契
約
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
こ
う
し
た
身
元

保
証
契
約
は
︑
そ
の
責
任
範
囲
が
労

働
者
の
過
失
や
不
法
行
為
に
よ
る
損

害
な
ど
非
常
に
幅
広
く
な
っ
て
い
る
た

め
︑
実
際
に
損
害
が
発
生
し
て
み
な
い

と
賠
償
額
が
い
っ
た
い
い
く
ら
に
な
る

の
か
︑
契
約
時
に
は
ま
っ
た
く
分
か
ら

な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
︒
こ
の

た
め
︑
身
元
保
証
法
で
は
︑
契
約
期

間
に
つ
い
て
︑
期
間
を
定
め
な
い
場
合

は
３
年
間
︑
定
め
た
時
で
も
５
年
間
と

有
効
期
間
が
短
く
な
る
よ
う
に
規
制

し
︑
自
動
更
新
も
認
め
て
い
ま
せ
ん
︒

　

ま
た
︑
裁
判
所
が
損
害
額
を
認
定

す
る
時
は
︑
使
用
者
の
監
督
責
任
に
つ

い
て
の
過
失
の
有
無
な
ど
の
事
情
を
斟

酌
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
︒
実
際
の

裁
判
所
の
判
断
も
︑
横
領
︑
窃
盗
と

い
っ
た
犯
罪
行
為
に
当
た
る
よ
う
な
故

意
に
よ
る
損
害
は
別
と
し
て
︑
過
失

に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
は
全
額
賠
償
の

ケ
ー
ス
は
少
な
く
︑
重
大
な
過
失
等

で
７
割
︑
そ
う
で
な
け
れ
ば
︑
場
合
に

よ
っ
て
２
割
程
度
の
範
囲
で
賠
償
命
令

が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
︒

　

今
回
の
民
法
改
正
で
は
︑
保
証
人

の
保
護
の
た
め
︑
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
加

え
︑
損
害
賠
償
の
限
度
額
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
も
の
で
す
︒

そ
れ
で
は
︑
限
度
額
を
い
く
ら
に
し
た

ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
︑

い
ま
の
と
こ
ろ
法
的
に
は
具
体
的
な
金

額
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
︒
し
た
が
っ

て
︑
使
用
者
が
自
由
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
が
︑
か
と
い
っ
て
︑
仮

に
数
千
万
円
︑
あ
る
い
は
億
単
位
の

金
額
を
求
め
て
も
︑
高
額
す
ぎ
て
保

証
人
の
な
り
手
は
い
な
い
で
し
ょ
う
し
︑

数
十
万
円
単
位
で
は
低
す
ぎ
る
と
い

う
感
じ
で
す
︒
そ
う
す
る
と
﹁
百
万

円
単
位
で
そ
の
労
働
者
の
職
責
や
賃

金
水
準
に
見
合
っ
た
額
﹂
と
い
う
こ
と

に
な
り
そ
う
で
す
が
︑
こ
れ
で
も
正
解

と
い
う
根
拠
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん

の
で
︑
い
ま
の
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い

と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
︒
専

門
家
の
間
で
は
一
部
に
月
給
の
何
か
月

分
︑
例
え
ば
36
か
月
分
と
い
う
よ
う

な
か
た
ち
の
提
案
も
あ
る
よ
う
で
す
が
︑

こ
れ
も
一
つ
の
目
安
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
︒
こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
あ
い

ま
い
な
状
況
で
す
か
ら
︑
損
害
賠
償

額
の
獲
得
に
十
全
の
効
果
が
求
め
ら

れ
な
い
と
す
れ
ば
︑
身
元
保
証
契
約

に
よ
る
派
生
的
効
果
と
し
て
の
不
祥

事
の
未
然
防
止
効
果
を
期
待
し
な
が

ら
︑
日
常
の
労
務
管
理
で
そ
の
防
止

に
努
め
ざ
る
を
得
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
︒

　

な
お
︑
今
年
４
月
か
ら
の
保
証
契

約
が
対
象
の
た
め
︑
そ
れ
以
前
の
契

約
の
見
直
し
は
不
要
で
す
︒

Ａ�

４
月
以
降
は
損
害
賠
償
の

限
度
額
を
設
け
る
必
要
が

熱
中
症
搬
送
者
が
急
増

全
国
的
に
暑
く
な
る

８
月
の
予
防
強
化
を

呼
び
か
け

　

総
務
省
消
防
庁
は
７
月
30

日
︑
令
和
２
年
６
月
の
熱
中

症
に
よ
る
救
急
搬
送
状
況
を

発
表
し
た
︒

　

６
月
の
全
国
に
お
け
る
熱

中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
人
員

は
６
３
３
６
人
で
︑
昨
年
６
月

﹁
み
な
お
し
て　

職
場

の
環
境　

か
ら
だ
の
健

康
﹂全国

労
働
衛
生
週
間
を

10
月
に
実
施

　

厚
生
労
働
省
で
は
10
月
１

日
㈭
~
７
日
㈬
の
期
間
︑
令

和
２
年
度
﹁
全
国
労
働
衛
生

週
間
﹂
を
実
施
す
る
︒

　

同
週
間
は
︑
労
働
者
の
健

康
管
理
や
職
場
環
境
の
改
善

な
ど
︑
労
働
衛
生
に
関
す
る

国
民
の
意
識
を
高
め
る
と
と

も
に
︑
職
場
で
の
自
主
的
な

活
動
を
促
し
て
労
働
者
の
健

康
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
︑
昭
和
25
年
か
ら
毎

一
部
区
間
の
最
高
速
度

を
時
速
１
２
０
㌔
㍍
に

引
き
上
げ

新
東
名
な
ど
５
区
間
を

対
象
に

　

警
察
庁
は
７
月
22
日
︑
新

東
名
高
速
道
路
な
ど
の
一
部

区
間
で
︑
最
高
速
度
を
法
定

の
時
速
１
０
０
㌔
㍍
か
ら
時

速
１
２
０
㌔
㍍
に
引
き
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑
近

く
交
通
規
制
の
基
準
を
改
正

す
る
方
針
を
決
め
た
︒

　

同
庁
で
は
平
成
31
年
よ

り
︑
新
東
名
高
速
道
路
新
静

岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ

Ｃ
）
~
森
掛
川
Ｉ
Ｃ
間
と
︑

東
北
自
動
車
道
花
巻
南
Ｉ
Ｃ

~
盛
岡
南
Ｉ
Ｃ
間
で
︑
規
制

速
度
１
２
０
㌔
㍍
の
試
行
を

実
施
︒
実
勢
速
度
（
自
由
流

時
）
や
死
傷
事
故
件
数
︑
死

傷
事
故
率
が
試
行
前
（
時
速

１
０
０
㌔
㍍
）
と
比
べ
て
大

き
な
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
︑
一
部
区
間
で
の
最
高

速
度
引
き
上
げ
に
踏
み
切
る

こ
と
と
し
た
︒

　

引
き
上
げ
の
対
象
区
間
は

表
の
通
り
︒
な
お
︑
大
型
ト

ラ
ッ
ク
等
は
対
象
外
（
最
高

時
速
80
㌔
㍍
）
と
な
る
︒

　

な
お
︑
引
き
上
げ
は
︑
今

後
該
当
区
間
を
管
轄
す
る
各

地
の
警
察
が
高
速
道
路
会
社

と
調
整
の
上
で
︑
各
公
安
委

員
会
の
了
承
を
経
て
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
る
︒

予
測
︒
２
週
目
（
８
月
８
日

~
14
日
）
は
北
日
本
や
東
日

本
︑
沖
縄
・
奄
美
で
平
均
気

温
が
高
く
な
る
︒
ま
た
︑
３

~
４
週
目（
同
15
日
~
28
日
）

は
全
国
的
に
気
温
が
高
く
な

る
と
み
て
い
る
︒

　

消
防
庁
で
は
︑
熱
中
症
に

対
す
る
従
前
か
ら
の
予
防
に

加
え
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
留
意
し
た
︑﹁
新

し
い
生
活
様
式
﹂
に
お
け
る

熱
中
症
予
防
行
動
の
徹
底
を

呼
び
か
け
て
い
る
︒

で
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
現
下

の
経
済
・
雇
用
へ
の
影
響
等

を
踏
ま
え
︑﹁
引
上
げ
額
の

目
安
を
示
す
こ
と
は
困
難
で

あ
り
︑
現
行
水
準
を
維
持
す

る
こ
と
が
適
当
﹂と
さ
れ
た
︒

１
円
以
上
の
有
額
の
目
安
を

示
さ
な
か
っ
た
の
は
︑
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
平
成

21
年
度
以
来
︒

　

今
後
︑
同
答
申
を
参
考
に

し
つ
つ
︑
各
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
に
お
い
て
︑
地
域
に

お
け
る
賃
金
実
態
調
査
や
参

考
人
の
意
見
等
も
踏
ま
え
た

調
査
審
議
を
行
っ
た
上
で
︑

答
申
を
実
施
︒
そ
れ
を
受
け

て
︑
各
都
道
府
県
労
働
局
長

が
地
域
別
最
低
賃
金
額
を
決

定
す
る
︒

 

就
職
氷
河
期
世
代
向
け

﹁
短
期
資
格
等
取
得
コ
ー

ス
﹂
を
開
始

全
ト
協
な
ど
11
団
体
が
実
施

　

厚
生
労
働
省
は
７
月
31

日
︑
就
職
氷
河
期
世
代
の
社

会
人
の
正
社
員
就
職
を
支
援

す
る
た
め
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
を
は
じ
め
と
し
た
業

界
団
体
な
ど
と
連
携
し
︑﹁
短

期
資
格
等
習
得
コ
ー
ス
﹂
事

業
を
開
始
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

同
事
業
は
︑
正
規
雇
用
を

希
望
し
な
が
ら
不
本
意
に
非

正
規
雇
用
で
働
い
て
い
る
就

職
氷
河
期
世
代
の
社
会
人
に

向
け
て
︑
短
期
間
で
資
格
が

取
得
で
き
︑
職
場
実
習
を
組

み
合
わ
せ
た
出
口
一
体
型
の

訓
練
を
実
施
す
る
も
の
︒
訓

練
は
︑
大
型
自
動
車
第
一
種

運
転
免
許
な
ど
正
社
員
就
職

に
繋
が
る
資
格
の
取
得
に
向

け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
︑

業
界
団
体
な
ど
に
委
託
︒
一

般
的
な
訓
練
期
間
よ
り
も
短

い
１
~
３
か
月
程
度
の
期
間

で
︑
訓
練
を
実
施
す
る
︒
な

お
︑
同
コ
ー
ス
は
職
業
訓
練

受
講
給
付
金
の
給
付
対
象
と

な
る
た
め
︑
支
給
要
件
に
該

当
す
る
場
合
は
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
令
和
４
年

度
ま
で
の
３
年
間
で
１
万
人

以
上
の
同
世
代
の
社
会
人
に

訓
練
を
実
施
で
き
る
よ
う
計

画
し
て
お
り
︑
こ
の
た
び
︑

訓
練
を
実
施
す
る
全
ト
協
な

ど
11
団
体
を
決
定
︒
全
ト
協

な
ど
各
団
体
で
は
︑
準
備
が

整
い
次
第
︑
順
次
受
講
者
の

募
集
を
開
始
す
る
予
定
︒

 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
活
用

し
て
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
（
試
行
）
を
配
信

関
東
甲
信
地
方
を
対
象
に

　

環
境
省
は
７
月
31
日
よ

り
︑
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
﹁
環
境
省
﹂
で
﹁
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト（
試
行
）﹂

の
配
信
を
始
め
た
︒

　

環
境
省
と
気
象
庁
で
は
︑

熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め
て

高
い
暑
熱
環
境
と
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
際
に
︑
国
民

の
熱
中
症
予
防
行
動
を
効
果

的
に
促
す
た
め
の
同
ア
ラ
ー

ト
を
︑
７
月
１
日
よ
り
関
東

 

時
間
単
位
の
年
次
有
給
休
暇

の
導
入
・
活
用
を
呼
び
か
け

新
し
い
生
活
様
式
の
た
め
の

「
新
し
い
働
き
方
・
休
み
方
」

の
実
践
を

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
現
在

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
︑
新
し
い

生
活
様
式
が
求
め
ら
れ
る

中
︑
新
し
い
働
き
方
・
休
み

方
を
実
践
す
る
た
め
に
︑
①

労
働
者
の
様
々
な
事
情
に
応

じ
た
柔
軟
な
働
き
方
・
休
み

方
に
資
す
る
時
間
単
位
の
年

次
有
給
休
暇（
年
休
）制
度
︑

②
計
画
的
な
業
務
運
営
に
資

す
る
年
休
の
計
画
的
付
与
制

度
︱
︱
の
導
入
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

　

①
に
つ
い
て
は
︑
年
休
の

付
与
は
原
則
１
日
単
位
だ

が
︑
労
使
協
定
を
締
結
す
れ

ば
︑
年
５
日
の
範
囲
内
で
時

間
単
位
の
取
得
が
可
能
︒
ま

た
︑
②
は
︑
年
休
の
付
与
日

数
の
う
ち
５
日
を
除
い
た
残

り
の
日
数
に
つ
い
て
︑
労
使

協
定
を
締
結
す
れ
ば
計
画
的

に
休
暇
取
得
日
を
割
り
振
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
︒

　

同
省
で
は
︑
導
入
促
進
を

図
る
た
め
︑
ポ
ス
タ
ー
・
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
（
写
真
）
を
活

用
し
た
広
報
お
よ
び
労
使
に

対
す
る
働
き
か
け
等
を
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

甲
信
地
方
の
１
都
８
県
（
東

京
都
︑
茨
城
県
︑
栃
木
県
︑

群
馬
県
︑埼
玉
県
︑千
葉
県
︑

神
奈
川
県
︑
山
梨
県
︑
長
野

県
）
で
先
行
的
に
実
施
︒
来

年
度
か
ら
全
国
で
展
開
す
る

予
定
と
し
て
い
る
︒

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
に
よ
る

情
報
配
信
で
は
︑
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト﹁
環
境
省
﹂

を
友
だ
ち
追
加
す
る
こ
と

で
︑
７
月
31
日
㈮
~
10
月
28

日
㈬
の
期
間
︑
同
ア
ラ
ー
ト

が
発
表
さ
れ
た
際
に
︑
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
情
報
を

受
け
取
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
︒
ま
た
︑
メ
ニ
ュ
ー
画
面

か
ら
熱
中
症
対
策
に
関
わ
る

情
報
も
閲
覧
可
能
︒

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
が
付
い
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
場
合
︑
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

（
図
）
を
読
み
取
る
こ
と
で

友
だ
ち
追
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
︒

﹁
ト
ラ
ッ
ク
デ
ー
タ
連
携

の
仕
組
み
確
立
﹂
等
を

推
進

「
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
実
現
へ

の
取
り
組
み
を
公
表

　

経
済
産
業
省
は
７
月
21

日
︑
同
省
が
現
在
推
進
し
て

い
る
物
流
分
野
に
お
け
る
新

し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

（
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
）
に
関
し

て
︑
今
年
度
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
公
表
し
た
︒

　

同
省
で
は
︑
慢
性
的
な
需

要
過
多
・
人
手
不
足
な
ど
の

物
流
業
界
を
取
り
巻
く
現
状

と
課
題
を
踏
ま
え
︑
令
和
元

年
度
に
有
識
者
や
商
用
車
メ

ー
カ
ー
︑
荷
主
・
運
送
事
業

者
︑
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事

業
者
等
の
民
間
事
業
者
等
の

参
加
の
下
︑﹁
物
流
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
勉
強
会
﹂
を
開
催
︒
今
年

４
月
20
日
に
は
︑
商
用
車
業

界
と
し
て
の
取
り
組
み
と
し

て
︑
①
ト
ラ
ッ
ク
デ
ー
タ
連

携
の
仕
組
み
確
立
︑
②
見
え

る
化
・
混
載
に
よ
る
輸
配
送

効
率
化
︑
③
電
動
商
用
車
活

用
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
係
る
検
証
︱
︱
と
い

年
実
施
し
て
い
る
︒
毎
年
︑

10
月
１
日
~
７
日
を
本
週

間
︑
９
月
１
日
~
30
日
を
準

備
期
間
と
し
て
お
り
︑
各
職

場
で
職
場
巡
視
や
ス
ロ
ー
ガ

ン
掲
示
︑
労
働
衛
生
に
関
す

る
講
習
会
・
見
学
会
の
開
催

な
ど
︑
様
々
な
取
り
組
み
を

展
開
す
る
︒

　

今
年
度
は
︑﹁
み
な
お
し

て　

職
場
の
環
境　

か
ら
だ

の
健
康
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

っ
た
方
向
性
を
取
り
ま
と
め

た
︒

　

今
年
度
は
︑
同
方
向
性
を

踏
ま
え
︑
商
用
車
業
界
が
各

民
間
事
業
者
と
協
力
し
︑
物

流
業
界
の
課
題
解
決
に
貢
献

す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
︒

　

併
せ
て
︑
同
省
で
は
今
年

度
の
取
り
組
み
の
実
施
事
業

者
を
募
集
︒
こ
の
ほ
ど
︑
豊

田
通
商
㈱
な
ど
６
事
業
者
を

選
定
し
た
︒

 

店
舗
配
送
に
お
け
る
共
同

配
送
実
証
実
験
を
実
施

大
手
コ
ン
ビ
ニ
３
社
の

40
店
舗
を
対
象
に

　

経
済
産
業
省
は
７
月
22

日
︑
経
産
省
支
援
の
下
で
︑

大
手
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
３
社
の
店
舗
配
送
に
お
け

る
共
同
配
送
の
実
証
実
験
を

実
施
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

現
在
︑
コ
ン
ビ
ニ
は
全
国

で
約
５
万
６
０
０
０
店
舗
営

業
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
大
手

３
社
の
㈱
セ
ブ
ン
︱

イ
レ
ブ
ン

・
ジ
ャ
パ
ン
︑
㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
︑
㈱
ロ
ー
ソ
ン
は
災

害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
指

定
公
共
機
関
に
指
定
さ
れ
る

な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

も
機
能
し
て
お
り
︑
コ
ン
ビ

ニ
に
安
定
的
に
商
品
を
供
給

す
る
た
め
の
物
流
網
の
維
持

・
構
築
が
非
常
に
重
要
と
な

る
︒

　

今
回
実
施
さ
れ
る
実
証
実

験
︹
研
究
代
表
機
関
・（
公

財
）
流
通
経
済
研
究
所
︺
で

は
︑
東
京
都
内
湾
岸
エ
リ
ア

の
大
手
コ
ン
ビ
ニ
３
社
の
近

接
し
た
店
舗（
合
計
40
店
舗
）

に
対
し
︑
同
じ
ト
ラ
ッ
ク
で

商
品
の
納
入
を
１
週
間
実

施
︒
個
別
に
最
適
化
・
高
度

化
さ
れ
て
き
た
コ
ン
ビ
ニ
物

流
に
お
い
て
︑
実
証
実
験
を

通
じ
て
物
流
の
共
同
化
に
よ

る
効
果
を
検
証
す
る
︒

　

経
産
省
で
は
︑
実
証
実
験

の
結
果
も
踏
ま
え
︑
コ
ン
ビ

ニ
業
界
に
お
け
る
新
し
い
物

流
の
形
を
検
討
し
て
い
く
と

と
も
に
︑
将
来
的
に
は
業
態

横
断
で
の
物
流
の
最
適
化
も

視
野
に
︑
検
討
を
加
速
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

経 産 省

総 務 省

（
４
１
５
１
人
）
に
比
べ
て
２

１
８
５
人
多
く
な
っ
た
︒
都

道
府
県
別
人
口
10
万
人
当
た

り
の
救
急
搬
送
人
員
で
は
沖

縄
県
が
16
・
60
人
と
最
も
多

く
︑
次
い
で
香
川
県
（
９
・

01
人
）︑
佐
賀
県
（
８
・
77

人
）︑鳥
取
県（
８
・
72
人
）︑

大
分
県
（
８
・
49
人
）
の
順

と
な
っ
て
い
る
︒

　

気
象
庁
が
７
月
30
日
に
発

表
し
た
﹁
向
こ
う
１
か
月
の

天
候
の
見
通
し
﹂に
よ
る
と
︑

８
月
は
全
国
的
に
暖
か
い
空

気
に
覆
わ
れ
や
す
く
な
る
と

し
︑
事
業
場
に
お
け
る
労
働

衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
︑
自
主
的
な
労
働
衛

生
管
理
活
動
の
一
層
の
促
進

を
図
っ
て
い
く
︒

　

な
お
︑
厚
労
省
で
は
︑
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
︑い
わ
ゆ
る
﹁
３
つ
の
密
﹂

を
避
け
る
こ
と
を
徹
底
し
な

が
ら
︑
様
々
な
取
り
組
み
を

実
施
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
る
︒

 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
鑑
み
引

上
げ
額
の
目
安
を
示
さ
ず

令
和
２
年
度
地
域
別
最
低

賃
金
額
改
定
の
目
安

　

厚
生
労
働
省
は
７
月
22

日
︑
今
年
度
の
地
域
別
最
低

賃
金
額
改
定
の
目
安
に
つ
い

て
公
表
し
た
︒

　

同
日
開
催
さ
れ
た
第
57
回

﹁
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
﹂

で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
︑
今

年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金
額

改
定
の
目
安
に
関
す
る
答
申

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
２
年
度
﹁
貨
物
輸
送
事

業
者
と
荷
主
の
連
携
等
に
よ

る
運
輸
部
門
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
推
進
事
業
費
補
助
金
（
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
省
エ
ネ
化
推

進
事
業
）﹂（
経
済
産
業
省
連

携
事
業
）
の
公
募
申
請
を
受

け
付
け
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
対
し
て
車
両
動
態

管
理
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
を

支
援
す
る
こ
と
で
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
と
荷
主
が
連

携
し
て
物
流
全
体
の
効
率
化

を
図
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の

省
エ
ネ
化
の
実
証
を
行
う
も

の
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

と
荷
主
等
と
の
連
携
を
要
件

に
︑
車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ

ム
︑
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
等

（
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
︑
Ａ

Ｓ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
︑
受
注
情
報

事
前
確
認
シ
ス
テ
ム
︑
パ
レ

ッ
ト
等
管
理
シ
ス
テ
ム
︑
パ

レ
タ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
）︑
配
車

計
画
シ
ス
テ
ム
の
導
入
費
の

一
部
を
補
助
す
る
︒

　

な
お
︑
予
約
受
付
シ
ス
テ

ム
等
に
つ
い
て
は
︑
補
助
対

象
事
業
者
は
荷
主
等
と
さ
れ

て
お
り
︑
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
者
は
申
請
不
可
と
な

る
︒
補
助
率
と
補
助
金
上
限

額
は
表
１
の
通
り
︒
ま
た
︑

申
請
受
付
期
間
と
公
募
額
は

表
２
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
同
事

業
執
行
団
体
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
今
号
に
同
封

の
チ
ラ
シ
を
参
照
の
こ
と
︒

表１  補助率と補助金上限額
補助対象システム・費用 補助率 1事業所あたりの

補助金上限額

車両動態管理
システム

クラウド型車載器 2分の1以内
なし

メモリーカード型車載器 3分の1以内

予約受付
システム等

予約受付システム

2分の1以内
2,500万円

ASNシステム
受注情報事前確認システム
パレット等管理システム

パレタイズシステム 5,000万円
配車計画システム 2分の1以内 2,500万円

※  1,000 円未満切り捨て

表２  申請受付期間と公募額
申請受付期間 公募額（合計約39億円）

1次公募 令和2年7月27日㈪～8月7日㈮ 約25億円

2次公募 2年8月17日㈪～8月28日㈮ 約10億円

3次公募 2年9月7日㈪～9月18日㈮※ 約4億円

 車両動態管理システムのうち GPS 車載器導入型の予算枠は１億円程度、予約受付システム等の予算枠は 5 億円程度、配
車計画システムの予算枠は１億円程度。残予算があった場合については、各回の次の公募に加えることとする。※消印有効

車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
補
助
を
実
施

今
号
に
チ
ラ
シ
同
封　

予
算
額
約
39
億
円

◎働き方・休み方改善ポータルサイト　https://work-holiday.mhlw.go.jp/

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

新しい生活様式のためには、新しい働き方と休み方が求められます。
時差通勤には、始業・終業時刻の変更やフレックスタイム制のほか、
時間単位の年次有給休暇の柔軟な活用も考えられます。

（働き方・休み方改善ポータルサイト） （年休取得特設サイト）

新しい働き方・休み方が
始まっています。
時間単位の年次有給休暇を
導入しましょう！

年次有給休暇取得促進特設サイト 検索

働き方の新しいスタイル

テレワークや
ローテーション勤務

時差通勤で
ゆったりと

オフィスは
ひろびろと

会議は
オンライン

対面での打合せは
換気とマスク

表  最高速度引き上げ候補区間
路線名 区　間 距　離

東北自動車道
花巻南 IC ～盛岡南 IC 約 27 km

浦和 IC ～佐野スマート IC 約 53 km
常磐自動車道 柏 IC ～水戸 IC 約 71 km

東関東自動車道 千葉北 IC ～成田 JCT 約 26 km
新東名高速道路 御殿場 JCT ～浜松いなさ JCT 約 145km

※ IC ＝インターチェンジ、JCT ＝ジャンクション

　

経
済
産
業
省
は
７
月
30
日
︑

﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０

２
１
﹂
認
定
に
向
け
た
申
請

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
︑
認
定
要

件
等
を
公
表
し
た
（
12
面
に

関
連
）︒
こ
こ
で
は
︑
昨
年
度

（
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０

２
０
）
か
ら
の
変
更
点
を
中

心
に
紹
介
す
る
︒

　

中
小
規
模
法
人
部
門
で

は
︑
今
年
度
は
図
１
の
通
り

申
請
受
付
期
間
が
１
か
月
程

度
延
長
さ
れ
る
︒

　

認
定
要
件
に
つ
い
て
は
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
伴
い
︑
今
年
度

は
図
２
の
よ
う
な
対
応
が
採

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
︒な
お
︑

昨
年
度
は
選
択
項
目
で
あ
っ

た
評
価
項
目
﹁
健
康
増
進
・

過
重
労
働
防
止
に
向
け
た
具

体
的
目
標（
計
画
）の
設
定
﹂

が
︑
今
年
度
は
必
須
項
目
と

な
っ
て
い
る
の
で
注
意
が
必

要
で
あ
る
（
名
称
は
﹁
健
康

課
題
に
基
づ
い
た
具
体
的
目

標
の
設
定
﹂に
変
更
さ
れ
た
）︒

　

ま
た
︑
中
小
規
模
法
人
部

門
の
認
定
企
業
の
中
か
ら
︑

﹁
同
法
人
の
中
で
も
優
れ
た

企
業
﹂か
つ﹁
地
域
に
お
い
て
︑

健
康
経
営
の
発
信
を
行
っ
て

い
る
企
業
﹂
と
し
て
︑
優
良

な
上
位
５
０
０
法
人
に
対
し

て
︑
新
た
に
﹁
ブ
ラ
イ
ト
５

０
０
﹂
の
冠
を
付
加
し
て
表

彰
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
経
産
省
で
は
同
法

人
制
度
概
要
や
今
回
の
変
更

点
等
の
説
明
動
画
を
作
成

し
︑
８
月
下
旬
~
９
月
上
旬

頃
に
経
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
す
る
予
定
と
し
て
い

る
︒

「
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
１
」

申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
公
表

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
い「
感
染
症
予
防
へ
の
取
り
組
み
」な
ど
も
評
価
対
象
に

図１　＜中小規模法人部門　申請スケジュール＞
申請：令和2年8月下旬～令和2年11月下旬頃（昨年度から1か月程度延長）
認定：令和3年3月頃
※なお、詳細は決定次第経産省ホームページにて案内される。

図２　新型コロナウイルス感染症を踏まえた対応
▼ 今年度の認定制度の審査対象期間は平成31（2019）年4月1日～申請日まで。令和2
（2020）年2月以降については新型コロナウイルス感染症の影響が大きいと考えられ
るため、その期間に取り組みを実施できなかった場合には救済措置がとられる。

▼ 中小企業法人部門では、新型コロナウイルス感染症への「具体的な対策」をとったこ
と自体も、優良な取り組みとして評価する。
具体的には、新型コロナウイルスへの具体的な施策ができていれば、評価項目「従
業員の感染症予防に向けた取り組み」を適合とする。感染症流行を受けた組織体制
や、感染症予防に対応したBCP（事業継続計画）の取り組み状況についても、同評
価項目の評価項目とする。
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①故障で路肩に停止した車の周辺を歩いていて、走行
してきた車両にはねられる事故が発生しています。非
常電話で通話している人がいるから、車両のそばに
は人はいないだろうと油断していると、故障車の陰か
ら歩行者が飛び出してきた場合、衝突する恐れがあり
ます。故障車のそばにも人がいて道路に出てくること
を予測して、スピードを落として慎重に接近しましょう。

②故障車のそばから出てくる歩行者を予測して、進路変
更するのは、事故防止の手段として有効ですが、慌て
て進路変更をすると、後続車に追突される危険があり
ます。進路変更する時は、後続車の有無をしっかり確
認してから行いましょう。また、故障車の情報など、道
路情報板に掲示される情報を見逃さずに、早めに準
備をしておきましょう。

③人間には１日のなかで、脳の覚醒水準が上がったり
下がったりする概日リズム（サーカディアン・リズム）
があります。脳の覚醒水準は、午前中に上昇して正午
ぐらいにピークになります。午後は少し低下し、夕方
にまた上昇し、夜になるにつれて落ちていきます。昼
食後に眠くなるのはこの概日リズムが関係していると
考えられます。昼食後、ボーっとしたまま運転を続け
ていると、居眠り運転に陥り大変危険です。高速道路
ではスピードが出ていることから、重大事故になりや

①故障車の陰から人が飛び出してきて、衝突する危
険があります（図１）。

②右に進路変更しようとしたところ、走行してきた後
続車に追突される危険があります（図2）。

③眠気からハンドル操作を誤り、故障車や中央分離
帯に衝突する危険があります（図3）。

　あなたは、午後（２時頃）の高速道路を走行
しています。前方左側の路肩には故障車があ
り、そばの非常電話で電話をしている人がい
ます。この場面にはどのような危険があります
か。また、危険を避けるにはどのような運転を
すればよいでしょうか、考えてみましょう。

図１

図２

図３

すいので、疲れや眠気を感じたら速やかに近く
のSA・PAで休憩や仮眠をとり、安全な運行の確
保に努めましょう。また、疲労を蓄積させない
よう日頃から健康管理に留意しておきましょう。

☎

☎

☎

　

タ
イ
ヤ
の
空

気
圧
管
理
を
す

る
時
︑
最
も
重

要
な
指
標
に
な
る
の
が
︑タ
イ
ヤ
内
の﹁
容
積
﹂

で
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

ト
ラ
ッ
ク
に
取
り
付
け
ら
れ
た
タ
イ
ヤ
を

見
る
と
︑
真
ん
中
に
円
盤
型
の
金
属
製
ホ
イ

ー
ル
が
あ
り
︑
タ
イ
ヤ
全
体
か
ら
金
属
製
ホ

イ
ー
ル
を
除
い
た
部
分
に
空
気
が
入
っ
て
い
ま

す
︒
そ
の
空
気
の
入
っ
た
部
分
が
タ
イ
ヤ
内
の

﹁
容
積
﹂
で
す
︒

　

代
表
的
な
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
の
サ
イ
ズ
を

い
く
つ
か
例
に
取
り
︑
ど
れ
だ
け
の
容
積
が

あ
る
か
計
算
し
て
み
る
と
こ
う
な
り
ま
す
︒

ま
ず
は
︑
中
型
ト
ラ
ッ
ク
用
（
４
㌧
積
）
の

で
す
︒
と
こ
ろ
が
︑
平
成
６
（
１

９
９
４
）
年
に
行
わ
れ
た
車
両
総

重
量
の
規
制
緩
和
（
最
大
20
㌧

↓
25
㌧
）
に
よ
っ
て
新
し
い
規
格

の
ト
ラ
ッ
ク
が
登
場
し
た
こ
と
に
伴
い
︑
新
た
な

タ
イ
ヤ
サ
イ
ズ
も
生
ま
れ
ま
し
た
︒
小
径
か
つ

少
な
い
空
気
量
で
︑
重
い
荷
物
に
耐
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
タ
イ
ヤ
サ
イ
ズ
が
増
え
た
の
で
す
︒

　

特
に
注
意
が
必
要
な
の
は
︑
大
型
４
軸
低
床

車
な
ど
に
装
着
さ
れ
て
い
る
﹁
２
４
５
／
70
Ｒ
19

・
５
﹂
サ
イ
ズ
の
タ
イ
ヤ
で
す
︒
同
タ
イ
ヤ
の
容

積
は
90
㍑
で
︑
８
０
０
kPa
の
空
気
圧
を
充
填
す

る
こ
と
で
２
１
６
０
㌔
㌘
の
重
量
ま
で
耐
え
ら
れ

る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
前
出
の
中
型
ト
ラ
ッ

ク
用
﹁
２
２
５
／
80
Ｒ
17
・
５
﹂
サ
イ
ズ
の
タ
イ

ヤ
（
容
積
80
㍑
︑
耐
荷
重
１
５
５
０
㌔
㌘
）
と

比
べ
る
と
︑
わ
ず
か
10
㍑
大
き
い
だ
け
に
過
ぎ

ず
︑
タ
イ
ヤ
の
外
径
も
約
３
㌢
㍍
大
き
い
だ
け

で
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
耐
荷
重
に
は
約
１
・

タ
イ
ヤ
で
す
︒﹁
２
２
５
／
80
Ｒ
17
・
５
﹂
の
容

積
は
︑
お
よ
そ
80
㍑
で
︑
７
０
０
kPa
の
空
気
圧

を
充
填
す
る
こ
と
で
︑
１
５
５
０
㌔
㌘
の
重
量
ま

で
耐
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

次
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
用
（
10
㌧
超
積
）
の
タ

イ
ヤ
で
す
︒﹁
11
Ｒ
22
・
５ 

16
Ｐ
﹂
の
容
積
は
︑

１
７
０
㍑
︒８
０
０
kPa
の
空
気
圧
を
充
填
す
れ
ば
︑

３
０
０
０
㌔
㌘
ま
で
耐
え
ら
れ
ま
す
︒

　

こ
の
２
種
類
の
タ
イ
ヤ
サ
イ
ズ
そ
れ
ぞ
れ
の
容

積
と
耐
荷
重
を
比
較
す
る
と
︑
容
積
は
80
㍑
と

１
７
０
㍑
で
約
２
倍
の
差
が
あ
り
︑
耐
荷
重
も

そ
れ
に
比
例
し
て
︑
１
５
５
０
㌔
㌘
と
３
０
０
０

㌔
㌘
で
︑
約
２
倍
の
開
き
が
あ
り
ま
す
︒

　

実
は
︑
こ
の
２
種
類
の
サ
イ
ズ
は
︑
容
積
に

対
す
る
耐
荷
重
の
バ
ラ
ン
ス
が
最
も
良
い
タ
イ
ヤ

４
倍
の
差
が
あ
り
ま
す
︒

　
﹁
２
４
５
／
70
Ｒ
19
・
５
﹂
サ
イ
ズ
の
タ
イ
ヤ

は
︑
構
造
全
体
を
強
化
す
る
こ
と
で
︑
耐
荷
重

が
飛
躍
的
に
ア
ッ
プ
し
た
高
性
能
な
タ
イ
ヤ
で

す
︒
し
か
し
︑
も
と
も
と
入
っ
て
い
る
空
気
量
が

少
な
い
た
め
︑
空
気
圧
の
低
下
が
速
い
こ
と
か

ら
︑
タ
イ
ヤ
の
バ
ー
ス
ト
が
起

こ
り
や
す
く
な
る
と
い
う
致

命
的
な
弱
点
が
あ
り
ま
す
︒

バ
ー
ス
ト
を
防
ぐ
手
立
て
は
︑

﹁
空
気
圧
管
理
﹂
と
﹁
ゴ
ム

の
鮮
度
﹂
の
Ｗ
チ
ェ
ッ
ク
し
か

あ
り
ま
せ
ん
︒

　

さ
ら
に
︑
夏
場
は
タ
イ
ヤ

に
と
っ
て
最
も
危
険
な
時
期
で

す
︒
数
値
で
は
公
表
さ
れ
て

お
ら
ず
︑
あ
く
ま
で
私
の
現

場
感
覚
で
す
が
︑﹁
２
４
５
／

70
Ｒ
19
・
５
﹂
サ
イ
ズ
の
タ
イ

ヤ
バ
ー
ス
ト
事
例
は
突
出
し

て
多
い
の
で
︑
注
意
し
て
く
だ

さ
い
︒

第
1１1
回 

「
バ
ー
ス
ト
に
気
を
付
け
た
い

タ
イ
ヤ
サ
イ
ズ
」

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
を
図

る
た
め
︑
リ
モ
ー
ト
方
式
で

の
説
明
会
を
開
催
す
る
︒
説

明
会
の
日
時
・
場
所
等
は
表

の
通
り
︒

　

な
お
︑
申
込
方
法
な
ど
詳

細
は
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
こ
と
︒

 

防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
普
及

促
進
に
向
け
活
動
を
推
進

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

普
及
・
啓
発
推
進
協
議
会

　

国
土
交
通
省
は
７
月
31

日
︑
第
９
回
﹁
運
輸
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
普
及
・
啓
発
推

進
協
議
会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

同
協
議
会
は
︑
中
小
事
業

者
へ
の
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
制
度
の
普
及
・
啓
発
を

推
進
す
る
た
め
︑
民
間
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
や

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
は

じ
め
と
し
た
運
輸
関
係
等
団

体
︑
国
交
省
の
参
画
に
よ
り

開
催
し
て
い
る
も
の
︒
今
回

は
︑
認
定
セ
ミ
ナ
ー
（
民
間

機
関
等
が
国
交
省
の
認
定
を

受
け
て
実
施
す
る
運
輸
安
全

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
）

実
施
状
況
な
ど
令
和
元
年
度

に
お
け
る
活
動
報
告
と
︑
令

和
２
年
度
の
活
動
（
案
）
の

承
認
を
行
っ
た
︒

　

令
和
元
年
度
に
は
︑
認
定

セ
ミ
ナ
ー
が
３
３
７
回
開
催

さ
れ
︑
総
受
講
者
数
は
８
９

５
５
人
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
令
和
２
年
度
の
活

動
と
し
て
︑
①
普
及
・
啓
発

活
動
の
推
進
強
化
︑
②
認
定

セ
ミ
ナ
ー
等
の
講
師
と
な
る

人
材
の
育
成
︱
︱
の
ほ
か
︑

新
た
な
施
策
と
し
て
︑
③
自

然
災
害
対
応
へ
の
取
り
組
み

促
進
の
た
め
の
防
災
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
関
連
別
項
）
の
推

進
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
る
︒

 

﹁
ト
ラ
ッ
ク
が
利
用
し
や
す

い
高
速
道
路
の
実
現
﹂
を

求
め
る

国
土
幹
線
道
路
部
会
で
要
望

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

８
月
３
日
︑
国
土
交
通
省
が

開
催
し
た
社
会
資
本
整
備
審

議
会
道
路
分
科
会
第
40
回
国

土
幹
線
道
路
部
会
（
部
会
長

・
朝
倉
康
夫
東
京
工
業
大
学

環
境
・
社
会
理
工
学
院
教

授
）
に
出
席
し
︑
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

対
応
し
た
高
速
道
路
施
策
に

関
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

か
ら
の
意
見
を
述
べ
た
︒

　

同
部
会
で
は
︑
高
速
道
路

を
中
心
と
し
た
﹁
道
路
を
賢

く
使
う
取
組
﹂
や
︑
高
速
道

路
に
お
け
る
安
全
・
安
心
実

施
計
画
な
ど
︑
道
路
整
備
に

関
す
る
こ
れ
ま
で
の
施
策
に

加
え
て
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
対
応
し

た
高
速
道
路
施
策
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
お
り
︑
現
在

経
済
団
体
や
道
路
利
用
者
団

体
︑
地
方
公
共
団
体
︑
高
速

道
路
会
社
な
ど
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
日
行
わ
れ
た
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
は
︑
全
ト
協
か
ら
は
浅

井
隆
副
会
長（
税
制
委
員
長
）

と
桝
野
龍
二
理
事
長
が
出

席
︒
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
た
め
の
高
速
道
路

の
整
備
︑
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
た
め
︑
高
速

道
路
の
中
継
物
流
施
設
（
コ

ネ
ク
ト
エ
リ
ア
）
や
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）・
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア（
Ｐ
Ａ
）の
整
備
︑

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
た
め
︑
高
速
道
路
料
金

の
引
き
下
げ
︱
︱
と
い
っ
た

業
界
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
上
で
︑
浅
井

副
会
長
は
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
対
応
や
働
き
方
改
革
の
実

現
の
た
め
の
基
軸
と
な
る
高

速
道
路
の
利
用
を
進
め
る
た

め
に
は
︑
国
費
の
投
入
が
欠

か
せ
な
い
﹂
と
述
べ
た
︒

　

業
界
か
ら
の
意
見
を
受
け

て
︑
委
員
か
ら
は
﹁
新
し
い

料
金
制
度
の
導
入
に
よ
り
︑

混
雑
の
解
消
と
道
路
料
金
の

値
下
げ
の
両
立
が
実
現
す
れ

ば
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
﹂︑

﹁
Ｓ
Ａ
や
Ｐ
Ａ
の
大
型
マ
ス

を
長
時
間
利
用
で
き
る
よ
う

な
予
約
制
度
の
検
討
が
必
要

で
は
な
い
か
﹂︑﹁
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
長
期
化
す
る
中
で
︑
３
密

と
な
ら
な
い
よ
う
な
Ｓ
Ａ
・

Ｐ
Ａ
の
整
備
は
必
要
で
は
な

い
か
﹂
な
ど
と
い
っ
た
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
︒

 

自
動
車
検
査
証
の
有
効
期

間
を
９
月
４
日
ま
で
再
伸
長

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に

よ
る
被
害
に
伴
い

　

国
土
交
通
省
は
７
月
31

日
︑
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災

害
に
よ
る
被
害
に
伴
い
︑
熊

本
県
︑
大
分
県
︑
岐
阜
県
の

一
部
地
域
の
自
動
車
の
自
動

車
検
査
証
の
有
効
期
間
を
９

月
４
日
ま
で
再
伸
長
す
る
と

発
表
し
た
︒

　

対
象
地
域
お
よ
び
対
象
と

な
る
自
動
車
は
︑
そ
れ
ぞ
れ

表
の
通
り
︒

　

な
お
︑
対
象
と
な
る
自
動

車
に
つ
い
て
は
︑
９
月
４
日
ま

で
に
継
続
検
査
を
受
検
す
れ

ば
引
き
続
き
自
動
車
が
使
用

で
き
る
︒
ま
た
︑
継
続
検
査

を
受
検
す
る
ま
で
に
自
動
車

損
害
賠
償
責
任
保
険（
共
済
）

契
約
期
間
の
終
期
が
到
来
す

る
保
険
契
約
に
つ
い
て
は
︑

継
続
契
約
の
締
結
手
続
き
が

９
月
４
日
を
限
度
と
し
て
猶

予
さ
れ
る
︒
詳
細
は
︑
保
険

（
共
済
）
代
理
店
に
問
い
合

わ
せ
の
こ
と
︒

 

全
国
の
高
速
道
路
で
初
め

て﹁
エ
ス
コ
ー
ト
通
行
方
式
﹂

に
よ
る
燃
料
輸
送
を
展
開

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
長
大
ト
ン
ネ
ル

を
通
過
し
被
災
地
に
燃
料
を
供
給

　

西
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
）
は
７
月

29
日
︑
令
和
２
年
７
月
豪
雨

に
伴
う
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
︑
全
国
の
高
速
道
路
で

初
め
て
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
エ

ス
コ
ー
ト
通
行
方
式
に
よ
る

燃
料
輸
送
を
行
っ
た
と
発
表

し
た
︒

　

同
方
式
は
︑
道
路
法
に
よ

っ
て
危
険
物
積
載
車
両
の
通

行
が
禁
止
ま
た
は
制
限
さ
れ

て
い
る
長
大
ト
ン
ネ
ル
（
長

さ
５
０
０
０
㍍
以
上
）
等
に

つ
い
て
︑
危
険
物
積
載
車
両

の
前
後
に
誘
導
車
を
配
置（
エ

ス
コ
ー
ト
）
す
る
な
ど
通
行

の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
︑

危
険
物
積
載
車
両
の
通
行
を

可
能
と
す
る
通
行
方
式

（
図
）︒
国
土
交
通
省
で
は

平
成
28
年
８
月
︑
災
害
に
よ

り
被
災
し
た
地
方
公
共
団
体

等
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合

に
同
方
式
を
実
施
で
き
る
よ

う
︑
長
大
ト
ン
ネ
ル
に
お
け

る
通
行
規
制
緩
和
を
行
っ
て

い
る
︒

　

熊
本
県
内
で
は
︑
九
州
自

動
車
道
肥
後
ト
ン
ネ
ル
が
長

大
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
指
定
さ

れ
て
お
り
︑
通
常
は
国
道
２

１
９
号
等
の
並
行
す
る
一
般

道
を
迂
回
し
て
輸
送
を
行
っ

て
い
る
が
︑
同
豪
雨
災
害
に

よ
り
国
道
２
１
９
号
が
熊
本

県
球
磨
村
で
７
月
４
日
か
ら

全
面
通
行
止
め
と
な
っ
た
た

め
︑
今
回
の
措
置
が
実
施
さ

れ
た
︒

　

今
回
の
措
置
で
は
︑
７
月

６
日
~
14
日
の
９
日
間
に
わ

た
り
︑
肥
後
ト
ン
ネ
ル
に
お

い
て
災
害
時
の
特
例
と
し
て

同
方
式
に
よ
る
通
行
を
実

施
︒
同
期
間
で
︑
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
車
72
台
が
熊
本
県
人

吉
地
区
へ
の
燃
料
供
給
を
行

っ
た
︒

代
の
総
合
物
流
施
策
大
綱
に

関
す
る
検
討
会
﹂（
座
長
・

根
本
敏
則
敬
愛
大
学
教
授
）

を
開
催
し
た
︒

　

我
が
国
の
物
流
を
巡
る
環

境
は
︑
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
に
伴
う
労
働
力
不
足
の

深
刻
化
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴

う
︑
社
会
・
経
済
環
境
の
変

化
︑
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）・

Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
等
の
最
新
技
術
の

進
化
等
︑
様
々
な
変
化
が
生

じ
て
い
る
︒
今
後
の
物
流
施

策
の
在
り
方
に
つ
い
て
提
言

を
得
る
こ
と
を
目
的
に
︑
平

成
29
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

﹁
総
合
物
流
施
策
大
綱
（
２

０
１
７
年
度
︱
２
０
２
０
年

度
）﹂
は
︑
今
年
度
が
計
画

期
間
の
最
終
年
度
と
な
る
こ

と
か
ら
︑
同
検
討
会
で
は
次

期
大
綱
策
定
に
向
け
て
︑
物

流
を
取
り
巻
く
諸
課
題
へ
の

対
応
の
方
向
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
く
︒

　

な
お
︑
同
検
討
会
は
年
内

に
７
回
開
催
︒
論
点
整
理
と

議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
︑
11

月
~
12
月
に
開
催
予
定
の
第

７
回
検
討
会
で
提
言
の
取
り

ま
と
め
を
実
施
︒
政
府
で
は

同
提
言
を
基
に
︑
次
期
大
綱

を
策
定
し
︑
今
年
度
末
ま
で

に
閣
議
決
定
を
行
う
予
定
︒

 

夏
期
テ
ロ
対
策
の
徹
底
を

呼
び
か
け

多
客
期
（
〜
８
月
31
日
）

に
際
し

　

国
土
交
通
省
は
７
月
８

日
︑
夏
期
の
多
客
期
（
７
月

23
日
~
８
月
31
日
）
に
お
け

る
テ
ロ
対
策
の
徹
底
を
依
頼

す
る
文
書
を
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
宛
て
に
発
出
︒
国

交
省
か
ら
の
要
請
を
受
け
︑

全
ト
協
は
７
月
15
日
︑
各
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
宛
て

に
同
内
容
の
文
書
を
発
出

し
︑
会
員
事
業
者
に
対
す
る

周
知
徹
底
を
行
っ
た
︒

　

同
文
書
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に
つ
い
て
︑
①

営
業
所
・
車
庫
内
外
の
巡

回
︑
②
終
業
後
の
ド
ア
ロ
ッ

ク
の
徹
底
︑
③
営
業
所
等
に

お
け
る
不
審
な
荷
物
の
発
見

時
お
よ
び
不
審
者
情
報
等
の

警
察
へ
の
連
絡
の
徹
底
︑
④

配
送
先
か
ら
荷
送
り
人
に
覚

え
が
な
い
な
ど
不
審
な
荷
物

で
あ
る
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た

場
合
の
荷
物
に
触
れ
な
い
旨

の
注
意
喚
起
︑
荷
物
の
状
態

に
応
じ
た
速
や
か
な
引
き
取

り
︑警
察
へ
の
連
絡
の
徹
底
︑

⑤
放
射
性
物
質
等
危
険
物
輸

送
に
お
け
る
安
全
管
理
の
徹

底
︑
⑥
テ
ロ
発
生
時
の
通
報

・
連
絡
・
指
示
体
制
の
整
備

お
よ
び
確
認
︱
︱
を
実
施
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

 

﹁
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

指
針
﹂
に
関
す
る
説
明
会

を
開
催

運
送
事
業
者
の
防
災
意
識

向
上
を
図
る

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
７
月

６
日
付
で
公
表
し
た
﹁
運
輸

防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
﹂

に
関
す
る
運
輸
事
業
者
向
け

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
︒

　

同
指
針
は
︑
運
輸
事
業
者

が
防
災
体
制
の
構
築
と
実
践

を
進
め
る
際
に
︑
参
考
と
す

べ
き
考
え
方
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
（
７
月
15
日
号
に
て

既
報
）︒
近
年
︑
頻
発
化
・

激
甚
化
し
て
い
る
自
然
災
害

が
輸
送
の
安
全
の
脅
威
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
運
輸

事
業
者
の
防
災
意
識
を
一
層

向
上
さ
せ
︑
防
災
体
制
の
構

築
と
実
践
を
進
め
る
際
の
参

考
と
す
べ
き
考
え
や
心
得
を

ま
と
め
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
７
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
︑
全
国
で
運
送

事
業
者
向
け
の
﹁
運
輸
防
災

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
説
明
会
﹂

を
開
催
︒
ま
た
︑
８
月
21
日

㈮
に
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　

国
土
交
通
省
は
７
月
16

日
︑
第
１
回
﹁
２
０
２
０
年

 

事
務
次
官
に
栗
田
卓
也
氏

自
動
車
局
長
は
秡
川
直
也
氏

　

国
土
交
通
省
の
７
月
21
日 

付
人
事
異
動
で
︑
国
土
交
通

事
務
次
官
に
栗
田
卓
也
氏 

（
前
国
土
交
通
審
議
官
）︑

自
動
車
局
長
に
は
秡
川
直
也

氏
（
前
大
臣
官
房
審
議
官
）

が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
︒

︿
略
歴
﹀

▽
栗
田
卓
也
（
く
り
た
・
た

く
や
）
氏　

昭
和
36
年
８
月

31
日
生
ま
れ
︑大
阪
府
出
身
︒

京
都
大
学
法
学
部
卒
業
・
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
土
地
経
済

学
修
士
︒59
年
建
設
省
入
省
︒

国
土
交
通
省
大
臣
官
房
人
事

課
長
︑
同
審
議
官
（
併
）
参

事
官
︑
都
市
局
長
︑
総
合
政

策
局
長
︑
国
土
交
通
審
議
官

を
歴
任
︒

▽
秡
川
直
也
（
は
ら
い
か
わ

・
な
お
や
）
氏　

昭
和
40
年

３
月
４
日
生
ま
れ
︑
神
奈
川

県
出
身
︒
東
京
大
学
法
学
部

卒
業
︒
63
年
運
輸
省
入
省
︒

国
土
交
通
省
自
動
車
局
貨
物

課
長
︑
航
空
局
総
務
課
長
︑

運
輸
安
全
委
員
会
事
務
局
審

議
官
兼
内
閣
官
房
副
長
官
補

付
︑
大
臣
官
房
審
議
官
兼
内

閣
官
房
内
閣
審
議
官
な
ど
を

歴
任
︒

次
期
大
綱
策
定
に
向
け　
　
　

　
　
　
　
　
議
論
ス
タ
ー
ト

第
１
回
「
２
０
２
０
年
代
の
総
合

物
流
施
策
大
綱
に
関
す
る
検
討
会
」次期物流施策大綱の策定作業に入った検討会（7月16日、東京・三田共用会議所）

栗田  卓也
事務次官

秡川  直也
自動車局長

図　エスコート通行方式

第9回「運輸安全マネジメント普及・啓発推進協議会」（7月31日、（一財）日本品質保証
機構）

トラック運送業界からの意見を述べる浅井副会長㊧（8月3日、国土交通省）

表 運輸防災マネジメント指針説明会の日程等について

実施日 実施時間 実施場所 募集人数
（各社1人限定）

中国地区 令和 2 年 8 月 18 日㈫ 14:00 ～ 16:00 中国運輸局海技試験場（広島市） 70 人

沖縄地区
8 月 20 日㈭ 14:00 ～ 16:00

沖縄総合事務局（那覇市）
20 人

8 月 21 日㈮ 10:00 ～ 12:00 20 人

九州地区
8 月 24 日㈪ 10:00 ～ 12:00

九州運輸局（福岡市）
70 人

8 月 24 日㈪ 14:00 ～ 16:00 70 人

北海道地区 8 月 25 日㈫ 13:30 ～ 15:30 北海道立道民活動センター（札幌市） 70 人

四国地区
8 月 26 日㈬ 10:00 ～ 12:00

四国運輸局（高松市）
40 人

8 月 26 日㈬ 14:00 ～ 16:00 40 人

リモート方式 8 月 21 日㈮ 14:00 ～ 16:00 − 200 人

※なお、そのほかの地区では、すでに終了しています。

表 自動車検査証の有効期間の伸長措置

対象地域 対象となる有効期間の
満了する日

伸長後の有効期間の
満了する日

熊本県（八代市、人吉市、芦北町、
津奈木町、錦町、相良村、山江村、
球磨村、あさぎり町）

令和２年７月４日
～９月３日

令和 2 年 9 月 4 日大分県（日田市、由布市、九重町、
玖珠町） ７月６日～９月３日

岐阜県（高山市、中津川市、恵那市、
飛驒市、郡上市、下呂市） ７月８日～９月３日



第2159号（第3種郵便物認可）（5） 令和2年（2020年）8月5日

「トラック運送事業者のための「トラック運送事業者のための
新型コロナウイルス感染予防対策マニュアル」を作成新型コロナウイルス感染予防対策マニュアル」を作成

職場で行う感染症対策チェック表職場で行う感染症対策チェック表

■事業所での勤務①

□ 定期的な手洗い、手指消毒を徹底する（水道設備や石けん、手指消毒液等設置）

□ 休憩時間を含む勤務中のマスク装着を徹底する

□ 広 と々した座席配置（目安２ｍ）にする ＊対角に配置または、横並び
＊対面座席にはアクリル板等で仕切り

＊風の流れができるよう、 2方向の窓を数分間程度全開にする□ １時間に２回程度換気する

□ 共用物品、手が頻繁に触れる箇所を最小限にするよう工夫する

□ 頻繁に対面する場所は、アクリル板・透明ビニールカーテン等を設置する

□ 外勤はラッシュの時間帯を避ける

経営者 ■事業所での勤務②

□ 出張は地域の感染状況に注意し、不要不急の場合は見合わせる

□ 外勤時や出張時には面会相手や時間、経路、訪問場所等を記録する

□ 会議やイベントは極力オンラインで行う

□ 少人数の会議をやむを得ず行う場合、近距離や対面に座らないように工夫する

□ 社外の会議やイベント等は、可能な限り参加を控える。参加する場合は、最小人数で、マスクを着用する

□ 採用説明会や面接等は、テレビ会議等で実施するなど工夫する

□ 事業所内に感染防止対策を示したチラシを掲示する等、従業員に対して感染防止対策を周知する

□ テレワークを行うにあたっては、厚生労働省のガイドラインなどを参照し、    労働時間の適正な把握や適正な作業環境の整備などに配慮する

経営者、総務・人事・衛生管理者

■事業所での食堂・休憩・休息スペース

■トイレ

□ 共有する物品は定期的に消毒する（テーブル・椅子等）

□ 入退室前後の手洗い・手指消毒を徹底する

□ 一定数以上の入室を避ける

＊風の流れができるよう、 2 方向の窓を数分間程度全開にする

□ 喫煙室を含め、換気徹底と３密を避ける

□ 対面で座らない

□ 便器は通常清掃でよいが、不特定多数が使用する場所は清拭消毒する

□ ペーパータオルの設置や、個人用タオルを持参する

□ 便器の蓋がある場合は、蓋を閉めてから汚物を流すよう表示する

総務・人事・衛生管理者、ドライバー

総務・人事・衛生管理者、ドライバー

■車両・設備・器具

□ ドアノブ、電気のスイッチ、階段の手すり、エレベータのボタン、ゴミ箱、電話、共有のテーブルや
   パソコン等の事務機器を消毒する

□ 車両点検用工具などの共有器具を使用した時は、こまめな手洗い、手指の消毒をする

□ ゴミはこまめに回収し、鼻水や唾液のついたゴミはビニール袋に密閉する

□ 作業服はこまめに洗濯する

総務・人事・衛生管理者、ドライバー

■運転者に対する点呼

□ 対面点呼では、適切な距離を確保する

□ アクリル板、透明ビニールカーテン等の設置および、換気を徹底する

□ 運行管理者はマスクの着用と、点呼前後の手洗いを徹底する

□ ドライバーへは、感染予防対策（マスク・手洗い等）が出来ているかを確認する

□ 可能な限り、朝夕2回の体温測定の結果報告と体調を確認する

□ 発熱・咳等の自覚症状がある場合は自宅待機とする

□ アルコール検知器をこまめに除菌することや、複数の携帯型アルコール検知器を使用する

運行管理者、ドライバー ■運行中

□ 2名以上の従業員が同乗する場合は、マスク着用を徹底する

□ 荷物の受け渡しや荷役の際には、マスクや手袋を着用する

□ 書類の受け渡しや荷物の積み卸しの際には、相手先との直接接触を減らすように努める

□ 作業前後は車内の消毒に努める

□ 高温・高湿度での荷役で、人と2ｍ以上の距離を確保できる場合はマスクをはずす。マスク着用時は負荷のかかる作業を
    避け、周囲との距離を十分にとり、適宜マスクをはずして休憩し、こまめに水分を補給する

□ 乗務中に発熱・体調不良を認めた時は、運行管理者に連絡を入れ、運行管理者は乗務を中止させる

□ 作業は1人で行う。複数で行う場合は、持ち場を分担するなど、距離をとる

□ 共用のカートなど荷役機器を使った後は、手洗いを行う

運行管理者、ドライバー

■事業所等への立ち入り 

■従業員に対する協力のお願い

□ 取引先等への外部関係者の立ち入りについては、必要性を検討し、来訪を認める場合は従業員に準じた
    感染防止対策を求める

□ 外部関係者の企業等に予め事業所内での感染防止対策の説明を行い、理解を促す

■利用者に対する協力のお願い

□ 事業所内に立ち入る利用者に対し、感染防止対策を示したチラシの掲示、配布を行う等により、
    感染拡大防止の協力を求める

□ 非対面・非接触の配送形態（置き配）について、ガイドラインを参照しながら活用への理解を促す

□ 感染防止対策の重要性を理解させ、日常生活における行動変容を促す（感染予防の一般的な事柄）

□ 濃厚接触の可能性のある場合、同居家族での感染があった場合には、各種休暇制度や在宅勤務の利用を推奨する

□ 感染症から回復した人への差別など、人権侵害の無いよう指導する

経営者、ドライバー

経営者、ドライバー

経営者、ドライバー

■感染者が確認された場合の対応

①従業員の感染が確認された場合

②複数社が混在する借用ビル内で、他社の社員の感染が確認された場合

□ 保健所、医療機関の指示に従う

□ 速やかに地方運輸局等に連絡する

■その他

□ 総括安全衛生管理者や、安全衛生推進者と保健所との連携体制を確立し、保健所の聞き取り等に必ず協力する

□ 保健所、医療機関、ビル貸主の指示に従う

□ 人権を配慮し、個人名が特定されないように留意する。感染拡大防止を目的とした個人データの取り扱いについては、
    個人情報に配慮し、適正に取り扱う

□ 行動範囲を踏まえ、感染者の勤務場所の消毒を行うとともに、必要に応じて同勤務場所の勤務者に
    自宅待機をさせるなどの対応を検討する

経営者、総務・人事・衛生管理者

　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、感染リスクが懸念されている中でも、トラックドライバーはエッセンシ
ャルワーカー（社会で必要不可欠な労働者）として、国民生活や経済活動を支えています。
　新型コロナウイルスに限らず、感染症との闘いは過去においても幾度となく繰り返され、今後も続くことが予想
されます。最前線で活躍するトラックドライバーの健康といのちを感染症から守ること、そしてトラック運送事業者が
健康・安全・安心を確立し、社会基盤としての役割を担うためにも、感染症予防対策は必要不可欠です。
　全日本トラック協会ではこのほど、「トラック運送事業者のための新型コロナウイルス感染予防対策マニュアル」

を取りまとめました。これは、今年６月に公表した「トラックにおける新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン」
第２版をベースに、職場における感染症対策をイラストを用いて分かりやすくまとめたものです。ここでは同マニュ
アルから、経営者、運行管理者、総務・人事・衛生管理者、ドライバー（右図）のそれぞれの立場において
果たしていただきたい役割と、状況における感染予防対策をまとめました。事業場により多少ケースは異なりますが、
実践に向けての参考にしてください。
　なお、同マニュアルは全ト協ホームページよりダウンロードすることができます。

全
ト
協
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会 長
　田中　亨
　　㈱滋賀ユニック
　　　代表取締役社長

副会長
　外村　善一　㈱外村物流運輸 代表取締役社長
　甲斐切　稔　甲西陸運㈱　　 代表取締役社長
　中西　　栄　湖南運輸㈱　　 代表取締役社長
　松田　直樹　㈱松田商事　　 代表取締役社長
専務理事　種村　　馨
常務理事　中野　利弘

会 長
　阪本　享三
　　㈱酒本運送
　　　代表取締役社長

副会長
　小浦　正臣　酸和運送㈱　 代表取締役社長
　榎本　智信　㈱請川運送　 代表取締役社長
　上山　正倫　鴻池運輸㈱　 和歌山支店副支店長
　横山　郁芳　丸久運輸㈱　 代表取締役社長
専務理事　和佐　純宏

会 長
　喜多村　誠
　　防府通運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　藤谷　拾人　㈱フジタニ   代表取締役社長
　青山　澄男　㈱宇部貨物   代表取締役社長
　鷺川　陽一　日本通運㈱   下関支店長
　加茂　　孝　下松運輸㈱   代表取締役社長
専務理事　髙橋　則彦

会 長
　眞鍋　博俊
　　㈱博運社
　　　代表取締役会長

副会長
　三村　彰一　筑豊通運㈱　　 取締役会長
　中嶋　利文　㈱西物　　　　 代表取締役社長
　二又　茂明　久留米運送㈱ 　代表取締役 CEO
　久富　啓充　久富産業㈱　 　代表取締役社長
専務理事　西　　正博
常務理事　丸山　　隆

会 長
　牧田　信良
　　㈱マキタ運輸
　　　　　代表取締役

副会長
　増田　　哲　㈱高鍋運送 　代表取締役
　荒木　久次　㈲荒木運輸　 代表取締役
　和田　憲明　㈱トミシマ　 代表取締役
　元明　吉美　元明運送㈲　 代表取締役
専務理事　野中　秋芳
常務理事　牧　富士夫

会 長
　塚本　哲夫
　　塚本運送㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　清水　益成　㈱大紀　　　 代表取締役社長
　中　　秀夫　郡山運送㈱　 代表取締役社長
　森本　禎男　森本運輸㈱　 代表取締役社長
　萩原　良介　㈱西和物流　 代表取締役社長
専務理事　中林　利光
常務理事　松村　久美子

会 長
　小丸　成洋
　　福山通運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　大上　正治　　㈱ロジコム・アイ 取締役会長
　脇地　生忠　　㈱脇地運送　　 取締役会長
　喜多村　久至　丸加海陸運輸㈱ 代表取締役会長
　竹本　昭法　　芸北急送㈱　　 代表取締役社長
　藤本　達也　　日本通運㈱　　 執行役員広島支店長
専務理事　岩本　和則
常務理事　田中　　徹

会 長
　森本　敬一
　　丸榮運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　田中　克也　秦泉寺運送㈱　 代表取締役社長
　山本　道明　かしま工業㈱　 代表取締役社長
　桑名　周一　芸陽運送㈱　　 代表取締役社長
　片岡　　賢　大東陸運㈱　　 代表取締役社長
　若藤　武士　若藤物流㈱　　 代表取締役社長
専務理事　西村　伸矢

会 長
　仲　　浩
　　㈱中津急行
　　　代表取締役社長

副会長
　山下　柾規　安心院運輸㈱　 代表取締役社長
　仲摩　一夫　㈱別府急配　　 代表取締役社長
　村本　　茂　村本重機興㈲　 代表取締役社長
専務理事　広沢　　稔
常務理事　益永　　浩

会 長
　荒木　律也
　　荒木運送㈱
　　　代表取締役

副会長
　平島　竜二　㈱岸貝物流  代表取締役
　宇野　賢志　㈲宇野エキスプレス 代表取締役
　蒔田　良夫　㈱京三運輸  代表取締役
専務理事　井尻　憲司
常務理事　山田　博之
　　　　　竹谷　喜彦

会 長
　川上　和人
　　㈲川上運輸
　　　代表取締役社長

副会長
　菅埜　元晴　㈱小鴨　　　　　代表取締役社長
　属　　敏宏　境港海陸運送㈱　代表取締役社長
　涌本　知彦　因伯通運㈱　　　代表取締役社長
専務理事　前田　裕明

会 長
　湯浅　恭介
　　志満や運送㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　伊達　　惠　　徳島通運㈱　　代表取締役社長
　酒井　一誠　　誠徳運輸㈱　　代表取締役社長
　平野　賢一　　㈱セイワ運輸　代表取締役社長
専務理事　高林　　徹

会 長
　馬渡　雅敏
　　松浦通運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　原田　一洋　㈱ハラダ物流　 代表取締役社長
　鳥屋　正人　㈱ロジコム　　 代表取締役社長
　武富　浩二　協業組合九州ロジテックカーゴ

                                              代表理事
専務理事　前田　勝久

会 長
　鳥部　敏雄
　　セイコー運輸㈱
　　　　　代表取締役

副会長
　加納　潤一　㈱昭和貨物　　　 代表取締役
　中島　純和　屋久島海陸運輸㈱ 代表取締役
　福永　寿一　㈲大姶良運送　 　代表取締役
　矢野　　健　㈱エーシーネットワーク
   　　　代表取締役
専務理事　白坂　　功
常務理事　宇都　昌平

山崎　洋一

会 長
　辻　　卓史
　　鴻池運輸㈱
　　　　　取締役会長

副会長
　中川　才助　中川運送㈱　　　 取締役会長
　重　　博文　富士通運輸興業㈱ 代表取締役社長
　中原　　毅　㈱中原運輸　　　 代表取締役社長
　新田　朝世　新田運送㈱　　　 代表取締役会長
　松井　剛士　センコー㈱　　　 取締役専務執行役員
　小田原　武　東和運送㈱　　　 会長
　井上　泰旭　梅田運輸倉庫㈱　 代表取締役会長
　池辺　祐一　池辺運送㈱　　　 代表取締役社長
専務理事　滝口　敬介
常務理事　齋藤　一之
　　　　　植芝　俊明

会 長
　三島　進
　　三島運輸㈲
　　　代表取締役

副会長
　永井　好輔　㈱永井運送  代表取締役会長
　岸　　清逸　出雲運送㈱  代表取締役
　木村　和久　日本通運㈱  松江支店長
専務理事　本藤　英満

会 長
　楠木　寿嗣
　　瀬戸内陸運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　田中　正治　三豊運送㈱　　代表取締役社長
　尾崎　康宏　尾崎運送㈱　　代表取締役社長
　塩田　　学　林田物流㈱　　代表取締役会長
　松本　英高　㈱大運組　　　代表取締役社長
　森本　昭博　光穂建設㈱　　代表取締役社長
顧問
　鷺川　章二　日本通運㈱  　 四国支店部長
専務理事　齋藤　文克

会 長
　馬場　邦彦
　　幸運トラック㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　井石　八千代　㈱井石　　　　 代表取締役社長
　筒井　琢磨　　㈱光葉産業運輸 代表取締役社長
　永野　貞光　　㈲有馬運送　　 取締役会長
専務理事　鶴田　孝廣

会 長
　佐次田　朗
　　 丸石運送㈱
　　　　 代表取締役社長

副会長
　伊是名　昇英　琉球倉庫運輸㈱  代表取締役社長
　新垣　正仙　　㈱小禄運輸 　　 代表取締役社長
専務理事　宮平　仁勝

会 長
　福永　征秀
　　信栄運輸㈱
　　　　　取締役会長

副会長
　原岡　謙一　㈱原岡運送店　　 代表取締役社長
　櫻井　光男　加西合同貨物自動車㈱
　　　　　　　　　　　　　　　 取締役会長
　堀　　秀夫　和歌山運送㈱　　 代表取締役会長
　藤原　康雄　明石運輸㈱　　　 代表取締役社長
　尾上　昌史　淡路共正陸運㈱　 代表取締役社長
　木南　一志　㈱新宮運送　　　 代表取締役社長
専務理事　西川　孝秀
常務理事　村尾　芳和

会 長
　遠藤　俊夫
　　岡山県貨物運送㈱
　　　　代表取締役社長

副会長
　藤森　元則　藤森運輸㈱　　 代表取締役
　横山　忠彦　横山商事㈱　　 代表取締役
　西本　和由　岸陸送㈱　　　 取締役相談役
　川口　祐一　㈲川口運送　　 代表取締役
　赤田　博文　㈱赤田運輸産業 代表取締役
専務理事　西田　末廣
常務理事　徳田　浩一

会 長
　御手洗　安
　　㈱大西運送
　　　　代表取締役社長

副会長
　和田　祥孝　宇和島自動車運送㈱

代表取締役社長
　西蔭　　洋　四国名鉄運輸㈱ 取締役相談役
　明星　　元　明星運輸㈱　　 代表取締役社長
　西岡　　斉　トーヨー・ロジテック㈱
　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役社長
専務理事　板倉　友弘

会 長
　住永　豊武
　　熊本旭運輸㈱
　　　　　　取締役

副会長
　下川　公一郎　城東運輸倉庫㈱ 代表取締役社長
　江富　　聡　　江富運輸㈱ 　　代表取締役社長
　上田　裕子　　㈱AZUMA 　　代表取締役社長
　富田　康方　　㈱亀万運送 　　代表取締役社長
　福田　　洋　　岱明運輸㈱　　 代表取締役
専務理事　吉住　　潔
常務理事　髙木　良一

会 長
　坂本　克己
　　大阪運輸倉庫㈱
　　　　代表取締役会長

副会長
　工藤　修二　　庄子　清一　　小林　幹愛
　浅井　　隆　　小林　和男　　田口　義隆
　寺岡　洋一　　田中　　亨　　辻　　卓史
　小丸　成洋　　楠木　寿嗣　　眞鍋　博俊
　馬渡　雅敏　　秋田　　進

理事長　　桝野　龍二
常務理事　山崎　　薫　　松崎　宏則
　　　　　藤原　利雄

（一社）（一社）兵庫県兵庫県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,089 社・7月1日現在）
〒 657-0043　神戸市灘区大石東町 2-4-27

078・882・5556　 078・882・5565

（一社）（一社）岡山県岡山県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,271社・6月20日現在）

〒 700-8567　岡山市北区青江 1-22-33
086・234・8211　 086・234・5600

（一社）（一社）愛媛県愛媛県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（752 社・4月1日現在）

〒 791-1114　松山市井門町 1081-1
089・957・1069　 089・993・5501

（公社）（公社）熊本県熊本県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（771 社・6月5日現在）

〒 862-0901　熊本市東区東町 4-6-2
096・369・3968　 096・369・1194

（公社）（公社）長崎県長崎県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（528 社・7月1日現在）

〒 851-0131　長崎市松原町 2651-3
095・838・2281　 095・839・8508

（公社）（公社）佐賀県佐賀県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（519 社・7月1日現在）
〒 849-0921　佐賀市高木瀬西 3-1-20
0952・30・3456　 0952・31・6441

（公社）（公社）福岡県福岡県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,292 社・4月1日現在）

〒 812-0013　福岡市博多区博多駅東 1-18-8
092・451・7878　 092・472・6439

（一社）（一社）高知県高知県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（417 社、賛助会員３社・4 月１日現在）

〒 781-8016　高知市南の丸町 5-17
088・832・3499　 088・831・0630

（公社）（公社）大分県大分県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（528 社・5月31日現在）

〒 870-0905　大分市向原西 1-1-27
097・558・6311　 097・552・1591

（一社）（一社）宮崎県宮崎県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（448 社・4月1日現在）

〒 880-8519　宮崎市恒久 1-7-21
0985・53・6767　 0985・53・2285

（公社）（公社）鹿児島県鹿児島県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（823 社・7月1日現在）

〒 891-0131　鹿児島市谷山港 2-4-15
099・261・1167　 099・261・1169

（公社）（公社）全日本全日本トラック協会トラック協会
〒 160-0004　新宿区四谷 3-2-5

　　　　　　　　全日本トラック総合会館
03・3354・1009　 03・3354・1019

（公社）（公社）沖縄県沖縄県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（675 社・5月27日現在）

〒 900-0001　那覇市港町 2-5-23
098・863・0280　 098・863・3591

（一社）（一社）香川県香川県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（590 社・4月1日現在）

〒 760-0066　高松市福岡町 3-2-3
087・851・6381　 087・821・4974

（一社）（一社）徳島県徳島県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（323 社・7月1日現在）

〒 770-0003　徳島市北田宮 2-14-50
088・632・8810　 088・632・4701

（一社）（一社）山口県山口県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（775 社・7月1日現在）

〒 753-0812　山口市宝町 2- 84
083・922・0978　 083・925・8070

（公社）（公社）広島県広島県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,729社・3月31日現在）

〒 732-0052　広島市東区光町 2-1-18
082・264・1501　 082・261・2496

（公社）（公社）島根県島根県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（410 社・7月1 日現在）

〒 690-0001　松江市東朝日町 194-1
0852・21・4272　 0852・22・4408

（公社）（公社）和歌山県和歌山県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（485 社・3月31日現在）

〒 640-8404　和歌山市湊 1414
073・422・6771　 073・422・6121

（一社）（一社）鳥取県鳥取県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（306 社・7月1 日現在）

〒 680-0006　鳥取市丸山町 219-1
0857・22・2694　 0857・27・7051

（一社）（一社）京都府京都府トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,050社・5 月 26 日現在）
〒 612-8418　京都市伏見区竹田向代町 48-3

075・671・3175　 075・661・0062

（一社）（一社）大阪府大阪府トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（3,531 社・5月31日現在）
〒 536-0014　大阪市城東区鴫野西 2-11-2

06・6965・4000　 06・6965・4019

（一社）（一社）滋賀県滋賀県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（643社・4月1日現在）

〒 524-0104　守山市木浜町 2298-4
077・585・8080　 077・585・8015

（公社）（公社）奈良県奈良県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（483 社・5月31日現在）

〒 639-1037　大和郡山市額田部北町 981- 6
0743・23・1200　 0743・23・1212

令和2年度

令和2年8月3日現在（敬称略）

都道府県都道府県
トラック協会トラック協会

【役員名簿一覧】【役員名簿一覧】
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会 長
　工藤　修二
　　㈱トッキュウ
　　　代表取締役会長

副会長
　松橋　謙一　山登運輸㈱　　　代表取締役社長
　藤山　幸伸　キョーツー㈱　　代表取締役社長
　三上　慈誉　岩倉海陸運輸㈱　代表取締役社長
　湯野　信一　旭川小型運輸㈱　代表取締役社長
　梶　　竹征　清水運送㈱　　　代表取締役
　藤村　次男　北海陸運㈱　　　代表取締役社長
　福原　裕二　湧別小型運送㈱　代表取締役社長
　髙橋　　浩　日本通運㈱札幌支店 執行役員

北海道ブロック地域総括兼札幌支店長
専務理事　北村　　洋
常務理事　西原　英二　　木村　　一

会 長
　熊澤　貞二
　　ベア・ロジコ㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　小松　洋一　㈱小松商事　　 代表取締役
　武田　良宏　米沢合同運送㈱ 代表取締役社長
　遠藤　　誠　第一貨物㈱ 山形支社取締役支社長
専務理事　石黒　光弘

会 長
　鳥居　伸雄
　　西武通運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　桶本　　毅　 桶本興業㈱　　　代表取締役
　川島　　満　 ㈱啓和運輸　　　代表取締役
　瀬山　　豪　 ㈱瀬山通　　　　代表取締役
　遠藤　長俊　トーエイ物流㈱    代表取締役
専務理事　矢田　淑雄
常務理事　吉澤　一寿
　　　　　池田　　豊

会 長
　小林　和男
　　中越運送㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　坂井　　操　新潟運輸㈱ 　　代表取締役社長
　髙橋　哲哉　日本通運㈱　　 新潟支店長
　市村　輝男　長岡トラック㈱ 代表取締役社長
専務理事　浅間　　博
常務理事　土田　泰之

会 長
　山口　嘉彦
　　㈱エスラインギフ
　　　代表取締役会長

副会長
　田口　利壽　　東海西濃運輸㈱ 代表取締役会長
　清水　豊太郎　清水産業㈲ 　　代表取締役社長
　広瀬　真人　　中部急送㈱　　 取締役会長
専務理事　臼井　靖彦

会 長
　赤上　信弥
　　㈱秋田市場運送
　　　　　代表取締役

副会長
　近藤　哲泰　六郷小型貨物自動車運送㈱
  　　　　　　代表取締役
　佐藤　邦治　丸佐運送㈾　　 代表社員
　三浦　征善　秋印㈱　　　　 代表取締役
　畠山　　亨　㈱八森運輸　　 代表取締役
専務理事　三杉　孝昌

会 長
　武井　宏
　　㈱ボルテックス
　　　　　　セイグン
　　　代表取締役社長

副会長
　川島　満男　　㈱三蔵　　　　代表取締役社長
　原　　邦昭　　㈱グローバル　代表取締役社長
　佐藤　今朝司　㈱群馬グリーン配送

代表取締役社長
　藤野　隆司　　㈱太陽運輸　　代表取締役社長
　松原　二三男　㈲美松運送　　代表取締役社長
専務理事　高橋　千明
常務理事　吉田　淳一

会 長
　坂本　幸晴
　　㈱高根運送
　　　代表取締役社長

副会長
　宮川　　武　㈱甲斐延　 代表取締役社長
　塩津　和久　中央運輸㈲ 代表取締役社長
　長田　一生　㈱敷島陸送 代表取締役社長
　安藤　松男　㈱キョウワ 代表取締役社長
　窪川　　一　甲和運輸㈱ 代表取締役社長
専務理事　中村　　勇

会 長
　清水　則明
　　ラニイ福井貨物㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　有馬　茂人　敦賀海陸運輸㈱ 代表取締役社長
　吉川　義則　㈱アイシー物流 代表取締役会長
　水島　正芳　北陸トラック運送㈱
　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役社長
　後藤　隆一　春江貨物㈱　　 代表取締役社長
専務理事　北村　直洋

会 長
　木村　英敬
　　三協運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　倉内　秀晴　日本通運㈱　青森支店長
　森山　慶一　㈱共同物流サービス

代表取締役社長
　佐藤　　豊　㈲弘前貨物　代表取締役社長
　岡田　寛紀　㈱みどり　　代表取締役社長
　坂田　　隆　㈱北栄運輸　取締役会長
専務理事　三浦　政光

会 長
　右近　八郎
　　マクサム通運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　蓬田　隆信　福島倉庫㈱　　 代表取締役社長
　松島　　輝　日本通運㈱　　 郡山支店長
　橋本　一美　㈲ハシコー梱包運輸
　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役
　菅野　高志　㈲菅野運送店　 代表取締役
　佐藤　信成　丸ヵ運送㈱　　 代表取締役
　鈴木　健仁　鈴木運輸㈱　　 代表取締役
専務理事　荒川　孝一
常務理事　穂積　央男

会 長
　角田　正一
　　角田運送㈱
　　　　　代表取締役

副会長
　大里　忠弘　 銚子通運㈱　　　 代表取締役
　池田　和彦　 ㈱池田自動車運輸 代表取締役社長
　齋藤　政雄　 ㈱太平洋エクスプレス
　　　　　　　　　　　　　 　　 代表取締役
　根岸　俊夫　 根岸運輸㈱　　　 代表取締役
　岡野　哲也　 常南通運㈱　　　 代表取締役
　横田　　修　 日本通運㈱　　　 千葉支店長
専務理事　髙安　　茂
常務理事　池田　和弘

会 長
　小池　　長
　　上伊那貨物自動車㈱
　　　　代表取締役社長

副会長
　朝場　宏男　東信運送㈱　 代表取締役社長
　上嶋　金司　アルプス運輸建設㈱
　　　　　　　　　　　　　 代表取締役社長
　黒沼　仁志　日本通運㈱　 長野支店長
専務理事　髙橋　昭司
常務理事　篠田　袈裟良

会 長
　佐野　　寛
　　㈱タカキュー
　　　代表取締役社長

副会長
　新間　克樹　鈴与自動車運送㈱ 代表取締役社長
　伊倉　昭次　㈱七栄　　　　　 代表取締役社長
　白鳥　正人　安倍運輸㈱　　　 代表取締役社長
　松浦　　明　三笠運輸㈱　　　 代表取締役社長
専務理事　窪田　智樹
常務理事　山下　裕義

会 長
　髙橋　嘉信
　　岩手雪運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　藤村　秀一　北上運輸㈱　　　代表取締役社長
　中平　賢正　十久輸送㈲　　　代表取締役社長
　庄子　清信　岩手庄子運送㈱　代表取締役社長
　阿部　祐二　㈱共立貨物　　　代表取締役社長
専務理事　佐々木　隆之

会 長
　小林　幹愛
　　五光物流㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　安達　　實　関東総業㈱　　　 代表取締役会長
　熊谷　寛静　行方運送㈱　　　 取締役会長
　宮内　博夫　ミヤウチ物流システム㈱
　　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役会長
　名和　　裕　㈱日立物流東日本 代表取締役
　小倉　邦義　茨城流通サービス㈱ 代表取締役
専務理事　大貫　　仁
常務理事　齋藤　　隆

会 長
　浅井　　隆
　　㈱浅井
　　　代表取締役社長

副会長
　水野　　功　千代田運輸㈱　 代表取締役社長
　原　　玲子　日本興運㈱　　 代表取締役社長
　佐藤　雄平　トーヨーエキスプレス㈱ 代表取締役社長
　岸澤　武春　岸澤運輸㈱　　 代表取締役
　竹内　政司　竹内運輸工業㈱ 代表取締役社長
　鎮目　隆雄　㈱フコックス　 代表取締役社長
　内宮　昌利　内宮運輸機工㈱ 代表取締役社長
　飯田　勇一　TAKAIDOクールフロー㈱ 代表取締役
　森本　勝也　東亜物流㈱　　 代表取締役
　原島　藤壽　カンダコーポレーション㈱ 代表取締役社長
専務理事　山﨑　　正
常務理事　加藤　直樹　　遠藤　啓二
　　　　　宮城　俊弥

会 長
　綿貫　勝介
　　トナミ運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　勝山　　功　　三和運輸㈱　 取締役相談役
　伊藤　智之　　日本通運㈱　 富山支店長
　古瀬　喜八郎　㈱新陸運輸　 代表取締役社長
　中川　宗佳　　中川運輸㈱　 代表取締役会長
専務理事　林　　伸治

会 長
　寺岡　洋一
　　由良陸運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　吉野　雅山　吉正運輸倉庫㈱  代表取締役会長
　若杉　福雄　丸五運送㈱　　  代表取締役会長
　青木　　均　東山物流㈱　　  取締役会長
　米花　立美　山三石油運輸㈱  代表取締役社長
　加藤　正人　㈱竹豊物流　　  代表取締役社長
　鷹見　正彦　中京陸運㈱　　  代表取締役社長
　内田　　亙　名鉄運輸㈱　　  代表取締役社長
専務理事　牟田　光良
常務理事　畔柳　之保　　河合　基晴
　　　　　安藤　定一

会 長
　庄子　清一
　　㈱庄子運送
　　　　　代表取締役

副会長
　千葉　孝男　古川貨物㈱　　代表取締役
　菊地　　徹　仙台運送㈱　　代表取締役
　平　　良夫　㈱平産業運輸　代表取締役
　臼井　真人　㈱臼眞倉庫　　代表取締役
専務理事　吉田　雄三
常務理事　長南　　淳

会 長
　吉髙神　健司
　　㈲野中運送店
　　　　　代表取締役

副会長
　馬場　登志夫　㈱折一　　　 取締役会長
　増田　邦雄　　増田運送㈱　 代表取締役
　石塚　安民　　㈱北関東運輸 代表取締役会長
　平賀　勝利　　幸洋運輸㈱　 代表取締役会長
専務理事　近藤　基了

会 長
　吉田　修一
　　㈱相模運輸
　　　代表取締役社長

副会長
　藤木　幸二　藤木陸運㈱　　 代表取締役社長
　髙橋　浩治　川崎運送㈱　　 取締役社長
　三原　輝美　㈲三原運輸商事 代表取締役
　大竹　　浩　丸進興業運輸㈱ 代表取締役
　金谷　智司　㈱金谷商運　　 代表取締役
　飯沼　健史　富国運輸㈱　　 代表取締役
専務理事　石橋　　廣
常務理事　寺崎　慎一
　　　　　会田　　修

会 長
　久安　常信
　　久安重機運輸㈱
　　　　　代表取締役

副会長
　山田　秀一　北陸貨物運輸㈱ 代表取締役
　山下　洋介　是則北陸運輸㈱ 取締役社長
　操川　一郎　城西運輸機工㈱ 代表取締役社長
　小前田　彰　小前田運輸㈱　 取締役会長
専務理事　北村　　誠

会 長
　小林　俊二
　　㈱小林運輸
　　　　　取締役会長

副会長
　中川　進治　北進運輸㈱　　 代表取締役社長
　伊藤　康彦　㈱暁興産　　　 代表取締役社長
　葊野　　修　㈱三重物流　　 代表取締役会長
専務理事　川方　　尚

（公社）（公社）北海道北海道トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,891 社・3月31日現在）
〒 064-0809　札幌市中央区南 9 条西 1-1-10

011・531・2215　 011・521・5810

（公社）（公社）青森県青森県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（686 社・4月1日現在）

〒 030-0111　青森市大字荒川字品川 111-3
017・729・2000　 017・729・2266

（公社）（公社）岩手県岩手県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（645 社・7月1日現在）

〒 020-0891　紫波郡矢巾町流通センター南 2-9-1
019・637・2171　 019・638・5010

（公社）（公社）福島県福島県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（974 社・6月12日現在）

〒 960-0231　福島市飯坂町平野字若狭小屋 32
024・558・7755　 024・558・7731

（一社）（一社）茨城県茨城県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,574 社・6月3日現在）

〒 310-0913　水戸市見川町 2440-1
029・303・6363　 029・243・5936

（公社）（公社）宮城県宮城県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,225 社・6月30日現在）

〒 984-0015　仙台市若林区卸町 5-8-3
022・238・2721　 022・238・4336

（一社）（一社）栃木県栃木県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（851 社・6月19日現在）

〒 321-0169　宇都宮市八千代 1-5-12
028・658・2515　 028・658・6929

（一社）（一社）神奈川県神奈川県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,311 社・6 月 19日現在）
〒 222-8510　横浜市港北区新横浜 2-11-1

045・471・5511　 045・471・9055

（一社）（一社）石川県石川県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（638 社・7月1日現在）

〒 920-0226　金沢市粟崎町 4-84-10
076・239・2511　 076・239・2287

（公社）（公社）山形県山形県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（397 社・3月31日現在）

〒 994-0075　天童市蔵増 1465-16
023・616・6135　 023・616・6138

（公社）（公社）秋田県秋田県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（409 社・7月31日現在）
〒 011-0904　秋田市寺内蛭根 1-15-20
018・863・5331　 018・863・7354

（一社）（一社）群馬県群馬県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（983 社・7月31日現在）

〒 379-2194　前橋市野中町 595
027・261・0244　 027・261・7576

（一社）（一社）埼玉県埼玉県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,385 社・6月1日現在）

〒 330-8506　さいたま市大宮区北袋町 1-299-3
048・645・2771　 048・644・8080

（一社）（一社）千葉県千葉県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,983 社・6月23日現在）
〒 261-0002　千葉市美浜区新港 212-10
043・247・1131　 043・246・7372

（一社）（一社）東京都東京都トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（3,245 社、特別会員２団体・5月31日現在）

〒 160-0004　新宿区四谷 3-1-8
03・3359・6251　 03・3359・4695

（一社）（一社）富山県富山県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（592 社・3月31日現在）

〒 939-2708　富山市婦中町島本郷 1-5
076・495・8800　 076・495・1600

（公社）（公社）新潟県新潟県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（836 社・7月1日現在）
〒 950-0965　新潟市中央区新光町 6-4
025・285・1717　 025・285・8455

（一社）（一社）山梨県山梨県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（350 社・6月30日現在）
〒 406-0034　笛吹市石和町唐柏 1000-7
055・262・5561　 055・263・2036

（公社）（公社）長野県長野県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（580 社・6月19日現在）

〒 381-8556　長野市南長池 710-3
026・254・5151　 026・254・5155

（一社）（一社）福井県福井県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（488 社・6月22日現在）

〒 918-8115　福井市別所町 17-18-1
0776・34・1713　 0776・34・2136

（一社）（一社）岐阜県岐阜県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（881 社・7月1日現在）

〒 501-6133　岐阜市日置江 2648-2
058・279・3771　 058・279・3773

（一社）（一社）静岡県静岡県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,371 社・5月27日現在）

〒 422-8510　静岡市駿河区池田 126-4
054・283・1910　 054・283・1917

（一社）（一社）愛知県愛知県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,639 社・7月7日現在）
〒 467-8555　名古屋市瑞穂区新開町 12-6

052・871・1921　 052・882・1685

（一社）（一社）三重県三重県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,021 社・7月1日現在）

〒 514-8515　津市桜橋 3-53-11
059・227・6767　 059・225・2095

令和2年度

令和2年8月3日現在（敬称略）

都道府県都道府県
トラック協会トラック協会

【役員名簿一覧】【役員名簿一覧】
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メモ

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
輸
送

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
輸
送

県
南
部
へ
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
日
用
品
、
食
料
な
ど

県
南
部
へ
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
日
用
品
、
食
料
な
ど

　

災
害
発
生
か
ら
約
２
週
間

が
経
っ
た
こ
と
か
ら
︑
グ
ラ

ン
メ
ッ
セ
熊
本
は
︑
よ
う
や

く
通
常
体
制
へ
と
落
ち
着

き
︑
支
援
物
資
の
入
・
出
庫

予
定
に
合
わ
せ
て
午
前
７
時

ご
ろ
か
ら
午
後
７
時
ご
ろ
ま

で
の
運
営
体
制
に
な
っ
て
い

被
害
状
況

　

今
回
の
災
害
で
︑
熊
本
県
内
で
亡
く
な
っ
た

方
は
65
人
︑
行
方
不
明
者
２
人
（
令
和
２
年

７
月
31
日
現
在
）︒
家
屋
被
害
状
況
は
︑
全
半

壊
５
０
０
棟
︑
床
上
浸
水
５
５
０
０
棟
以
上
で

あ
り
︑
こ
う
し
た
住
居
に
住
め
な
く
な
っ
た
方

が
一
時
的
に
身
を
寄
せ
た
避
難
所
は
県
内
に
最

多
時
で
約
２
１
０
か
所
︑
避
難
世
帯
数
は
約
８

７
０
世
帯
︑
約
２
５
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
︒

た
︒
こ
の
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊

本
で
陣
頭
指
揮
を
執
る
の

は
︑
熊
本
県
ト
協
の
吉
住
潔

専
務
理
事
で
︑こ
の
日
現
在
︑

２
週
間
連
続
で
通
い
詰
め
て

い
た
︒

　

朝
８
時
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

協
会
と
熊
本
県
︑
現
場
作
業

員
ら
が
一
堂
に
会
し
て
朝
礼

を
行
っ
た
︒
こ
の
時
す
で
に
︑

前
日
に
夕
積
み
を
し
た
２
㌧

車
２
台
が
避
難
所
へ
向
け
て

出
発
し
た
後
で
あ
っ
た
︒
残

っ
た
作
業
員
ら
で
円
陣
を
組

み
︑
当
日
の
入
・
出
庫
の
予

定
を
確
認
し
︑
入
庫
し
た
物

資
を
ど
こ
に
配
置
す
る
か
︑

出
庫
す
る
物
資
を
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
ピ
ッ
キ
ン
グ
す
る

か
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
を
行

っ
た
︒
特
に
こ
の
日
か
ら
︑

政
府
の
第
２
次
プ
ッ
シ
ュ
型

緊
急
物
資
輸
送
の
入
庫
予
定

が
あ
り
︑
第
１
次
プ
ッ
シ
ュ
型

輸
送
で
届
い
た
物
資
や
︑
全

国
各
地
か
ら
到
着
し
た
物
資

を
集
約
・
棚
卸
す
る
予
定
が

組
ん
で
あ
る
︒
朝
礼
の
最
後

に
は
︑﹁
コ
ロ
ナ
感
染
・
熱
中

症
の
予
防
︑
そ
し
て
︑
労
働

災
害
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

よ
う
に
﹂
と
吉
住
専
務
か
ら

檄
が
飛
ぶ
︒

　

ち
な
み
に
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ

熊
本
は
︑
展
示
ホ
ー
ル
が
Ａ

か
ら
Ｄ
ま
で
４
ホ
ー
ル
あ
り
︑

４
ホ
ー
ル
あ
わ
せ
て
総
面
積

は
２
４
０
０
坪
あ
る
︒
こ
の
日

は
︑
Ａ
と
Ｂ
の
２
ホ
ー
ル
を

使
用
し
て
い
た
︒

　

午
前
中
の
大
き
な
動
き

は
︑
人
吉
市
内
避
難
所
へ
の

飲
料
品
輸
送
と
︑
二
次
集
積

拠
点
へ
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
輸

送
︒大
型
ト
ラ
ッ
ク
２
台
で
︑

地
元
の
民
間
事
業
者
に
協
力

を
依
頼
し
て
開
設
し
た
二
次

拠
点
へ
の
幹
線
輸
送
で
あ
る
︒ 　

熊
本
県
ト
協
で
は
︑
当
初

は
比
較
的
道
路
事
情
が
良
好

な
八
代
市
や
芦
北
町
方
面
へ

の
物
資
輸
送
を
担
当
し
︑
被

害
が
ひ
ど
く
︑
道
路
事
情
が

厳
し
い
人
吉
・
球
磨
方
面
に

つ
い
て
は
︑
自
衛
隊
が
物
資

輸
送
を
担
当
し
て
い
た
が
︑

7
月
17
日
以
降
は
熊
本
県
ト

協
で
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
︒

　

午
前
８
時
半
過
ぎ
︑
人
吉

市
で
二
次
拠
点
開
設
に
協
力

し
て
い
る
有
限
会
社
丸
喜
運

送
（
本
社
・
あ
さ
ぎ
り
町
︑

中
間
史
朗
社
長
）
の
大
型
ト

ラ
ッ
ク
２
台
が
到
着
し
た
︒

す
ぐ
に
︑
熊
本
県
ト
協
の
叶

田
洋
平
係
員
が
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
検
温
を
行
い
︑
体
温
が

基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確

か
め
る
と
︑伝
票
等
を
渡
し
︑

す
ぐ
積
み
込
み
作
業
が
始
ま

っ
た
︒

　

輸
送
先
の
倉
庫
で
卸
す
順

番
な
ど
を
考
え
な
が
ら
︑
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
も
活
用
し
︑

貨
物
に
汚
れ
や
傷
を
つ
け
な

い
よ
う
に
慎
重
に
作
業
す

る
︒
大
体
は
機
械
作
業
で
も
︑

や
は
り
最
後
は
人
の
手
で
丁

寧
に
積
み
込
む
︒
非
常
時
で

あ
っ
て
も
︑
被
災
者
に
汚
れ

た
り
傷
が
つ
い
た
り
し
た
支

援
物
資
を
渡
す
わ
け
に
い
か

な
い
か
ら
だ
︒

　

一
気
に
支
援
物
資
を
積
み

込
み
︑
２
台
分
の
準
備
が
整

う
と
︑
い
よ
い
よ
人
吉
市
へ

向
け
て
出
発
し
た
︒

　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
か
ら

九
州
自
動
車
道
・
益
城
熊
本

空
港
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ

Ｃ
）
ま
で
は
目
と
鼻
の
先
︒

５
分
も
か
か
ら
な
い
好
立
地

で
あ
る
︒

　

高
速
道
路
で
順
調
に
人
吉

Ｉ
Ｃ
へ
︒
高
速
道
路
上
で
は

ま
っ
た
く
渋
滞
も
な
か
っ
た

が
︑
人
吉
Ｉ
Ｃ
を
降
り
る
と

一
般
道
は
渋
滞
気
味
だ
︒
丸

喜
運
送
社
屋
も
比
較
的
高
台

に
あ
り
︑
同
災
害
の
被
害
は

免
れ
て
お
り
︑
今
回
の
二
次

拠
点
も
被
災
直
後
の
７
月
６

日
か
ら
開
設
し
て
い
る
︒
同

社
に
併
設
し
て
い
る
倉
庫
を

拠
点
に
充
て
︑
自
社
貨
物
を

他
所
へ
移
動
し
て
食
料
品
を

中
心
に
即
日
受
け
入
れ
た
︒

こ
こ
か
ら
最
終
目
的
地
で
あ

る
避
難
所
へ
輸
送
さ
れ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
︒
二
次

拠
点
と
な
っ
た
同
社
倉
庫
に

次
か
ら
次
へ
と
搬
入
さ
れ
て

き
た
食
料
品
︑
飲
料
品
︑
生

活
必
需
品
な
ど
の
数
々
は
︑

発
災
当
初
か
ら
自
衛
隊
が
引

き
取
り
に
来
て
は
避
難
所
へ

と
届
け
る
と
い
う
流
れ
だ
っ

た
と
い
う
︒

　

丸
喜
運
送
で
も
︑
一
部
の

避
難
所
へ
の
輸
送
を
担
っ
て
い

る
が
︑
基
本
的
に
は
︑
避
難

所
か
ら
必
要
な
も
の
を
受
け

取
り
に
来
る
流
れ
だ
︒

　

な
お
︑
同
社
で
は
︑
当
初

は
ト
ラ
ッ
ク
で
避
難
所
へ
輸

送
し
て
い
た
が
︑
避
難
所
が

開
設
さ
れ
て
い
る
場
所
の
多

く
が
︑道
路
が
狭
か
っ
た
り
︑

避
難
所
入
口
の
屋
根
が
低
か

っ
た
り
し
た
た
め
︑
基
本
２

㌧
平
ボ
デ
ィ
し
か
使
用
で
き

な
か
っ
た
︒
こ
の
時
期
︑
梅

雨
の
雨
と
不
安
定
な
空
が
続

き
︑
突
然
の
雨
が
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
︑
急
遽
︑
細
い
道

で
も
入
っ
て
い
け
る
よ
う
に

ワ
ゴ
ン
車
を
用
意
し
︑
支
援

　

翌
20
日
も
︑
朝
礼
を
済
ま

せ
て
第
１
便
が
出
発
し
た
︒

こ
の
日
の
１
便
は
日
本
通
運

熊
本
支
店
の
２
㌧
車
︒
荷
室

に
は
飲
料
水
数
ケ
ー
ス
が
積

ん
で
あ
る
が
︑
荷
台
容
積
に

比
べ
て
み
る
と
ほ
ぼ
空
の
状

態
で
出
発
︒
そ
れ
と
い
う
の

も
︑
こ
の
日
の
ル
ー
ト
は
少

し
複
雑
な
経
路
が
予
定
さ
れ

て
い
た
︒

　

ま
ず
は
︑
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ

熊
本
近
く
の
︑
熊
本
県
消
防

学
校
の
防
災
倉
庫
に
備
蓄
し

て
あ
っ
た
災
害
救
助
用
毛
布

10
ケ
ー
ス
を
積
み
込
む
作
業

か
ら
開
始
︒
熊
本
県
職
員
と

と
も
に
消
防
学
校
へ
到
着
し
︑

倉
庫
か
ら
手
早
く
ト
ラ
ッ
ク

へ
積
み
込
む
と
よ
う
や
く
荷

台
が
埋
ま
っ
た
︒

　

消
防
学
校
を
後
に
し
︑
前

物
資
が
汚
れ
る
こ
と
を
防
い

だ
︒
こ
こ
で
も
︑﹁
荷
物
を

濡
ら
す
（
汚
す
）
わ
け
に
い

か
な
い
﹂
と
い
う
プ
ロ
意
識

が
光
っ
た
︒

　

ま
た
︑
同
社
横
の
倉
庫
に

は
食
料
品
な
ど
よ
り
生
活
に

密
着
し
た
も
の
を
︑そ
し
て
︑

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
︑
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
︑
毛
布
︑
雑
貨

な
ど
緊
急
性
が
低
い
も
の

は
︑
同
社
の
第
二
倉
庫
へ
卸

し
て
お
り
︑
避
難
所
か
ら
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
︑
両
倉

庫
を
上
手
に
使
い
分
け
て
い

た
︒

日
と
同
様
に
益
城
熊
本
空
港

Ｉ
Ｃ
か
ら
九
州
自
動
車
道
を

使
い
南
下
す
る
︒
人
吉
ス
マ

ー
ト
Ｉ
Ｃ
で
一
般
道
へ
降
り
︑

国
道
２
１
９
号
線
を
北
西
へ

進
む
︒
こ
こ
で
︑
カ
ー
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
画
面
を
見
る
と
︑

こ
の
先
﹁
通
行
止
め
﹂
を
示

す
×
印
が
複
数
表
示
さ
れ

る
︒
実
は
こ
の
時
点
で
︑
こ

の
先
の
国
道
２
１
９
号
線
は

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
︒

１
件
目
の
配
送
先
は
︑
球
磨

村
総
合
運
動
公
園
﹁
さ
く
ら

ド
ー
ム
﹂
だ
っ
た
が
︑
２
１

９
号
線
か
ら
さ
く
ら
ド
ー
ム

へ
と
曲
が
る
交
差
点
の
先
は

通
行
止
め
で
︑
自
衛
隊
員
が

交
通
整
理
に
あ
た
っ
て
い
た
︒

自
衛
隊
車
両
の
数
の
多
さ
を

見
る
に
つ
け
︑
今
回
の
災
害

の
大
き
さ
を
改
め
て
知
る
︒

　

こ
こ
に
開
設
さ
れ
た
避
難

所
に
飲
料
水
を
届
け
て
︑
次

に
向
か
っ
た
の
は
人
吉
市
の

人
吉
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
︒
こ

こ
に
も
人
吉
市
内
か
ら
の
避

難
者
が
多
数
身
を
寄
せ
て
い

る
︒
飲
料
水
数
ケ
ー
ス
を
届

け
る
に
は
３
分
も
か
か
ら
な

か
っ
た
が
︑
突
然
ワ
イ
パ
ー

を
最
大
限
に
使
用
し
て
も
前

が
見
え
な
い
ほ
ど
の
雨
が
降

る
︒
こ
の
よ
う
な
激
し
い
雨

が
数
回
襲
い
︑
不
安
定
な
気

候
と
強
す
ぎ
る
雨
に
不
安
を

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
︒

　

そ
こ
か
ら
は
︑
国
道
２
１

９
号
線
を
東
へ
と
湯
前
町
方

面
へ
移
動
す
る
︒
目
的
の
場

所
は
︑
昨
年
閉
校
さ
れ
た
ば

か
り
の
旧
熊
本
県
立
多
良
木

高
等
学
校
跡
の
避
難
所
︒
こ

こ
で
︑
消
防
学
校
で
積
載
し

て
き
た
災
害
救
助
用
毛
布
を

全
箱
卸
す
︒
２
日
間
を
通
じ

て
ど
こ
で
も
感
じ
た
こ
と
だ

が
︑
避
難
所
の
担
当
者
は
︑

皆
進
ん
で
荷
卸
し
を
手
伝
っ

て
く
れ
る
︒
見
て
い
る
だ
け

の
よ
う
な
担
当
者
に
は
一
人

も
出
会
わ
な
か
っ
た
︒

　

こ
の
毛
布
の
配
達
で
︑
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
は
空
に
な
っ

た
が
︑
こ
の
後
も
︑
避
難
所

で
被
災
者
の
方
が
快
適
に
過

ご
す
た
め
の
重
要
な
任
務
が

残
っ
て
い
た
︒

　

人
吉
市
に
開
設
さ
れ
た
避

難
所
で
余
剰
と
な
っ
た
ス
ポ

ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
２
台
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
︑
県
北
部
の

和
水
町
の
避
難
所
へ
と
横
持

ち
回
送
す
る
輸
送
が
最
後
に

待
っ
て
い
た
︒

　

多
良
木
町
か
ら
人
吉
市
中

心
部
に
戻
っ
て
く
る
と
︑
道

端
に
は
家
屋
の
中
か
ら
出
さ

れ
た
汚
れ
た
家
具
や
が
れ
き

が
積
み
上
げ
ら
れ
︑
泥
を
流

す
人
の
姿
が
目
立
ち
︑
そ
の

横
を
緊
急
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
が

す
り
抜
け
る
よ
う
に
通
る
状

態
だ
︒

　

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
引

き
取
り
先
は
︑
急
な
坂
道
を

登
っ
た
高
台
に
建
つ
人
吉
市

立
西
小
学
校
で
︑
こ
こ
で
も

突
然
の
強
い
雨
に
見
舞
わ
れ

な
が
ら
２
台
の
ス
ポ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー
を
積
み
込
み
︑
最
終

目
的
地
で
あ
る
和
水
町
へ
向

か
う
︒

　

和
水
町
役
場
の
担
当
者
へ

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
引
き

継
い
で
︑
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
へ
帰

還
し
︑
こ
の
日
の
全
任
務
は

完
了
し
た
︒

　

午
前
８
時
半
す
ぎ
に
グ
ラ

ン
メ
ッ
セ
を
出
発
し
て
︑
戻

っ
た
の
は
午
後
５
時
に
な
っ
て

い
た
︒
こ
の
間
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
で
あ
る
江
河
誠
一
さ
ん
は
︑

改
善
基
準
告
示
遵
守
の
た

め
︑
４
時
間
ご
と
30
分
間
を

２
回
︑
合
計
１
時
間
の
休
憩

を
と
る
な
ど
︑
過
労
運
転
防

止
・
安
全
対
策
を
徹
底
し
て

い
た
︒

　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
に
戻

る
と
︑
作
業
場
で
は
翌
21
日

朝
の
出
発
の
た
め
に
夕
積
み

作
業
を
実
施
︒
こ
れ
が
済
む

と
18
時
過
ぎ
に
終
礼
を
行

い
︑
解
散
と
な
っ
た
︒

　

当
日
の
作
業
予
定
は
︑
吉

住
専
務
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

に
記
入
︒ト
ラ
ッ
ク
ご
と
に
︑

車
両
の
大
き
さ
︑
積
載
貨
物

の
種
類
︑
重
量
︑
行
き
先
︑

担
当
者
氏
名
︑
連
絡
先
と
コ

ー
ス
な
ど
明
示
さ
れ
︑
情
報

が
整
理
さ
れ
て
お
り
︑
ス
ム

ー
ズ
な
業
務
遂
行
の
た
め
の

ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
た
︒

令和２年７月豪雨災害令和２年７月豪雨災害

グランメッセ熊本へ帰還し、翌21日早朝出発分の貨物を夕積みした。21日も同様に人
吉市を中心に配送の予定が入っている（7月20日17時、グランメッセ熊本内）

和水町役場に到着し、担当者へ依頼のスポットクーラーを届ける（7月20
日16時、和水町役場）

食料品等の貨物は丸喜運送の倉庫を2次輸送拠点として活用した（7月
19日13時、人吉市願成寺町）

人吉西小学校の避難所からスポットクーラーを引き取り、県北部の和水
町へ出発（7月20日14時、人吉市西小学校）

丸喜運送が協力して開設している2次輸送拠点へ益城町で積み込んだ
物資を一時保管のために卸す（7月19日12時、人吉市井ノ口町）

多良木高等学校跡の避難所へ災害救助用毛布を届ける（7月20日12時
30分、多良木町・旧多良木高校）

人吉市行きのパーテーション部材などをフォークリフトなども使って積
み込む（7月19日9時、グランメッセ熊本内）

熊本県消防学校の倉庫から災害救助用毛布を積み込む日本通運スタッ
フ（7月20日8時40分、益城町・県消防学校）

朝礼で1日の支援物資の動きや貨物の取り扱いなどについての注意点な
ど情報が共有される（7月19日8時、グランメッセ熊本内）

人吉市内はガレキの片付けが進まず、道路わきに
高く積み上げてある状況（７月１９日、人吉市）

熊本県に運ばれる緊急支援物資の1次拠点として活用された「グランメッセ熊本」（7月19日、益城町）

　
７
月
４
日
未
明
の
集
中
豪
雨
に
よ
り

九
州
全
域
で
災
害
が
発
生
。
特
に
熊
本

県
で
は
球
磨
川
流
域
を
中
心
に
人
吉
市
、

八
代
市
、
球
磨
村
な
ど
の
県
南
部
で
浸

水
被
害
が
深
刻
な
上
、
崖
崩
れ
や
橋
梁

の
崩
落
な
ど
で
道
路
の
通
行
止
め
な
ど

も
多
発
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
熊
本
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
住
永
豊
武
会
長
）
で

は
同
４
日
午
前
9
時
30
分
、
住
永
会
長

を
本
部
長
と
す
る
「
熊
本
県
南
部
豪
雨

災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
て
、
被
災

会
員
事
業
者
の
安
否
確
認
や
情
報
収
集

に
努
め
る
と
と
も
に
、
政
府
発
出
の
プ

ッ
シ
ュ
型
緊
急
物
資
輸
送
の
受
け
入
れ

や
、
被
災
地
内
で
の
避
難
所
へ
の
輸
送

な
ど
に
あ
た
っ
た
。
熊
本
県
の
広
域
防

災
拠
点
に
指
定
さ
れ
て
い
る
益
城
町
の

「
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」
に
災
害
時
物

資
集
積
拠
点
が
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、

熊
本
県
ト
協
で
は
、同
日
か
ら
現
在
（
７

月
31
日
）
ま
で
、
同
拠
点
の
管
理
・
運

営
に
つ
い
て
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
常
駐

し
て
対
応
し
て
い
る
。『
広
報
と
ら
っ
く
』

で
は
、
７
月
19
日
と
20
日
の
２
日
間
、

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
を
取
材
し
、
熊
本

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
活
動
に
密
着
し
た
。

地
元
・
人
吉
の
事
業
者
に
よ
る
幹
線
輸
送

地
元
・
人
吉
の
事
業
者
に
よ
る
幹
線
輸
送

避
難
所
へ
の
輸
送
に
は
ワ
ゴ
ン
車
を
活
用

避
難
所
へ
の
輸
送
に
は
ワ
ゴ
ン
車
を
活
用

７月19日（日）

宅
配
の
よ
う
に
小
回
り
の
利
く
輸
送

宅
配
の
よ
う
に
小
回
り
の
利
く
輸
送

通
常
配
送
の
他
、
回
送
輸
送
も
こ
な
す

通
常
配
送
の
他
、
回
送
輸
送
も
こ
な
す

７月20日（月）

小回りの利くワゴン車で避難所の物資搬入口から飲料水等を運び込む
丸喜運送社員ら（7月19日14時、人吉市スポーツパレス）

熊本県トラック協会の
緊急物資輸送に密着
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表
１
は
︑
今
年
２
月
よ
り

施
行
さ
れ
て
い
る
︑﹁
異
常

気
象
時
に
お
け
る
措
置
の
目

安
﹂で
あ
る
︒大
雨
の
際
に
は
︑

１
時
間
降
水
量
が
50
㍉
㍍
を

超
え
る
と
車
の
運
転
が
危
険

で
あ
る
た
め
︑
同
目
安
で
は

﹁
輸
送
す
る
こ
と
は
適
切
で

は
な
い
﹂と
し
て
い
る
︒ま
た
︑

台
風
な
ど
の
暴
風
の
際
に

は
︑
風
速
30
㍍
を
超
え
る
と

走
行
中
の
ト
ラ
ッ
ク
が
横
転

す
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
︑

同
目
安
で
は
﹁
輸
送
す
る
こ

と
は
適
切
で
は
な
い
﹂
と
し

て
い
る
︒

　

表
２
は
︑
近
年
の
異
常
気

象
時
に
お
け
る
１
時
間
降
水

量
50
㍉
㍍
以
上
の
発
生
回
数

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
︒

る
︒
運
送
事
業
者
は
同
目
安

を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
︑

荷
主
に
対
し
て
も
同
目
安
の

周
知
な
ど
の
対
応
を
事
前
に

図
る
必
要
が
あ
る
︒

報
は
︑
週
間
天
気
予
報
の
発

表
（
同
11
時
︑
17
時
）
に
合

わ
せ
て
発
表
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
大
雨
に
関
し
て
︑

翌
日
ま
で
の
期
間
に
﹁
高
﹂

（
警
報
発
表
中
ま
た
は
警
報

を
発
表
す
る
よ
う
な
現
象
発

生
の
可
能
性
が
高
い
）
ま
た

は
﹁
中
﹂（
警
報
を
発
表
す

る
よ
う
な
現
象
発
生
の
可
能

性
が
あ
る
）
が
予
想
さ
れ
て

い
る
場
合
は
︑
災
害
へ
の
心

構
え
を
高
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
示
す
﹁
警
戒
レ
ベ
ル

１
﹂に
あ
た
る（
表
３
）た
め
︑

最
新
の
防
災
気
象
情
報
等
に

留
意
す
る
な
ど
︑
災
害
へ
の

心
構
え
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
︒

　

輸
送
の
可
否
の
判
断
や
︑

輸
送
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
必
要
な
措
置
の
実
施
の

判
断
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
︑

出
発
地
だ
け
で
な
く
︑
集
荷

先
︑
配
送
先
お
よ
び
輸
送
経

路
上
の
気
象
情
報
を
確
認
し

た
上
で
︑
判
断
を
行
う
必
要

が
あ
る
︒

　

気
象
庁
や
国
交
省
︑
各
高

速
道
路
会
社
の
Ｈ
Ｐ
で
は
︑

随
時
気
象
情
報
や
道
路
・
交

通
情
報
な
ど
を
発
表
し
て
い

る
の
で
︑
小
ま
め
に
情
報
を

確
認
し
た
上
で
適
切
な
判
断

を
行
う
必
要
が
あ
る
︒

こ
れ
に
よ
る
と
︑﹁
令
和
２
年

７
月
豪
雨
﹂
で
は
︑
同
目
安

で
﹁
輸
送
す
る
こ
と
は
適
切

で
は
な
い
﹂
と
し
て
い
る
１

時
間
降
水
量
50
㍉
㍍
以
上
の

非
常
に
激
し
い
雨
の
発
生
回

数
が
82
回
と
︑
こ
れ
ま
で
の

観
測
史
上
１
位
と
な
っ
た
︒

ま
た
︑﹁
令
和
元
年
東
日
本

台
風
﹂
や
﹁
平
成
30
年
７
月

豪
雨
﹂
な
ど
︑
近
年
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
異
常
気

象
で
も
同
現
象
が
数
多
く
発

生
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑台
風
接
近
時
に
は
︑

運
行
が
継
続
で
き
な
い
ほ
ど

　

ま
た
︑（
一
財
）
日
本
気

象
協
会
﹁
Ｇ
ｏ
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
﹂（
９

月
ま
で
無
料
）
や
㈱
ウ
ェ
ザ

ー
ニ
ュ
ー
ズ
﹁
最
適
輸
送
計

　

大
雨
や
台
風
な
ど
異
常
気

象
に
よ
る
被
害
発
生
が
予
測

さ
れ
る
場
合
に
は
︑
同
目
安

を
基
に
︑
荷
主
と
も
連
携
を

図
り
つ
つ
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

命
と
大
切
な
荷
物
を
守
る
た

め
の
行
動
を
と
る
必
要
が
あ

る
︒

　

運
送
事
業
者
ま
た
は
運
行

管
理
者
は
︑
気
象
情
報
等
か

ら
輸
送
の
可
否
を
判
断
し
︑

輸
送
を
中
止
す
る
こ
と
に
し

た
場
合
に
は
︑
そ
の
判
断
に

至
っ
た
理
由
等
を
直
ち
に
荷

主
（
真
荷
主
の
ほ
か
元
請
事

業
者
を
含
む
）
や
運
送
事
業

　

表
１
に
従
い
︑
輸
送
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
︑

安
全
な
輸
送
を
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
︑
荷
主
に
輸
送

を
強
要
さ
れ
た
（
さ
れ
る
）

場
合
が
想
定
さ
れ
る
︒
こ
の

よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
国
交

省
は
︑
Ｈ
Ｐ
内
に
﹁
意
見
募

集
窓
口
﹂
を
設
け
た
ほ
か
︑

の
強
風
に
見
舞
わ
れ
る
︒
令

和
元
年
東
日
本
台
風
の
際
に

は
︑
東
京
都
江
戸
川
区
臨
海

で
最
大
瞬
間
風
速
43
・
８
㍍

を
記
録
し
た
ほ
か
︑
関
東
地

方
の
７
か
所
で
最
大
瞬
間
風

速
40
㍍
を
超
え
た
︒
平
成
30

年
の
台
風
第
21
号
で
は
︑
大

阪
府
田
尻
町
関
空
島
（
関
西

空
港
）
で
最
大
風
速
46
・
５

㍍
︑
最
大
瞬
間
風
速
58
・
１

㍍
を
観
測
し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
台
風
の
周
辺
で

は
暖
か
い
空
気
が
流
れ
込
ん

で
大
気
の
状
態
が
不
安
定
に

な
る
た
め
︑
活
発
な
積
乱
雲

が
発
生
し
て
竜
巻
等
の
激
し

い
突
風
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
︒

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
際

に
は
︑
千
葉
県
市
原
市
で
竜

巻
と
推
定
さ
れ
る
突
風
が
発

生
し
て
い
る
︒

　

異
常
気
象
時
の
中
で
︑
輸

送
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

　

異
常
気
象
時
に
お
い
て
も

輸
送
の
安
全
を
確
保
し
て
い

く
た
め
に
は
︑
ま
ず
常
日
頃

か
ら
最
新
の
防
災
気
象
情
報

等
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

気
象
庁
で
は
︑
大
雨
や
暴

風
な
ど
と
い
っ
た
警
報
級
の

現
象
が
５
日
先
ま
で
に
予
想

さ
れ
て
い
る
時
に
︑
気
象
庁

画
支
援
サ
ー
ビ
ス
﹂（
同
）

な
ど
︑
悪
天
候
時
の
輸
送
安

全
を
支
援
す
る
運
送
事
業
者

向
け
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る

こ
と
も
で
き
る
︒

者
へ
報
告
し
︑
当
該
輸
送
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
相
談
す

る
必
要
が
あ
る
︒

　

な
お
︑
国
交
省
が
実
施
す

る
監
査
に
お
い
て
︑
輸
送
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措

置
を
適
切
に
講
じ
ず
に
輸
送

し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場

合
に
は
︑﹁
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者
に
対
す
る
行
政
処

分
等
の
基
準
に
つ
い
て
﹂（
平

成
21
年
９
月
29
日
付
け
国
自

安
第
73
号
︑国
自
貨
第
77
号
︑

国
自
整
第
67
号
）
に
基
づ
き

行
政
処
分
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
る
︒

最
寄
り
の
地
方
運
輸
局
（
神

戸
運
輸
監
理
部
お
よ
び
沖
縄

総
合
事
務
局
を
含
む
）︑
ま

た
は
運
輸
支
局
（
神
戸
運
輸

監
理
部
兵
庫
陸
運
部
お
よ
び

沖
縄
総
合
事
務
局
陸
運
事
務

所
を
含
む
）
に
そ
の
旨
を
通

報
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て

い
る
（https://www.m

lit.
go.jp/jidosha/jidosha_
tk 4_000043.htm

l

）︒

の
措
置
を
講
じ
ず
に
運
行
を

行
う
と
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
横
転

す
る
な
ど
の
事
故
が
発
生

し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
生
命
や

身
体
が
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）で﹁
早

期
注
意
情
報
（
警
報
級
の
可

能
性
）﹂
を
発
表
し
て
い
る

（
図
）︒

　

翌
日
ま
で
の
情
報
は
︑
定

時
の
天
気
予
報
の
発
表
（
毎

日
５
時
︑
11
時
︑
17
時
）
に

合
わ
せ
て
発
表
︒
ま
た
︑
２

日
先
か
ら
５
日
先
ま
で
の
情

　
近
年
、
大
雨
や
台
風
な
ど
の
異
常
気
象

が
各
地
で
多
く
発
生
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
異
常
気
象
時
に
お
い
て
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
が
輸
送
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
下
で
荷
主
に
輸
送
を
強

要
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
が
横

転
す
る
な
ど
の
事
故
も
発
生
し
て
い
る
。

　
国
土
交
通
省
で
は
今
年
２
月
、
異
常
気

象
時
下
に
お
い
て
輸
送
の
安
全
を
確
保

し
、
持
続
的
な
物
流
機
能
を
維
持
す
る
た

め
、「
異
常
気
象
時
に
お
け
る
措
置
の
目

安
」
を
通
達
と
し
て
定
め
て
い
る
。
台
風

シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
中
、
運
送

事
業
者
に
は
同
目
安
の
徹
底
に
努
め
る
と

と
も
に
、
異
常
気
象
時
下
の
事
故
等
を
未

然
に
防
ぐ
観
点
か
ら
、
常
日
頃
か
ら
の
防

災
気
象
情
報
の
確
認
が
求
め
ら
れ
る
。

表 3　「５段階の警戒レベル」と取るべき行動

（出典：内閣府パンフレット）

表１  異常気象時における措置の目安

気象状況 雨の強さ等 気象庁が示す車両への影響 輸送の目安※

降雨時

20 ～ 30mm/h ワイパーを速くしても見づらい 輸送の安全を確保するための措
置を講じる必要

30 ～ 50mm/h 高速走行時、車輪と路面の間に水膜が生じブレーキが効
かなくなる（ハイドロプレーニング現象）

輸送を中止することも検討する
べき

50mm/h 以上 車の運転は危険 輸送することは適切ではない

暴風時

10 ～ 15m/s 道路の吹き流しの角度が水平になり、高速運転中では、
横風に流される感覚を受ける 輸送の安全を確保するための措

置を講じる必要
15 ～ 20m/s 高速運転中では、横風に流される感覚が大きくなる

20 ～ 30m/s 通常の速度で運転するのが困難になる 輸送を中止することも検討する
べき

30m/s 以上 走行中のトラックが横転する 輸送することは適切ではない

降雪時 大雪注意報が発表されているときは必要な措置を講じるべき

視界不良
（濃霧・風雪等）時 視界が概ね 20 m 以下であるときは輸送を中止することも検討するべき

警報発表時 輸送の安全を確保するための措置を講じた上、輸送の可否を判断するべき

※ 輸送を中止しないことを理由に直ちに行政処分を行うものではないが、国交省が実施する監査において、輸送の安全を確保するための措置
を適切に講じずに輸送したことが確認された場合には、「貨物自動車運送事業者に対する行政処分等の基準について（平成 21 年 9 月 29 日
付け国自安第 73 号、国自貨第 77 号、国自整第 67 号）」に基づき行政処分を行う。

図

「
輸
送
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
目
安
」
の
遵
守
を

「
輸
送
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
目
安
」
の
遵
守
を

台
風
・
大
雨
へ
の
備
え
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

台
風
・
大
雨
へ
の
備
え
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

表２　近年の代表的な異常気象における
1 時間降水量 50mm 以上の発生回数

年 月 旬 発生回数 名称

令和2 7 上旬 82 令和2年7月豪雨

令和元 10 中旬 69 令和元年東日本台風

平成24 7 中旬 66 平成24年7月九州北部豪雨

平成30 7 上旬 66 平成30年7月豪雨

平成26 8 上旬 65 平成26年8月豪雨

（出典：気象庁　令和 2 年 7月15日発表リリース「令和 2 年 7月豪雨」
の観測記録について）

1
「
異
常
気
象
時
に
お
け
る
措
置
の
目
安
」

と
近
年
の
異
常
気
象

大
規
模
災
害
時
に
は

「
輸
送
で
き
な
い
」
ほ
ど
の
気
象
状
況
も

2 

防
災
気
象
情
報
の
事
前
の
確
認

異
常
気
象
へ
の
警
戒
を
促
す

「
早
期
注
意
情
報（
警
戒
レ
ベ
ル
１
）」

3 

被
害
発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は

荷
主
等
に
対
す
る
早
め
の
相
談
が

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ

4 

異
常
気
象
時
の
運
行
を
強
要
さ
れ
た
場
合
に
は

国
交
省
窓
口
や
運
輸
局
・
運
輸
支
局
へ
の通報

を
！
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㈲
長
崎
水
産
運
輸
（
平
岡

ゆ
か
り
社
長
）
は
︑
長
崎
漁

港
に
本
社
を
置
き
︑
そ
の
日

の
朝
に
水
揚
げ
さ
れ
た
鮮
魚

や
五
島
列
島
で
養
殖
さ
れ
た

マ
グ
ロ
の
成
魚
︑
お
よ
び
練

り
製
品
な
ど
の
長
崎
県
産

品
︑
ま
た
︑
養
殖
魚
の
餌
を

運
ぶ
︑
水
産
関
連
物
輸
送
に

特
化
し
た
事
業
者
で
あ
る
︒

　

同
社
の
輸
送
範
囲
は
︑
協

力
事
業
者
と
連
携
し
て
全
国

を
カ
バ
ー
す
る
が
︑
輸
送
先

の
ほ
と
ん
ど
が
九
州
圏
内
と

東
京
都
豊
洲
市
場
で
あ
る
︒

　

同
社
は
︑
平
岡
社
長
の
父

で
あ
り
︑
創
業
者
の
平
岡
孝

会
長
（
故
人
）
に
よ
り
昭
和

50
年
に
創
業
さ
れ
た
︒
平
岡

社
長
は
平
成
22
年
︑
代
表
取

締
役
に
就
任
︒
順
調
に
会
社

経
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
︒

し
か
し
︑
社
長
に
就
任
し
て

５
年
が
経
っ
た
平
成
27
年
︑

平
岡
会
長
が
急
逝
す
る
︒

　
﹁
父
か
ら
﹃
代
表
に
﹄
と

い
う
話
が
来
た
時
︑
普
通
な

ら
︑﹃
自
分
に
務
ま
る
か
﹄と
︑

不
安
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
︑
私
は
︑
子
ど
も
の
頃
か

ら
会
社
に
遊
び
に
く
る
な

ど
︑
こ
の
会
社
が
何
よ
り
好

き
だ
っ
た
こ
と
で
躊
躇
せ
ず

ち
で
受
け
た
話
で
し
た
が
︑

実
際
に
は
辛
い
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
し
た
︒
ま
た
︑
運
ぶ

も
の
が
﹃
鮮
魚
﹄
と
い
う
昔

受
諾
し
ま
し
た
︒
父
も
自
分

が
築
い
た
こ
の
会
社
が
大
好

き
で
し
た
が
︑
今
思
え
ば
父

の
次
に
こ
の
会
社
を
思
っ
て
い

た
の
が
私
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
︒
そ
う
い
う
純
粋
な
気
持

な
が
ら
の
男
社
会
で
︑
ど
こ

に
い
っ
て
も
女
性
の
私
は
社

長
と
見
て
も
ら
え
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
︒
そ
ん
な
事

情
も
あ
り
︑昔
な
が
ら
の
﹃
運

送
屋
﹄
を
︑﹃
運
送
会
社
﹄

に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
︒

就
任
後
︑
業
界
・
企
業
イ
メ

ー
ジ
を
変
え
よ
う
と
︑
会
社

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
︑

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま

し
た
︒
社
長
業
に
も
慣
れ
︑

会
長
と
の
二
人
三
脚
が
軌
道

に
乗
っ
て
き
た
と
思
っ
た
頃
︑

父
は
何
の
前
触
れ
も
な
く
突

然
亡
く
な
り
ま
し
た
﹂（
平

岡
社
長
）

　

同
社
は
創
業
当
時
か
ら
︑

平
岡
会
長
の
一
本
気
で
︑
豪

快
で
︑
欲
が
な
く
︑
人
を
疑

わ
ず
︑
誰
と
で
も
仲
良
く
な

る
気
質
が
幸
い
し
︑
長
崎
漁

業
関
係
者
等
の
多
く
の
人
に

も
恵
ま
れ
︑
順
調
に
業
務
を

拡
大
し
て
き
た
︒
現
在
の
社

是
で
あ
る
︑﹃
社
員
に
感
謝
﹄

﹃
お
客
様
に
感
謝
﹄
は
︑
会

長
の
口
癖
︑﹃
社
員
は
家
族
﹄︑

﹃
お
客
様
は
大
切
に
﹄︑﹃
み

ん
な
で
豊
か
に
な
ろ
う
﹄︑

か
ら
き
て
お
り
︑
こ
の
言
葉

は
︑
会
長
が
残
し
た
﹃
心
の

遺
産
﹄
と
な
っ
て
︑
今
も
同

社
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
︒

　
﹁
会
長
で
あ
り
︑
父
と
い

う
支
え
を
突
然
失
い
ま
し

た
︒
こ
の
経
験
か
ら
痛
感
し

た
こ
と
は
︑
企
業
経
営
で
最

も
大
事
な
こ
と
は
社
員
の

﹃
健
康
﹄
で
あ
り
︑﹃
仕
事

を
す
る
に
は
心
も
体
も
健
全

で
な
い
と
い
け
な
い
﹄
と
い

う
こ
と
で
し
た
︒
そ
し
て
︑

社
員
が
人
と
し
て
成
長
し
て

い
く
こ
と
を
見
守
り
︑
そ
れ

を
支
え
て
い
く
こ
と
が
社
長

と
し
て
一
番
大
事
な
仕
事
だ

と
気
が
付
き
ま
し
た
﹂（
同
）

小
さ
い
会
社
だ
か
ら
こ
そ

経
営
改
善
に
取
り
組
む

　

平
岡
社
長
は
︑﹁
小
さ
い

会
社
だ
か
ら
こ
そ
︑
で
き
る

こ
と
を
す
ぐ
に
﹂
と
い
う
方

針
で
︑
積
極
果
敢
に
経
営
改

善
に
取
り
組
ん
だ
︒
情
報
収

集
や
交
友
関
係
を
広
げ
る
た

め
に
参
加
し
て
い
た
異
業
種

交
流
会
で
得
た
情
報
な
ど
も
︑

﹁
自
社
で
も
取
り
組
め
る
﹂

﹁
こ
れ
な
ら
導
入
し
た
い
﹂

と
思
え
る
も
の
を
次
々
と
吸

収
し
て
い
っ
た
︒
た
だ
し
︑

実
際
に
実
行
に
移
す
時
に

は
︑
必
ず
定
例
幹
部
会
に
諮

問
し
︑
全
員
の
意
見
を
聞
い

た
︒

　
﹁
社
員
の
健
康
を
守
る
た

め
︑
会
社
を
よ
く
す
る
た
め

に
自
分
の
役
割
と
し
て
何
が

で
き
る
の
か
自
問
自
答
し
ま

し
た
︒そ
こ
で
分
か
っ
た
の
は
︑

﹃
会
社
が
社
員
を
全
力
で
大

事
に
す
れ
ば
︑
社
員
も
会
社

を
大
事
に
し
て
く
れ
る
は
ず
﹄

と
い
う
こ
と
で
し
た
︒
そ
こ

で
︑
社
員
の
働
く
環
境
や
条

件
を
改
善
し
︑
福
利
厚
生
面

に
つ
い
て
も
充
実
さ
せ
︑
退

職
金
制
度
な
ど
一
般
企
業
並

み
を
目
指
し
た
ほ
か
︑
10
年

勤
務
ご
と
に
家
族
旅
行
の
た

め
の
旅
行
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
な
ど
︑
で
き
る
限
り
の

こ
と
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
﹂（
同
）

美
味
し
い
も
の
を

食
べ
れ
ば
「
心
も
元
気
に
」

　

社
員
食
堂
を
始
め
た
の
は

平
成
29
年
か
ら
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
の
食
生
活
を
見
て
い
る
う

ち
に
︑
平
岡
社
長
は
︑﹁
長

距
離
運
行
は
︑
外
食
や
コ
ン

ビ
ニ
弁
当
が
多
い
﹂
と
気
が

付
く
︒
こ
う
し
た
食
生
活
で

は
︑
食
品
添
加
物
や
︑
栄
養

の
偏
り
な
ど
が
心
配
に
な

り
︑
手
作
り
の
お
弁
当
を
持

た
せ
る
こ
と
に
し
た
︒

　

ま
た
︑
同
社
と
グ
ル
ー
プ

会
社
の
民
間
車
検
整
備
工
場

の
従
業
員
で
利
用
可
能
な
社

員
食
堂
を
︑
市
場
の
積
み
込

み
現
場
近
く
に
開
設
し
︑
日

替
わ
り
定
食
を
提
供
し
た
︒

食
堂
は
毎
日
20
人
ほ
ど
が
利

用
す
る
︒
元
々
︑
積
み
込
み

現
場
の
裏
に
あ
っ
た
簡
単
な

キ
ッ
チ
ン
を
改
装
し
て
︑
調

理
場
と
カ
ウ
ン
タ
ー
式
の
社

員
食
堂
と
し
て
利
用
し
て
い

る
（
写
真
㊨
）︒

　
﹁
鮮
魚
輸
送
を
行
っ
て
い
る

弊
社
の
特
権
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
︑
商
品
流
通
に
乗
ら
な

い
︑
地
場
の
お
い
し
い
魚
が

時
折
手
に
入
る
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
︑
父
が
キ
ッ
チ
ン
を

用
意
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と
現

場
作
業
員
も
集
ま
り
︑
皆
で

魚
を
捌
い
て
食
べ
る
よ
う
な

文
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
ベ
ー

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
当
時

は
︑
漁
師
の
方
が
船
の
上
で

食
べ
る
﹃
漁
師
飯
﹄
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
︑
皆
が
和
気
あ
い
あ
い
と

ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
︒
皆
が
美
味
し

い
も
の
で
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な

れ
ば
︑
必
然
的
に
仕
事
に
前

向
き
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

健
康
診
断
結
果
優
良
者
は

制
服
の
色
に
違
い

　

健
康
管
理
の
基
本
は
や
は

り
定
期
健
康
診
断
で
︑
毎
年

各
人
の
健
康
状
態
を
把
握
し

て
管
理
す
る
こ
と
に
あ
る
︒

同
社
で
も
︑
定
期
健
診
の
結

果
に
つ
い
て
は
丁
寧
に
フ
ォ
ロ

ー
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
食
品

を
扱
う
業
種
と
い
う
こ
と
も

あ
り
︑
感
染
症
に
か
か
る
と

お
客
様
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
る
の
で
︑
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
は
必
ず
全
員

に
行
う
︒

　

こ
こ
で
︑
同
社
独
自
の
取

り
組
み
が
あ
る
︒
健
診
結
果

で
ま
っ
た
く
問
題
が
な
か
っ

た
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
健
康
優
良

者
﹂
に
は
︑
赤
い
制
服
が
贈

ら
れ
る
の
だ
︒
ま
た
︑
優
良

と
判
断
さ
れ
た
年
数
が
２
年

連
続
で
は
︑
会
社
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
色
が
シ
ル
バ
ー
に
︑

そ
し
て
３
年
連
続
で
は
ゴ
ー

ル
ド
に
な
る
︒
制
服
の
色
が

紺
色
の
同
社
で
︑
赤
い
制
服

で
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
ゴ
ー
ル
ド

で
あ
れ
ば
︑﹁
３
年
連
続
健

診
結
果
優
良
者
﹂
と
一
目
で

分
か
る
仕
組
み
だ
︒

乗
り
た
い
ト
ラ
ッ
ク
を

ド
ラ
イ
バ
ー
が
選
択

　

同
社
の
車
両
購
入
方
法
も

ユ
ニ
ー
ク
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ

う
︒
平
岡
社
長
は
︑
車
両
購

入
の
際
に
は
︑
可
能
な
限
り

ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
︒

ま
ず
は
︑
同
社
と
の
取
引
の

あ
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
好
み

を
選
択
︒
ハ
イ
ル
ー
フ
仕
様

な
ど
基
本
仕
様
は
会
社
指
定

だ
が
︑
外
装
部
品
の
質
や
デ

ザ
イ
ン
︑
キ
ャ
ビ
ン
の
内
装

や
色
︑
ヘ
ッ
ド
に
載
せ
る
同

社
の
看
板
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
︑

予
算
内
で
可
能
な
限
り
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
に
自
由
に
選
択
し

て
も
ら
う
︒

　
﹁
弊
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

﹃
カ
ッ
コ
い
い
ト
ラ
ッ
ク
に
乗

り
長
距
離
運
行
で
頑
張
り
た

い
﹄と
い
う
よ
う
な
車
好
き
︑

ト
ラ
ッ
ク
好
き
が
多
く
︑
普

段
か
ら
運
行
前
後
に
自
ら
進

ん
で
洗
車
し
て
ピ
カ
ピ
カ
に

磨
き
上
げ
る
な
ど
︑
と
て
も

ト
ラ
ッ
ク
を
大
事
に
し
て
く

れ
ま
す
︒
各
ド
ラ
イ
バ
ー
の

専
用
車
な
の
で
︑
ま
る
で
マ

イ
カ
ー
に
乗
る
か
の
よ
う
で

す
︒
多
少
コ
ス
ト
は
か
か
り

ま
す
が
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
気

持
ち
を
考
え
て
︑
ま
た
︑
長

い
目
で
見
て
も
こ
の
方
式
の

方
が
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と

思
っ
て
い
ま
す
︒
事
実
︑
綺

麗
な
だ
け
で
な
く
︑
事
故
も

あ
り
ま
せ
ん
︒
こ
ち
ら
側
の

都
合
だ
け
で
な
く
︑
発
荷
主

さ
ん
や
︑
豊
洲
側
の
着
荷
主

さ
ん
で
も
︑
綺
麗
な
カ
ッ
コ

い
い
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
も

ら
う
方
が
︑
安
心
で
気
持
ち

が
い
い
は
ず
で
す
﹂（
同
）

新
型
コロ
ナ
対
策
も

社
員
第
一
で

　

一
方
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
禍
は
︑
同
社
の

業
務
に
も
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
し
た
︒
同
社
の
主
な
輸
送

先
は
感
染
者
数
が
最
も
多

く
︑
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ

て
い
た
東
京
だ
っ
た
か
ら
だ
︒

し
か
し
︑
食
料
品
を
輸
送
す

る
同
社
は
︑﹁
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
﹂

と
し
て
︑
輸
送
業
務
を
休
む

わ
け
に
は
い
か
な
い
︒

　

同
社
で
は
︑
主
な
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
︑
特
別
ボ
ー
ナ

ス
・
子
ど
も
手
当
支
給
︑
独

自
融
資
制
度
・
給
与
補
填
を

実
施
し
た
︒
特
別
ボ
ー
ナ
ス

は
︑
全
社
員
に
感
謝
の
意
味

を
込
め
て
賞
与
を
支
給
︒
ま

た
︑
子
ど
も
手
当
は
︑
休
校

が
続
き
食
費
な
ど
費
用
が
嵩

む
た
め
︑
高
校
生
以
下
の
子

ど
も
が
い
る
社
員
に
４
︑５
︑

６
月
の
３
か
月
間
支
給
し
た
︒

給
与
補
填
に
つ
い
て
は
︑
あ

る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
配
偶
者
が

医
療
従
事
者
で
︑
感
染
拡
大

地
域
か
ら
の
帰
還
者
と
の
接

触
が
あ
っ
た
場
合
は
勤
務
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
︑

や
む
な
く
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

は
一
定
期
間
︑
現
場
で
の
積

み
込
み
作
業
に
従
事
し
て
も

ら
っ
た
︒
こ
の
た
め
︑
本
来

の
業
務
と
比
べ
給
与
が
下
が

っ
て
し
ま
う
の
で
︑
同
社
で

は
そ
の
下
が
っ
た
分
の
７
割

を
補
填
し
た
︒

　
﹁
我
々
運
送
の
仕
事
は
︑

在
宅
勤
務
も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
も
で
き
る
と
い
う
も
の
で

は
な
く
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
本
人

に
は
も
ち
ろ
ん
︑
家
族
に
対

し
て
も
大
変
申
し
訳
な
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
︒
一

人
で
も
感
染
者
を
出
し
て
し

ま
え
ば
︑
荷
主
の
皆
様
に
多

大
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
︑
そ
れ
は
絶
対
に
許
さ

れ
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
た
ち
は
不
平
不
満
も

言
わ
ず
︑
強
い
使
命
感
で
業

務
に
従
事
し
て
く
れ
ま
し

た
︒緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
︑

地
元
︑﹃
水
産
県
長
崎
﹄
の

産
品
を
消
費
地
へ
届
け
る
手

段
が
︑
ま
さ
に
我
々
の
陸
送

し
か
な
か
っ
た
時
期
も
あ
り
︑

改
め
て
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
大

切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
︒
皆

が
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
仕

事
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
お

か
げ
で
︑
今
ま
で
乗
り
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
﹂（
同
）

事
故
を
防
ぐ
の
に
必
要
な

「
精
神
的
な
余
裕
」

　

平
岡
社
長
は
︑
事
故
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
会
社
が
本

当
に
と
る
べ
き
対
策
と
は
︑

﹁
社
員
が
公
私
と
も
に
︑
何

も
心
配
し
な
い
で
仕
事
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
﹂
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
︒
そ
し
て
社

員
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め

会
社
の
体
制
を
整
備
し
︑
社

員
を
全
力
で
守
る
と
い
う
姿

勢
を
示
す
こ
と
だ
と
い
う
︒

　
﹁
社
長
に
就
任
し
て
今
年

で
10
年
が
経
ち
ま
し
た
︒
父

と
と
も
に
歩
ん
だ
の
が
５
年

で
︑
１
人
に
な
っ
て
か
ら
が
５

年
︒
が
む
し
ゃ
ら
に
突
き
進

ん
で
き
ま
し
た
が
︑
こ
の
５

年
で
気
が
付
い
た
の
は
︑
何

事
も
最
初
か
ら
う
ま
く
い
く

も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
︒
で
き
な
い
理
由
を
探
す

の
は
簡
単
で
す
が
︑
で
き
る

理
由
を
探
し
て
創
り
上
げ
て

い
く
こ
と
の
方
が
数
倍
難
し

く
︑
そ
し
て
大
事
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
︒
父
が
残
し

て
く
れ
た
﹃
心
の
遺
産
﹄
と

社
員
の
お
か
げ
で
︑
こ
れ
ま

で
や
っ
て
こ
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
が
︑
今
だ
か
ら
こ
そ
父

に
聞
き
た
か
っ
た
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
︒
そ
し
て
︑

こ
れ
か
ら
も
︑
社
員
と
お
客

様
に
感
謝
し
︑
社
員
と
会
社

を
守
り
抜
く
た
め
に
何
を
す

べ
き
か
︑
心
の
中
で
父
に
問

い
か
け
つ
つ
︑
自
分
に
自
問

自
答
し
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
﹂（
同
）

平岡　ゆかり
代表取締役

　
有
限
会
社
長
崎
水
産
運
輸
（
平
岡
ゆ

か
り
代
表
取
締
役
、
長
崎
県
長
崎
市
）

は
、
１
年
を
通
し
て
長
崎
漁
港
へ
水
揚

げ
さ
れ
る
豊
富
な
海
の
幸
を
、
新
鮮
な

ま
ま
ス
ピ
ー
デ
ィ
か
つ
安
全
・
安
心
に
、

日
本
全
国
の
食
卓
へ
届
け
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
い
る
。

　
同
社
で
は
、
経
営
の
根
本
に
「
お
客

様
へ
の
感
謝
の
心
」
と
い
う
理
念
を
貫

い
て
い
る
が
、「
社
員
に
感
謝
」
と
い

う
理
念
も
同
等
か
そ
れ
以
上
に
重
要
視

し
て
い
る
。

　
お
客
様
と
社
員
へ
の
感
謝
と
い
う
理

念
を
ベ
ー
ス
に
、
輸
送
業
務
を
通
じ
て

地
元
「
水
産
県
長
崎
」
へ
の
貢
献
も
目

指
す
、同
社
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

「
心
と
体
の
健
康
」こ
そ
が
安
全
・
安
心
に
繋
が
る

「
心
と
体
の
健
康
」こ
そ
が
安
全
・
安
心
に
繋
が
る

社
員
の
人
と
し
て
の
成
長
を
見
守
る
の
が
社
長
の
仕
事

社
員
の
人
と
し
て
の
成
長
を
見
守
る
の
が
社
長
の
仕
事

社員・顧客満足度を上げ、長崎水産業への貢献も

創業者の遺志を継ぎ「社員」と「お客様」に感謝

（有）長崎水産運輸 （有）長崎水産運輸 
［代表取締役 平岡　ゆかり］［代表取締役 平岡　ゆかり］

本　　社　長崎県長崎市京泊 3-15-6
創　　業　昭和 50年 10月20日
資 本 金　500万円
従業員数	 26 人（うちドライバー17人）
車 両 数	 22 台

企業概要

検 索㈲長崎水産運輸

物流物物物流

㈲長崎水産運輸
長崎県

第 39回

東京・豊洲市場へ「水産県長崎」の鮮魚・水産加工品を輸送する、同社主力の大型ト
ラック。「トラック・車好き」のドライバーの手により、ピカピカに磨き上げられている
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ほんのヒトコマほんのヒトコマ ［第69回］

コロナ以後の世界……新流派誕生！

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜速度編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（道交法施行令第11条）一般道路
における自動車の法定最高速度は、自動
車の種別にかかわらず時速60キロであ
る。
❷ ○（法第75条の4、道交法施行令第27
条の3）高速自動車国道の本線車道で、
道路標識等により指定されていないとこ
ろでの最低速度は時速50キロである。
❸ ×（道交法施行令第27条）中型自動
車のうち、専ら人を運搬する構造のも
の又は車両総重量が8,000キログラム未
満、最大積載重量が5,000キログラム未
満及び乗車定員が10人以下のものは時

速100キロだが、それ以上の中型自動車
は時速80キロである。
❹ ×（道交法施行令第27条）自動車
専用道路の高速自動車国道ではないの
で、速度に関しては一般道路の規定が適
用される。したがって、道路標識等によ
り速度が指定されていない場合の法定
最高速度は時速60キロである。
❺ ×（道交法施行令第12条第1項第1
号）車両総重量が2,000キログラム以下
の車両を、3倍以上の車両総重量の自動
車で牽引する場合の法定最高速度は時
速40キロである。

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

181「
郷
土
料
理
の
す
す
め
⑥
」 

鶴
岡
の
だ
だ
ち
ゃ
豆

　

旬
ま
で
の
日
数
を
指
折
り

数
え
て
待
つ
な
ら
︑﹁
だ
だ
ち

ゃ
豆
﹂
で
決
ま
り
︒
山
形
県

庄
内
地
方
（
鶴
岡
市
周
辺
）

特
産
の
枝
豆
だ
︒
栄
養
的
に

は
︑
心
筋
梗
塞
な
ど
に
効
く

と
い
わ
れ
る
葉
酸
と
︑
肝
機

能
に
い
い
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種

・
オ
ル
ニ
チ
ン
が
豊
富
︒
つ

ま
り
︑
夏
バ
テ
の
季
節
に
ぴ

っ
た
り
︒

　

だ
だ
ち
ゃ
豆
と
い
う
名
の

由
来
は
諸
説
あ
る
が
︑
有
力

な
の
は
殿
様
ゆ
か
り
説
︒
枝

豆
が
大
好
き
で
毎
日
食
べ
て

い
た
殿
様
が﹁
う
ま
い
の
う
︑

今
日
は
ど
こ
の
だ
だ
ち
ゃ（
方

言
で
親
爺
の
意
）の
豆
だ
？
﹂

と
︑
尋
ね
た
こ
と
か
ら
広
ま

っ
た
と
い
う
︒

　

そ
れ
く
ら
い
だ
か
ら
︑
だ

だ
ち
ゃ
の
産
地
名
は
は
っ
き

の
親
爺

4

4

一
人
ひ
と
り
の
個
性

が
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
だ
︒

　

最
近
売
り
出
し
中
は
︑
鶴

岡
駅
か
ら
北
へ
車
で
十
分
の

安
丹
集
落
︒﹁
昔
か
ら
自
家

用
に
つ
く
っ
て
き
た
か
ら
自

信
は
あ
る
さ
﹂
と
︑
日
焼
け

し
た
腕
を
さ
す
る
の
は｢

安

丹
だ
だ
ち
ゃ
農
場｣

の
当
主

・
佐
藤
惠
一
さ
ん
︒
種
子
を

自
家
採
取
し
︑
春
に
蒔
い
て

毛
を
ご
し
ご
し
落
と
し
て
︑

塩
入
り
の
沸
騰
し
た
湯
へ
ど

さ
っ
︒
莢
に
割
れ
目
が
見
え

た
ら
︑
も
う
一
呼
吸
茹
で
て

ざ
る
に
と
る
︒
こ
の
と
き
︑

塩
を
た
っ
ぷ
り
す
ぎ
る
く
ら

い
に
ふ
る
の
が
コ
ツ
︒
莢
か

ら
出
し
て
︑
ご
飯
に
混
ぜ
込

め
ば
︑
お
つ
な
枝
豆
ご
飯
が

で
き
あ
が
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

り
言
え
な
い
︒
な
ぜ
な
ら
︑

鶴
岡
で
は
道
の
駅
や
直
売
所

に
各
集
落
の
自
慢
の
だ
だ
ち

ゃ
豆
が
山
積
み
さ
れ
て
い
て
︑

試
食
す
る
と
ど
れ
も
こ
れ
も

う
ま
す
ぎ
る
く
ら
い
う
ま
い

か
ら
だ
︒
そ
れ
で
い
て
︑
そ

れ
ぞ
れ
の
風
味
は
微
妙
に
異

な
る
︒
な
る
ほ
ど
︑
殿
様
の

疑
問
が
よ
く
わ
か
っ
た
︒
土

壌
︑
水
質
︑
栽
培
法
に
農
家

有
機
堆
肥
︑
低
農
薬
︑
そ
し

て
排
水
パ
イ
プ
で
水
は
け
を

よ
く
す
る
の
が
流
儀
︒

　

収
穫
は
毎
朝
４
時
起
き
︒

枝
か
ら
莢さ

や

を
は
ず
し
て
袋
に

詰
め
る
︒
枝
豆
は
鮮
度
落
ち

が
早
い
の
で
︑
朝
採
り
を
即

出
荷
し
な
く
て
は
︑
せ
っ
か

く
丹
精
し
た
味
を
客
に
届
け

ら
れ
な
い
の
だ
︒

　

茹
で
る
と
き
は
︑
莢
の
産

�奈良・針

�大阪

�岡山

�鳥栖

�諫早

�尾道

�三次

�彦根

�北九州

�鹿児島�大分

❽大宮 �新潟

❹仙台

�金沢 �名古屋�安城

❷苫小牧❶札幌

❺白河の関

�浜松

❼矢板 ❾東神

�亀山

❻茨城❸青森
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▼
両
親
が
眠

る
︑
埼
玉
県

越
谷
市
の
菩

提
寺
か
ら
手

紙
が
届
い
た

の
は
︑
６
月
の
半
ば
で
し
た
︒
当
世
の
事

情
に
よ
り
︑
お
盆
参
り
で
親
族
等
有
縁
の

精
霊
を
供
養
す
る
﹁
施
食
会
法
要
﹂
を
今

年
に
限
り
無
参
列
で
行
い
た
く
︑﹁
塔
婆
の

手
配
を
予
め
書
面
に
て
申
し
込
み
願
い
た

い
﹂
と
の
こ
と
で
し
た
︒
４
月
に
一
度
お

寺
に
行
っ
た
き
り
で
し
た
の
で
︑
内
心
で

は
忸
怩
た
る
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
︑
事

情
を
察
し
て
お
寺
の
意
向
に
従
い
ま
し

た
︒
▼
４
月
上
旬
︑
バ
ス
を
下
り
て
お
寺

に
向
か
う
道
筋
に
は
桜
花
が
散
り
は
じ
め

て
い
ま
し
た
が
︑
見
る
と
１
本
の
木
に
は

﹁
余
花
﹂（
あ
ま
り
ば
な
）が
あ
り
ま
し
た
︒

同
じ
頃
に
咲
い
た
他
の
花
と
一
緒
に
散
る

こ
と
が
叶
わ
ず
︑
そ
の
花
は
ポ
ツ
ン
と
一

輪
し
ば
し
の
間
︑
花
を
愛
で
る
人
々
に
癒

し
を
残
そ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
︒
▼
以

前
︑
盛
夏
に
お
寺
を
訪
れ
た
時
に
は
︑
蝉

時
雨
が
暑
さ
を
倍
加
さ
せ
︑
滴
る
汗
を
拭

う
ほ
ど
で
し
た
︒
ま
た
︑
晩
秋
に
お
寺
を

訪
れ
た
際
に
は
︑
銀
杏
の
葉
が
鮮
や
か
な

黄
金
色
と
な
り
︑
そ
れ
は
見
事
で
圧
倒
さ

れ
る
ば
か
り
で
し
た
︒
▼
お
寺
の
住
職
は

と
て
も
機
知
に
富
ん
だ
人
物
で
︑
本
堂
の

詰
所
で
挨
拶
を
交
わ
す
と
︑
最
近
の
世
相

と
仏
の
教
え
を
絡
め
た
お
話
を
さ
れ
ま

す
︒
話
の
中
で
住
職
は
﹁
下
手
の
横
好
き

な
が
ら
物
書
き
に
な
り
た
か
っ
た
﹂
と
の

こ
と
で
︑
今
で
も
大
学
ノ
ー
ト
に
四
季
の

移
ろ
い
や
参
拝
者
と
の
会
話
を
記
し
て
い

る
そ
う
で
す
︒
お
寺
の
跡
継
ぎ
と
し
て
生

を
受
け
た
宿
命
か
ら
逃
れ
ら
れ
ず
︑
や
む

な
く
今
が
あ
る
と
天
を
仰
い
で
い
ま
し

た
︒
私
は
︑
こ
の
住
職
と
の
会
話
が
好
き

で
︑
も
し
他
の
分
野
に
進
ん
で
い
た
と
し

て
も
異
彩
を
放
っ
た
に
違
い
な
い
人
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
▼
こ
の
住
職
と
は
以
前
︑

北
海
道
十
勝
岳
の
温
泉
地
で
偶
然
出
会
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
露
天
風
呂
に
浸
か

っ
て
い
る
と
住
職
が
入
っ
て
来
て
︑
お
互

い
に
顔
を
見
合
せ
︑
本
当
に
び
っ
く
り
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
︒
鎧
も
兜
も
脱
ぎ

捨
て
︑
ま
さ
に
旅
人
然
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
晴
れ
や
か
な
顔
付
き
で
し
た
︒
▼
住
職

が
﹁
い
や
ぁ
こ
れ
は
何
と
い
う
巡
り
合
わ

せ
︑縁
は
異
な
も
の
で
す
な
﹂
と
言
わ
れ
︑

私
も
﹁
同
感
で
す
︒
そ
れ
に
し
て
も
奇
遇

す
ぎ
て
﹂
と
言
葉
を
返
し
ま
し
た
︒
遥
か

雄
大
な
山
並
み
を
望
み
な
が
ら
裸
の
付
き

合
い
と
な
っ
た
こ
と
は
忘
れ
難
い
出
来
事

で
す
▼
私
が
ま
だ
幼
い
頃
︑
母
の
実
家
で

法
事
が
あ
り
︑
不
思
議
な
体
験
を
し
ま
し

た
︒
そ
の
頃
は
ま
だ
火
葬
で
は
な
く
︑
墓

地
に
そ
の
ま
ま
亡
骸
を
弔
う
風
習
で
し

た
︒
私
は
︑
恐
れ
を
感
じ
な
が
ら
も
︑
母

の
後
ろ
に
隠
れ
て
興
味
深
く
そ
の
流
れ
を

凝
視
し
て
い
ま
し
た
︒
▼
夕
日
が
深
紅
に

染
ま
る
頃
に
︑
母
と
近
く
の
雑
貨
屋
に
行

く
道
中
で
墓
地
の
方
向
を
見
る
と
︑
そ
こ

に
は
﹁
人
魂
﹂
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
︒

魂
が
燐
火
と
な
っ
て
煌
々
と
赤
色
の
光
を

放
ち
︑
空
中
を
浮
遊
し
て
い
た
の
で
す
︒

見
る
と
︑
こ
ぶ
し
大
の
人
魂
は
︑
悲
し
げ

に
本
堂
の
周
り
や
墓
地
の
隅
々
を
漂
い
︑

現
世
と
の
お
別
れ
を
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
︒
▼
元
来
︑﹁
怖
い
も
の
好
き
﹂
な
性
格

か
ら
︑
怪
奇
現
象
な
る
も
の
が
伝
わ
る
場

所
に
赴
い
た
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
︒
記

念
に
と
ば
か
り
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す

と
︑
得
体
の
知
れ
ぬ
姿
が
写
真
の
中
に
紛

れ
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
崖
の
手
前
に

立
つ
友
人
の
背
後
に
写
る
見
知
ら
ぬ
若
い

男
性
︑
集
合
写
真
の
被
写
体
に
い
る
人
間

の
数
よ
り
も
多
い
足
︑
ホ
テ
ル
の
高
層
階

の
部
屋
の
窓
硝
子
の
外
か
ら
中
を
覗
く
生

気
の
な
い
女
性
︒
科
学
で
は
証
明
で
き
な

い
︑
現
世
に
強
い
思
い
を
残
し
た
浮
か
ば

れ
ぬ
幽
霊
達
は
︑
何
を
伝
え
た
い
の
か
︑

知
り
た
い
も
の
で
す
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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船
川
臨
港
運
送
㈱
（
籾
山

留
惠
子
社
長
）
は
︑
男
鹿
半

島
で
有
名
な
秋
田
県
男
鹿
市

に
本
社
営
業
所
を
構
え
る
ほ

か
︑
秋
田
支
社
︑
青
森
営
業

所
を
展
開
し
て
い
る
︒

　

同
社
は
創
業
当
時
か
ら
ガ

ソ
リ
ン
︑灯
油
︑重
油
︑軽
油
︑

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
な
ど
の
石
油
製
品

を
主
な
輸
送
品
目
と
し
て
き

た
︒
輸
送
範
囲
は
︑
秋
田
市

の
油
槽
所
か
ら
県
内
一
円
お

よ
び
青
森
県
︑
岩
手
県
︑
山

形
県
な
ど
隣
県
の
一
部
で
あ

り
︑
同
社
の
業
務
の
約
８
割

を
占
め
る
︒
ま
た
︑紙
製
品
︑

ア
ド
ブ
ル
ー
の
輸
送
を
東
北

管
内
へ
行
っ
て
い
る
︒

　
﹁
弊
社
は
創
業
以
来
︑﹃
我

ら
は
走
る　

人
の
道　

プ
ロ

の
道
﹄
を
企
業
理
念
と
し
︑

石
油
製
品
輸
送
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
と
し
て
の
知
識
︑技
能
︑

心
構
え
を
磨
き
︑
安
全
・
安

心
に
製
品
を
お
客
様
に
お
届

け
し
て
お
り
ま
す
︒
他
県
も

し
く
は
海
外
か
ら
精
製
さ
れ

た
製
品
が
県
内
油
槽
所
へ
運

ば
れ
︑
そ
こ
か
ら
弊
社
の
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
へ
積
み
込
み
︑

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
︑工
場
︑

学
校
︑
病
院
な
ど
の
お
客
様

へ
と
陸
上
輸
送
す
る
の
が
主

な
業
務
で
す
︒
こ
う
し
た
石

油
製
品
は
︑
人
々
の
日
々
の

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
︑
常
に
︑﹃
命
︑
生
活
に

直
結
し
︑
社
会
に
対
し
て
必

要
性
の
高
い
も
の
を
運
ん
で

い
る
﹄
と
い
う
誇
り
を
胸
に

仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
︒
特

に
︑
平
成
23
年
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
後
は
そ
の
こ

と
を
再
認
識
し
︑﹃
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
中
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
﹄

と
し
て
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
現
場
で
は
︑
石
油
一

滴
こ
ぼ
し
て
も
﹃
事
故
﹄
と

な
る
厳
し
い
世
界
で
す
の
で
︑

　

同
社
の
輸
送
範
囲
が
主
に

秋
田
県
内
と
隣
県
で
あ
る
こ

と
か
ら
︑
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
は

１
日
に
油
槽
所
と
現
場
の
間

を
何
回
も
往
復
し
︑
そ
の
度

に
積
卸
作
業
も
伴
う
︒
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
は
車
両
の
上
に

登
っ
て
行
う
作
業
も
多
く
︑

年
配
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
多

少
負
担
に
な
る
こ
と
も
あ
る
︒

同
社
は
︑
従
業
員
の
定
着
率

が
高
く
︑
ま
た
︑
こ
う
し
た

危
険
物
輸
送
に
は
資
格
保
有

が
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

必
然
的
に
平
均
年
齢
が
高
く

な
っ
て
い
る
︒

　

籾
山
専
務
に
よ
れ
ば
︑
同

社
の
平
均
年
齢
は
50
歳
前

後
︒
最
高
齢
は
66
歳
で
︑
最

も
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
は
40
代

だ
と
い
う
︒

　
﹁
現
有
ド
ラ
イ
バ
ー
は
全

員
が
高
い
ス
キ
ル
で
プ
ロ
の

技
を
持
っ
て
お
り
︑
安
心
し

て
仕
事
を
任
せ
て
い
ま
す
︒

し
か
し
︑
人
は
誰
で
も
歳
を

重
ね
て
い
く
も
の
で
︑
高
齢

従
業
員
一
同
︑
日
々
緊
張
し

て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
﹂（
籾
山
信
治
専
務
取
締

役
）

　

同
社
で
は
︑
社
会
的
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
を
全
社
で
認
識
す
る
と
と

も
に
︑
常
に
張
り
つ
め
た
厳

し
さ
の
中
で
︑
業
務
を
行
っ

て
い
る
︒
当
た
り
前
の
こ
と

を
当
た
り
前
と
あ
な
ど
ら

ず
︑
作
業
手
順
を
遵
守
す
る

な
ど
安
全
基
準
を
保
ち
な
が

ら
も
︑
時
に
は
マ
ン
ネ
リ
化

し
な
い
よ
う
に
業
務
を
見
直

す
な
ど
︑
弛
ま
ぬ
努
力
を
続

け
て
い
る
︒

化
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
︒
現

在
働
い
て
く
れ
て
い
る
ド
ラ

イ
バ
ー
に
は
当
然
こ
れ
か
ら

先
も
で
き
る
だ
け
長
く
健
康

で
働
い
て
ほ
し
い
と
い
う
気

持
ち
が
あ
り
ま
す
︒
そ
の
一

方
で
︑
こ
れ
か
ら
の
弊
社
を

支
え
て
く
れ
る
若
年
層
の
人

材
の
確
保
・
育
成
が
急
務
と

感
じ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

現
状
に
危
機
感
を
強
め
た

籾
山
専
務
は
︑
こ
の
両
方
を

同
時
に
解
決
で
き
る
取
り
組

み
を
模
索
し
た
︒
そ
こ
で
出

会
っ
た
の
が
︑﹁
健
康
経
営
優

良
法
人
（
メ
モ
参
照
）﹂
の
認

定
で
あ
っ
た
︒
秋
田
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会（
赤
上
信
弥
会
長
）

で
も
︑
会
員
企
業
の
健
康
経

営
推
進
を
重
視
す
る
方
針
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
籾
山
専

務
は
秋
田
県
ト
協
と
も
連
携

し
な
が
ら
︑
健
康
経
営
の
認

定
取
得
に
向
け
始
動
︒
今
年

３
月
︑﹁
健
康
経
営
優
良
法

人
２
０
２
０
﹂
と
し
て
︑﹁
大

規
模
法
人
部
門
﹂
１
４
８
１

法
人
︑﹁
中
小
規
模
法
人
部

門
﹂
４
７
２
３
法
人
が
認
定

さ
れ
︑
同
社
も
中
小
規
模
法

人
部
門
で
認
定
を
受
け
た
︒

ま
た
︑
秋
田
県
独
自
の
同
様

の
取
り
組
み
で
あ
る
︑﹁
第
１

回
秋
田
県
版
健
康
経
営
優
良

法
人
﹂
に
も
同
時
に
認
定
さ

れ
た
︒

　
﹁
弊
社
で
は
従
業
員
の
活

力
向
上
や
組
織
の
活
性
化
を

図
り
︑
従
業
員
に
健
康
で
長

く
働
い
て
い
た
だ
け
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
︑
令

和
元
年
５
月
に﹃
健
康
宣
言
﹄

を
し
︑
今
年
３
月
に
﹃
健
康

経
営
優
良
法
人
﹄
と
﹃
秋
田

県
版
健
康
経
営
優
良
法
人
﹄

の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
︒

弊
社
が
︑
健
康
を
重
視
す
る

会
社
経
営
に
取
り
組
ん
だ
き

っ
か
け
は
︑
や
は
り
高
齢
化

が
一
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
︒
さ
ら
に
︑
高
齢
者
で
も

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
と
同
時
に
︑
新
し
い

人
材
を
獲
得
す
る
こ
と
も
重

要
な
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

現
有
従
業
員
の
健
康
増
進
に

つ
い
て
︑
外
部
の
セ
ミ
ナ
ー

や
講
演
会
に
参
加
し
て
情
報

を
得
て
研
鑽
を
重
ね
︑
社
内

分
煙
制
度
等
︑
い
い
と
思
っ

た
も
の
は
す
ぐ
に
取
り
入
れ

る
な
ど
︑
積
極
的
に
健
康
経

営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
︒
す
る
と
︑
社
内
が
自
然

と
健
全
・
活
性
化
し
て
い
く

の
は
も
ち
ろ
ん
︑
他
者
か
ら

見
て
﹃
こ
の
会
社
は
安
全
だ

ね
﹄﹃
健
康
を
重
要
視
し
て

い
る
ら
し
い
﹄
と
い
う
評
価

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

ま
た
︑
こ
の
取
り
組
み
を
始

め
た
こ
と
を
知
っ
た
従
業
員

の
家
族
か
ら
の
評
判
も
い
い

よ
う
で
す
︒
た
だ
し
︑
急
速

に
高
齢
化
が
進
む
中
︑
そ
う

簡
単
に
は
新
規
の
若
年
層
の

採
用
が
追
い
付
か
な
い
と
い

う
現
状
も
あ
り
ま
す
︒
こ
の

た
め
現
在
の
従
業
員
に
︑
長

く
健
康
で
働
い
て
も
ら
う
必

要
性
を
一
層
強
く
感
じ
︑
健

康
経
営
に
取
り
組
ん
で
よ
か

っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

当
初
は
外
部
の
評
価
ば
か

り
が
健
康
経
営
の
効
果
と
し

て
目
立
っ
て
い
た
同
社
で
︑

最
近
は
よ
う
や
く
採
用
の
面

で
も
少
な
か
ら
ず
メ
リ
ッ
ト

が
生
ま
れ
て
き
た
︒

　
﹁
弊
社
の
従
来
の
採
用
で

は
︑
大
型
免
許
と
危
険
物
取

扱
者
の
免
許
・
資
格
は
必
須

で
し
た
が
︑
元
年
度
の
募
集

か
ら
は
初
心
・
未
経
験
者
で

も
Ｏ
Ｋ
と
し
︑
免
許
・
資
格

取
得
費
用
も
入
社
後
に
会
社

　

元
年
５
月
の
健
康
宣
言
以

降
︑
各
方
面
か
ら
健
康
に
関

す
る
情
報
が
よ
り
多
く
同
社

へ
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
︒
健
康
に
関
す
る
制
度
や

ツ
ー
ル
な
ど
︑
同
社
に
マ
ッ

チ
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
﹁
内

容
を
検
討
し
て
良
け
れ
ば
ど

ん
ど
ん
取
り
入
れ
た
い
﹂（
籾

山
専
務
）
と
い
う
方
針
か
ら

だ
︒
そ
こ
に
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
が
︑
定
期
健
康
診

断
の
事
後
措
置
の
徹
底
を
図

る
支
援
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
い
る
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
特
化
し
た
﹁
運
輸

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム

Ⓡ
﹂
の
実
証
実
験
開
始
の
情

報
が
︑
秋
田
県
ト
協
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
︒

　
﹁
弊
社
で
は
︑
同
シ
ス
テ
ム

の
概
要
を
知
り
︑
す
ぐ
に
応

募
し
ま
し
た
︒
ま
ず
は
本
社

営
業
所
と
秋
田
支
社
の
ド
ラ

イ
バ
ー
全
31
人
で
実
施
し
ま

し
た
︒
弊
社
で
は
定
期
健
診

の
受
診
率
は
１
０
０
％
で
︑

毎
年
７
月
に
実
施
し
て
い
ま

す
︒
し
か
し
︑
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
前
は
︑
１
０

０
％
の
受
診
率
に
は
満
足
し

て
い
ま
し
た
が
︑
そ
の
後
の

健
診
結
果
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で

手
が
回
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
﹂（
同
）

　

健
康
起
因
事
故
防
止
の
た

め
に
は
︑
ま
ず
ド
ラ
イ
バ
ー

の
健
康
状
態
の
把
握
が
何
よ

り
重
要
で
︑
そ
れ
に
基
づ
く

事
後
措
置
等
は
労
働
安
全
衛

生
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い

る
︒
し
か
し
︑
専
門
的
か
つ

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
や
判
定
基
準
に
バ

ラ
ツ
キ
の
あ
る
定
期
健
診
結

果
か
ら
︑
事
業
者
が
自
分
で

誰
が
ハ
イ
リ
ス
ク
者
で
あ
る

か
な
ど
を
判
断
す
る
こ
と
は

極
め
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
る
︒
こ
の
た
め

﹁
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ

ス
テ
ム
Ⓡ
﹂
は
︑
事
業
者
が

実
施
し
た
健
診
結
果
を
事
業

主
体
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

が
負
担
す
る
よ
う
に
間
口
を

広
げ
ま
し
た
︒
間
口
を
広
げ

る
と
︑
少
し
ず
つ
若
手
・
未

経
験
者
の
応
募
・
採
用
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
︒
実
際

に
採
用
し
て
教
育
し
て
い
く

中
で
は
︑
実
感
と
し
て
未
経

験
者
は
育
て
や
す
い
と
感
じ

て
い
ま
す
﹂（
同
）

ー
ク
へ
提
出
︒
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
︑
健
診
結

果
を
一
元
的
に
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
て
事
業
者
へ
提
供
す

る
︒
デ
ー
タ
は
︑
再
検
査
・

精
密
検
査
等
の
受
診
指
導
が

必
要
な
群
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
）
と
︑
労
働
災
害
災
二
次

健
診
受
診
指
導
が
必
要
な
群

（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）な
ど
に
︑

分
か
り
や
す
く
分
類
さ
れ
て

い
る
︒

　
﹁
デ
ー
タ
は
︑
全
体
を
一
覧

で
表
示
し
見
や
す
い
の
で
︑

指
導
が
必
要
な
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
指
導
す
る
際
に
も
︑
見
逃

し
が
あ
り
ま
せ
ん
︒
当
人
を

呼
ん
で
︑
同
じ
パ
ソ
コ
ン
の

画
面
や
紙
面
で
お
互
い
に
見

な
が
ら
指
導
す
る
場
合
に

も
︑
デ
ー
タ
の
裏
づ
け
が
あ

り
︑
説
得
力
が
あ
り
ま
す
︒

ま
た
︑口
頭
で
指
導
す
れ
ば
︑

形
に
残
ら
な
か
っ
た
り
う
っ

か
り
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
︑

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
︑﹃
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
﹄︑﹃
イ
エ
ロ
ー
カ

ー
ド
﹄
に
該
当
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
受
診
を
促
す
文
書
を

す
ぐ
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で

き
る
仕
組
み
な
の
で
︑
と
て

も
具
体
的
に
指
導
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
︒
ま
た
︑

今
回
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
て
定
期
健
診
の
フ
ォ
ロ
ー

に
取
り
組
み
ま
し
た
が
︑
形

式
だ
け
で
再
受
診
を
促
し
て

い
た
よ
う
な
従
来
の
や
り
方

に
比
べ
て
︑
よ
り
親
身
に
指

導
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
︑

﹃
健
診
結
果
を
デ
ー
タ
で
表

す
﹄
の
が
目
的
で
は
な
く
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
本
人
に
﹃
健
康
に
な

っ
て
も
ら
う
﹄
の
が
本
当
の
目

的
で
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
が

付
き
ま
し
た
﹂（
同
）

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
マ
ッ

チ
し
︑
健
診
結
果
デ
ー
タ
を
分

か
り
や
す
く
し
た
﹁
運
輸
ヘ
ル

ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
Ⓡ
﹂︒
同

社
で
は
従
業
員
の
健
康
状
態
を

把
握
し
︑
そ
の
先
の
健
康
増
進

に
繋
げ
る
た
め
に
︑
有
効
に
活

用
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒

﹁
弊
社
は
従
業
員
が
50
人
以
下

で
産
業
医
の
選
任
義
務
が
な
い

の
で
︑
毎
年
外
部
の
医
師
に
コ

メ
ン
ト
を
も
ら
う
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
︑
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は

専
門
的
な
知
識
が
な
い
我
々
で

も
従
業
員
の
指
導
が
で
き
る
の

で
︑
と
て
も
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
健
診
デ
ー

タ
も
経
年
で
比
較
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
︑
今
後
は
経
過
観

察
な
ど
細
部
に
わ
た
る
指
導
も

し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
ま
す
﹂（
佐
々

木
国
紀
取
締
役
管
理
部
長
）

　

同
社
従
業
員
の
高
齢
化
へ
の

備
え
︑
ま
た
︑
採
用
難
へ
の
解

決
策
と
し
て
取
り
組
ん
だ
︑﹁
健

康
宣
言
﹂︑﹁
健
康
経
営
優
良
法

人
認
定
﹂︒
そ
し
て
︑
効
率
的

で
実
効
的
な
健
診
結
果
管
理
の

た
め
に
導
入
し
た
﹁
運
輸
ヘ
ル

ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
Ⓡ
﹂
だ

が
︑
最
後
に
︑
今
後
の
同
社
の

健
康
経
営
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
考
え
を
聞
い
た
︒

　
﹁
健
康
宣
言
や
健
康
経
営
を

他
社
に
先
駆
け
て
取
り
組
む
こ

と
が
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
る
ほ
か
︑
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
﹃
弊
社
は
健

康
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
﹄

と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
な
ど
目
に

見
え
る
効
果
も
あ
り
ま
し
た
︒

し
か
し
︑
健
康
経
営
に
取
り
組

む
過
程
で
︑﹃
健
康
を
損
な
っ
た

ら
何
も
で
き
な
い
﹄と
痛
感
し
︑

特
に
運
送
事
業
は
﹃
人
が
い
な

い
と
車
が
動
か
な
い
﹄
と
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
︒
ア
ピ
ー
ル

も
大
事
で
す
が
︑
本
来
の
目
的

は
︑﹃
み
ん
な
に
健
康
で
長
く
ド

ラ
イ
バ
ー
を
続
け
て
ほ
し
い
﹄

と
い
う
こ
と
で
あ
り
︑
今
後
も

様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
で
︑﹃
船
川
臨
港
運
送

に
入
社
し
た
お
か
げ
で
健
康
に

な
っ
た
ね
﹄
と
感
じ
ら
れ
る
会

社
と
し
て
︑
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
﹂（
同
）

❖
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
中
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

人
々
の
生
活
を
支
え
る
誇
り
で
業
務
励
行

❖
年
々
進
む
ベ
テ
ラ
ン
従
業
員
の
高
齢
化

企
業
の
永
続
と
活
性
化
の
た
め
に
「
健
康
経
営
」

❖
従
業
員
の
健
康
状
態
を
「
見
え
る
化
」

「
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
Ⓡ
」を
導
入

第
20
回  

船
川
臨
港
運
送
株
式
会
社（
秋
田
県
男
鹿
市
）

船川臨港運送株式会社
会社所在地 秋田県男鹿市船川港
　　　　　　船川字芦沢 205 番地
資本金 3,000 万円
設　立 昭和 25 年 2 月
従業員数 44 人（うちドライバー 35 人）
車両数 61 台

メモ 　「健康経営優良法人認定制度」とは、地域の健康課題
に即した取り組みや日本健康会議が進める健康増進の取
り組みをもとに、特に優良な健康経営を実践している法人
を顕彰する制度。健康経営に取り組む優良な法人を「見

える化」することで、従業員や求職者、関係企業や金融
機関などから「従業員の健康管理を経営的な視点で考え、
戦略的に取り組んでいる法人」として社会的に評価を受け
ることができる。 ＜関連3面＞

　
従
業
員
が
健
康
に
働
く
こ
と
の
で

き
る
職
場
づ
く
り
は
、
会
社
の
事
業

を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重

要
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働

者
の
健
康
を
巡
る
状
況
を
み
る
と
、

近
年
我
が
国
に
お
い
て
過
労
死
等
が

多
発
し
て
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
な
ど
、
職
場
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
企
画
で
は
「
健
康
職

場
づ
く
り
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
秋
田
県
男
鹿
市
の
船
川

臨
港
運
送
株
式
会
社
（
籾
山
留
惠
子

代
表
取
締
役
社
長
）
に
お
け
る
取
り

組
み
で
す
。

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

従
業
員
の
健
康
第
一
に「
健
康
経
営
」
を
推
進

従
業
員
の
健
康
第
一
に「
健
康
経
営
」
を
推
進

「
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
®
」
を
有
効
活
用

「「健康職場健康職場づくりづくり」」
    事 業 者 訪 問事 業 者 訪 問

籾山　信治
専務取締役

佐々木　国紀
取締役管理部長

籾山専務が「運輸ヘルスケアナビシステム®」から得た健診結果データ（写真左上）をもとに、そ
れぞれのドライバーに対して丁寧に再受診を促すなどの健康指導を行う


